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巻頭⾔ 
グローバル社会を協働的に創造する資質・能⼒の育成 

―グローバル市⺠性が育つ学びをつくる― 
 
⼤阪教育⼤学附属学校池⽥地区３校（附属池⽥⼩学校・附属池⽥中学校・附属⾼等学校

池⽥校舎）では，時代が求める学校教育のあり⽅と，附属学校の独⾃性の両⾯から，共同
研究テーマを設定し研究を進めています。平成 28〜30 年度は，「『つなぐ⼒』をもった⼦
どもの育成」 というテーマで，また，令和元年度からは，「社会とつながり，明⽇を切り
拓く資質・能⼒の育成」というテーマで研究に取り組んできました。 
 今年度（令和 5 年度）からは，池⽥地区のスクールポリシーをより明確に意識した共同
研究テーマとして，「グローバル社会を協働的に創造する資質・能⼒の育成―グローバル
市⺠性が育つ学びをつくる―」をかかげ，３年間の研究を進めていくこととしました。こ
れからの時代をより豊かに創造するために必要なグローバル市⺠性を，⽇々の学校教育の
場でどのように育むのか…，この問いに答えるため，具体的には，コモンルーブリックの
かたちをとって，発達の段階における学習⽬標の設定，評価⽅法の構築を⽬指していま
す。さらにそれを教科学習や⾏事に還元し，池⽥地区が⼀体となって児童⽣徒の資質・能
⼒の育成に取り組んでくこととしています。 

とりわけ附属池⽥中学校にとって，この池⽥地区の共通テーマは国際バカロレア(IB)教
育の理念と⼤きく重なっています。IB の⽬的は「多様な⽂化の理解と尊重の精神を通じ
て，よりよい，より平和な世界を築くことに貢献する，探究⼼，知識，思いやりに富んだ
若者の育成」であり，そのためには真に｢国際的な視野｣が必要です。さらに IB は「世界
各地で学ぶ児童⽣徒に，⼈がもつ違いを違いとして理解し，⾃分と異なる考えの⼈々にも
それぞれの正しさがあり得ると認めることのできる⼈として，積極的に，そして共感する
⼼をもって⽣涯にわたって学び続ける」プログラムを使命としています。IB のMYP（ミ
ドルイヤー―プログラム）認定校である本校は，学習指導要領の理念とこの IB の理念の
融合を⽇々実践しており，「グローバル市⺠性が育つ学び」はそれを象徴する⽬標でもあ
ります。 

令和５年 11 ⽉ 18 ⽇に開催した研究発表会では上記のテーマに基づき，授業実践を公
開し，参会のみなさまと協議会を持つことができました。そこでのご意⾒やご批判を踏ま
え，研究成果をまとめたものが本研究紀要です。ご覧いただいたみなさまからの忌憚のな
いご意⾒・ ご指導を賜り，さらに研究を深めて参りたいと考えております。 

 
令和６年３⽉  

⼤阪教育⼤学附属池⽥中学校 校⻑  
佐藤賢司 



 

 

 

 

I.総論 

-研究の経緯と概要- 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



小中高研究総論 

 

 

 

１．研究の背景と目的   

（1）社会的背景 
現代は予測が難しく，変化の激しい時代である。そして，その変化は今後より急激に進み，現存しない職業に

就いたり，技術が求められたり，これまで直面したことのないような問題を解決することが求められるようになる

と言われている。実際に，新型コロナウイルス感染症の拡大により，このことが現実のものとなった。日常の急激

な変化と先が見えない日々の中で，いかにして生活を進めていくかを考え，行動することが求められる。こうした

急激に変化する社会に対して，子どもたちはどのような力を育むことが必要なのだろうか。 
    学習指導要領（小中学校平成２９年告示・高等学校平成３０年告示）の改訂の経緯においても，今の子ども

たちや，これから誕生する子どもたちが成人して活躍する頃には厳しい挑戦の時代を迎えていることが予想さ

れている。子どもたちがさまざまな変化に積極的に向き合い，他者と協働して課題を解決していくことや，様々な

情報を見極め概念的知識の獲得を実現し情報を再構成するなどして新たな価値につなげていくこと，複雑な

状況変化の中で目的を再構築すること（＊５）ができるようにすることが学校教育において求められているとさ

れている。 

また，OECD（Organisation for Economic Cooperation and Development：経済協力開発機構）にお

い て は ， 2015 年 か ら ”OECD Future of Education and Skills 2030” プ ロ ジ ェ ク ト （ 以 下 ，

「Education2030 プロジェクト」と表記）を進めてきた。Education2030 でも示されているとおり，2030 年

はより”VUCA”な時代となることが予想されるという。VUCA とは volatile,uncertain,complex,ambigus の

頭文字をとった言葉であり，より「予測困難で不確実，複雑で曖昧」

（＊２）な時代になるということを意味するものとして使われている。

「Education2030 プロジェクト」の提案書においてもこのプロジェク

トの目的として，「2030 年のより予測困難で不確実，複雑で曖昧と

なる世界に向けて，生徒が準備していく『コンピテンシー』をよりよく

理解するための枠組みを構築する」（＊２）ことが明記されている。こ

こでいう「コンピテンシー」とは，ある職務または状況に対し，基準に

照らして効果的，あるいは卓越した業績を生む原因として関わってい

る個人の根源的特性とされている。具体的には，動因，特性，自己イメ
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ージ，知識，スキルから構成されている。これに追加して AIの発達や移民の増加などは 2000 年代に入ってか

らの大きなトレンド（傾向）として考えられるが，他にも地球温暖化による環境の変化や家族の形態の変化など，

様々な変化が生じている。さらに，国や文脈や時代によって「求められるコンピテンシー」もまた変わってくるとさ

れている。 
    結局のところ，「コンピテンシー」としては，多種多様なものが想定されるとしても，それが重要なもの，あるい

は「キー・コンピテンシー」となるものかどうかは，それぞれの文脈において求められるかどうかによるのである。

別の言い方をすれば，「コンピテンシー」とはある文脈では非常に重要なものであっても，別の文脈では重要な

ものとはされないと考えられている。 
このような時代の変化や必要な資質・能力に対して，OECD は 2019年 5月に「ラーニング・コンパス（学び

の羅針盤）2030」を公表した。これは，生徒が教師の決まりきった指導や指示をそのまま受け入れるのではな

く，未知なる環境の中を自力で歩みを進め，意味のある，また責任ある意識を伴う方法で，進むべき方向を見出

す必要性を強調することが意図されたものである。知識，スキル，態度・価値という「コンピテンシー」の構成要

素をコンパスの針とし，さらに「より良い未来の創造に向けた変革を起こす力」（①新たな価値を創造する力，②

対立やジレンマに折り合いをつける力，③責任ある行動をとる力）をコンパスの外側に，さらにその外周を沿うよ

うに，見通し（anticipation）・行動（action）・振り返り（reflection）の「AAR サイクル」を示し，個人のみなら

ず社会の「ウェルビーイング」（究極的に人々が心身共に幸せな状態）をめざして学んでいくというイメージを描

いている。その道を照らして歩んでいく原動力となるのが「生徒エージェンシー」であり，ラーニング・コンパスの

中心概念においても「生徒エージェンシー」がある。そして，エージェンシーを「より良い未来の創造に向けた変

革を起こすために目標を設定し，振り返りながら責任ある行動をとる能力」（＊１）として定義づけている。 
その「生徒エージェンシー」は自分 1 人だけで育まれるものではなく，親や仲間，教師やコミュニティなど，周

囲との関係性の中で育まれていくとされている。そこで必要となるのが，「共同エージェンシー（Co-agency）」

であり，生徒を取り巻く周りの親や仲間，教師やコミュニティなどとの関わりの中で学習していくことが大切とさ

れている。特に，集団や社会のレベルのエージェンシーを発揮していくためには，目指すべき方向を共有しなが

ら，一人一人が社会的な責任を果たしていくことが重要になってくる。 

日本に目を向けると，現行の学習指導要領の下で学校教育が実施されるのは概ね 2020 年から 2030 年

であり，2030 年に向けての教育という OECD の考え方に一致している。OECD のラーニング・コンパス 2030

の開発においては文部科学省も参加しており，共通した考え方が現行の学習指導要領に取り入れられている

点もあると思われる。学習指導要領の中には，「エージェンシー」という言葉は使われておらず，エージェンシー

を育むことについても，直接的に述べられているところはない。しかし，学習指導要領を読み解くと，OECD の提

唱しているエージェンシーの概念と類似した考え方を示している部分もある。グローバル化する時代においては，

多くの課題が複雑に絡み合っており，それらの課題を解決するためには多様な考え，価値観を持つ人々と見方・

考え方を共有し議論を重ねることが一層求められる。すなわち，このような VUCA の時代の中，これからの社会

を創り出していく児童・生徒がグローバル性を育む必要が出てくる。 
  
（２）池田地区の研究背景 
    池田地区は，トータルコンセプト図に則り，2019 年度より「社会とつながり明日を切り拓く資質・能力の育成」

を共通の研究テーマに掲げ４年間研究に取り組んできた。Familiar Issues（身近にある課題）や，Global 

Issues（地球規模の課題）に対して，自ら考えながら「つなぐ力」を持った子どもの育成に取り組んできた。実



際に，池田地区の１２年間の学習の中には，各教科

の授業を始まり，総合的な学習の時間，多様な学

校行事，安全教育，国際バカロレア MYP プログラ

ム，グローバル探究などのWWL関連カリキュラム，

国際枠生徒の受け入れなど，子どもたちにとって，

グローバル性を育む重要な学習機会がある。そう

であればこそ，池田地区としては，１２年間の子ども

の発達に則し，多様性を認めながら個々の可能性

が伸びる学習目標やそれらを見とる評価規準・基

準が必要となってくる。しかし，現状では，１２年間の発達を見据えた学習目標や評価規準・基準が明確ではな

く，曖昧になりやすいという課題がある。 

 
（3）目指す児童・生徒像と主題設定の理由 
    上記で述べたような時代背景や地区の課題を踏まえ，池田地区のトータルコンセプト図にもあるとおり，池田

地区では，「平和や安全の課題を創造的に解決する市民」であるとともに「主体性・寛容性・協働性を備えたグ

ローバル市民」として，グローバル社会を協働的に創造することができるような人材を，１２年間の教育を通して

育成することをめざしていくこととしている。それでは，「グロー

バル市民」に必要な資質・能力とはいったい何か。本研究で

は，この VUCA 時代のグローバル社会を生き抜くために必要

な性質を「グローバル市民性」と名付ける。そして，目の前にい

る子どもの姿を見取ることを通して，「グローバル市民性」とは

何かを明らかにし，その資質・能力の育成に向けたコモン・ルー

ブリックの作成および教育法の開発を展開していく。 

 

２．研究運営・研究の進め方 

（1）研究組織 

 池田地区では，下の図のように,池田地区では各校種が協働的に研究を進められるよう研究組織を編制して

いる。「小中高共同研究協議会」という研究組織を編制している。本協議会では,池田地区の現在と将来像を

管理職・大学教員・主幹教諭・研究主任で議論し，それをもとに「研究主任会議」で協議を重ね，論点を整理し

た提案を策定し，「小中高合同研修会」にて提案する。 そして,「小中高合同研修会」での提案を基に,「各教

科領域部会」や「各校授業研究会研修会」で理論を深めていくこととしている。 

 

 

 
 

 

 

池田地区の研究組織図 



(２)研究の進め方 

本研究で目指すところは,上記でも述べているように池田地区として 12 年間の教育活動を通して「グローバ

ル社会を協働的に創造することができる人材を育成することにある。そのために,３年間を通して次のように研究

を進めていく。 

  1 年次は,「グローバル市民性」とは何かを「探る」。「探る」とは,子どもの学びの姿から見出し,定義づけるこ

とである。日々の授業や教育活動の中で,「グローバル市民性」を発揮している姿が垣間見える場面は多様に

存在すると考える。その多様な場面を見出し,小中高の 12 年間の発達の段階と照らし合わせながら，系統的に

分析していくことで,「グローバル市民性」とはどのようなものか,それが育つ過程とはどのようなものかが明確

になってくると考える。その方法として,小学校低学年・小学校高学年・中学校・高等学校の 3 年ごとの発達の段

階を踏まえた「コモン・ルーブリック」を作成する。 

2 年次は,1 年次に作成した「コモン・ルーブリック」を基に，各教科領域にローカライズさせた授業実践を行

う。授業の中で培われる力を明確にすることで,より実践的で汎用性のある「コモン・ルーブリック」の活用が図

れると考える。 

 3 年次は,それまで開発してきた「コモン・ルーブリック」を評価・検証することとなる。2 年間の研究で，授業実

践や子どもの姿から仮説的に立てた「グローバル市民性」の定義について見直し,さらには「グローバル市民性」

が育つような教育活動が成されているのかを評価する必要がある。 評価の視点として,短期的な授業での見

取りだけでなく長期的な児童生徒の変容を基に判断していく。 

  以上のように,本研究では「グローバル市民性」の子どもの学びの姿からの定義づけを足掛かりにし,その「グ

ローバル市民性」が育ち，また発揮される学びについて段階的に研究を進めていく。 

 

(３)現在明らかになっていること 

本年度は,1 年次にあたる年として「グローバル市民性」とは何かを探り，定義づけていくために研究を進め

ている。そこで,各校種の人数が均等になるように 9 班のチームを作成した。このチームは,教科の専門性という

枠組みを排除したものとなっている。理由として,「グローバル市民性」を教科の枠を超えた視点で見取り,児童

生徒が 12 年間の教育活動を経たのちに必要となる力を幅広い視点から定義づけしていくためである。 

まずは,5 月～7 月にかけて各校種による相互授業参観を行い,子どもたちの姿を見取った。これは,日々の授

業の中に「グローバル市民性」を発揮している姿が垣間見える場面は多様に存在するという仮説から実施した

ものである。そして,見取った子どもの姿を基に，「グローバル市民性」を構成する要素について議論を重ね,下

記のとおりまとめた。 
このように,研究を通して現在示すことができるのは，「グローバル市民性」を構成する要素とその枠組みであ

る。 

「グローバル市民性」の定義づけを行うにあたって，その構成要素を整理するために，「多様性社会の中で協

働する力」「主体的に行動する力」「実社会に活きる知識・技能」という３つの大きな枠組みを設けた。これら３

つの力は，相互に関与し合っていると考えられる。今後は、３つの枠組みを中心に見据えて，そこに含まれる「グ

ローバル市民性」の構成要素の妥当性について，授業研究を通して最終検討していく。そして，これら構成要素

を５つ程度の項目に分類することで，「グローバル市民性」とは何かを整理・文言化する予定である。 
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II.各教科実践事例 

 

 



国語科実践例 

 

中学校における漢文リテラシーの開発の試み  

―「直」をめぐる対話を手がかりとして―  

 

授業者  附属池田中学校  小林  信之  

 

1．対 象 附属池田中学校  第 2 学年 C 組（37 名） 

 

2．単元設定の理由 

平成 2 9 年 3 月にまとめられた中学校学習指導要領解説国語編では，国語科で育成する

資質・能力を以下の三つにまとめている。  

（1）社会生活に必要な国語について，その特質を理解し適切に使うことができるよう

にする。  

（2）社会生活における人との関わりの中で伝え合う力を高め，思考力や想像力を養う。  

（3）言葉がもつ価値を認識するとともに，言語感覚を豊かにし，我が国の言語文化に

関わり，国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。  

これらの資質・能力は，今年度の本学における研究テーマ「社会とつながり，明日を切

り拓く資質・能力の育成  ～資質・能力の３つの柱を高める国際バカロレア教育の在り方

～」においては「社会とつながる」力をもった子どもを育成することで培われると考える。  

それでは，「社会とつながる」ためにはどのような機会が提供されるべきであろうか。  

たとえば複数のテクストが存在するとき，その性質がどのようなものであったとしても，

比較をすることができる。比較する労力に見合うだけの価値を出現させるには，どのよう

な目的で，何に注目して読むのか，その観点の設定が非常に大切である。  

さらに，全ての言葉には背景と前後関係がある。一つのテクストには，それが表現され

るに至る，表現者のものの見方・考え方と言葉の選択，それがどのようなタイミングで表

現されたかによって持つ特別な意味など，多くの要素が複合的に絡み合い，テクストを唯

一無二のものとする。つまり，ジャンルも時空間も異なるテクストとテクストをつなぐ力

をつけることが，自己とテクスト，自己と他者をつなぐことになると考える。  

以上より，今回は複数のテクストにおいて観点を見いだして関連づけ，理解する力を伸

ばすための学習をもって，「自己と他者（社会）がつながる」機会とする。  

 
近年の各種調査において，中学校・高等学校の生徒による古典学習に対する興味・関心，

また古典学習の意義に関する意識が低調であることは周知の事実である。やや古い調査に

なるが，平成 25 年度の全国学力・学習状況調査における「古典は好きですか」という質

問に対し，肯定的な回答をした生徒が 2 9 .3 %にとどまったという報告がその一例である

(中学校調査・生徒質問紙・回答結果集計 )。こうした事実をふまえ，現行の学習指導要領

では，古典については小学校に引き続いて親しむことを目的とし，古典を学習する楽しさ

や意義を感じさせる指導を求めている。  

中学校における漢文の学習指導に関しては，教科書の教材選択の範囲と指導内容におい



てここ数回の改訂を経ても大きな変化はない。教材としてはどの教科書でも故事成語，漢

詩，そして『論語』が取り上げられている。また，これらを使用した指導においても『論

語』に限るならば， (1 )  漢文訓読体の音読， ( 2 )  語句や意味の理解， ( 3 )  『論語』の言葉

を現代の生活にあてはめてとらえ返してみること，などが盛んにおこなわれている。  

 
授業者が『論語』に見出す教材的価値は 3 点ある。  

1 点目は，国際バカロレア ( IB )教育の「言語と文学」領域における存在感である。  

本校は IB の中学校課程である M YP の認定校である。学校教育法第 1 条校でもあるた

め，日本の学習指導要領に則ったカリキュラムを編成しつつ， IB のカリキュラムも踏ま

えた教育を行っている。  

IB 教育は世界の複雑さを理解し，それに対処するための力を育む国際教育の提供と，

より良い世界を築くために行動するスキルを備えた若者の育成を目指し， 1 9 68 年に創設

された教育プログラムである。その後広く世界で受け入れられ，現在世界中の大学進学に

つながっている。日本においては，近年文部科学省と IB 機構との間で協定が結ばれ，日

本語による IB 実施が可能になり，日本国内の公立や私立の学校で IB 教育への関心が高

まってきた。また，そのスコアは，世界の有名大学で入学基準として採用されていること

から，海外大学への留学を促進すると考えられ，文部科学省も強く推進している。  

MYP の「言語と文学」においては扱う教材の細かい指定などはないが，高等学校課程

である D P においては，翻訳作品の学習は必須であり，「国際的な視野を養い，時代と場

所の産物としての文学作品に対する理解を深めること」が目標と評価に入っていることが

特徴となっている。その作家および作品の指定リストである「 Pr es c r i be d  R e ad i ng  

L i s t」に『論語』は含まれており， IB 教育が今後日本国内で普及・浸透していくのであ

れば，教科書教材として定番である『論語』を含む漢文作品は，日本語を母語とする学習

者が原文をそのまま読みこなせる海外文学であり，自らも翻訳が可能な翻訳作品でもある

という点で，教科書があり，学習指導要領に則って行われる一条校の IB 教育の文脈上か

ら，一層の教材開発が望まれる，注目に値する教材といえよう。  

 
２点目は，道徳資源としての価値である。  

道徳性は従前の通り，あらゆる教育活動を通じて育むべきものである。そのため，各教

科の目標や内容には，生徒の道徳性の育成に関係の深い事柄が直接・間接に含まれている。

『中学校学習指導要領解説  道徳編』では，道徳教育と国語科との関わりにおいて，国語

科によって「人間と人間との関係の中で，互いの立場や考えを尊重しながら言葉で伝え合

う力を高めることは，学校の教育活動全体で道徳教育を進めていく上での，基盤となるも

のである」と指摘されており，教科指導において道徳教育を適切に行うためには，まず，

それぞれの特質に応じて道徳教育に関わる側面を明らかにし，それらに含まれる道徳的価

値を意識しながら指導することが肝要である。  

近年，「p 4c」（子どものための哲学）や「考え，議論する道徳」など，臨床哲学的な対

話型授業を導入することで，道徳は価値の押しつけではなく，価値の多様性を認め，自己

を相対化する学びへと変わりつつある。  

そもそも漢文は哲学資源として不朽の古典であり，江戸時代には素読→講釈→会読とい



うシステム化された学習スタイルができていた。学びの最終段階である会読は，素読を終

了し，内容を理解する同程度の学力をもつ生徒たちが一室に集い，所定の経典の，所定の

章句をもとに，互いに課題を出し合い，それについて意見を闘わせるといった「集団研究

をする共同学習の方式」である。つまり，漢文という文体は現在の A c t i v e  L e a r n i n g の
学び方としてふさわしいといえるのではないだろうか。特に中国古代思想のエッセンスそ

のもののである『論語』の文章は，その親しみやすさも含めて，道徳的価値についての議

論に強靭に耐える，対話的で深い学びを実現できる教材だといえる。  

 教科教材の学習において道徳的基盤を形成することの重要性については，本研究会の総

論でも言及されている O E C D（経済協力開発機構）が  2 01 5  年から進めている”O E C D 

Fu tu re  o f  E d u c a t i o n  and  S k i l l s  2 03 0”プロジェクト（E d u c a t i on 2 030 プロジェク

ト）と関連づけて考えることもできる。  

グローバル化の進展や技術の進歩の加速によって，我々は社会，経済，環境など様々な

分 野 に お い て 前 例 の な い 変 化 に 直 面 し て い る 。 よ り vo la t i l e ( 変 化 の し や す

さ )Un c er t a i n（不確実さ） c om p l e x（複雑さ） A m bi gu ou s（曖昧さ）が増す時代

（V UC A）が到来していると言えるが，どのような時代にあっても，我々は常に将来の

変化に対して開かれており，かつ準備ができていなければならない。現在中学校で教育を

受けている子どもたちは，20 3 0 年には成人として社会に出ていくことになる。現時点で

は存在していない仕事に就いたり，開発されていない技術を使ったり，現時点では想定さ

れていない課題を解決することになる子どもたちに対し，学校は子どもの好奇心や想像性，

強靭さ，自己調整といった力を伸ばすとともに，他者のアイディアや見方，価値観を尊重

したり，その価値を認めることが求められる。また，失敗や否定されることに対処したり，  

逆境に立ち向かって前に進んでいかなければならない。それは単に自分が良い仕事や高い

収入を得るということだけでなく，友人や家族，コミュニティや地球全体のウェルビーイ

ング (幸福度 )のことを考えられなければならない。地球全体のウェルビーイングの実現に

は，「変化を起こすために自分で目標を設定し，振り返り，責任を持って行動する能力」

＝エージェンシーが欠かせない。エージェンシーとは「主体的に社会の形成に参画してい

くこと」を意味するが，そこには自分が属する社会における自らの役割や責任を認識した

うえで，一人一人が主体的に行動していくという意味も含む。このエージェンシーは教育

基本法第 1 条「平和で民主的な国家及び社会の形成者として」必要な資質を備えた国民の

育成を期することとしており，「公共の精神に基づき，主体的に社会の形成に参画し，そ

の発展に寄与する態度」とも合致するものである。   

 自らの意志で行動したからと言って，それが必ずしも向社会的とは限らない。科学技術

の急激な進歩も，その進歩の目的が自他共のウェルビーイングになければ，格差や社会的

不安定さを拡大し，資源の枯渇を加速させることになるだろう。エージェンシーとは，社

会に対する責任や倫理観など，社会参画を通じて人々や物事，環境がより良いものとなる

ように影響を与えるという責任感を持っていることを含意する。  
2 0 1 9 年に行われた日本財団による第 2 0 回「1 8 歳意識調査」によると，自らを「責任

ある社会の一員」と考える日本の若者は約 3 0～4 0％と他国の 3 分の 1 から半数近くにと
どまり，「自分で国や社会を変えられると思う」人は 5 人に 1 人，他の 8 カ国で最も低い
韓国の半数以下にとどまり，国の将来像に関しても「良くなる」という答えはトップの中



国（9 6 . 2％）の 1 0 分の 1，逆に国の将来は「悪くなる」と答えた者が 9 カ国トップの約
3 8％，解決したい社会課題としては「貧困をなくす」，「政治を良くする」などが高い数
字となった。  
この結果からも分かるように，「責任ある社会の一員」である意識が希薄で，「自分で国

や社会を変えられる」と思えず，このままでは国の将来は「悪くなる」と悲観する一方，

「政治を良くする」ことで「貧困」などの社会課題を解決していきたい，と願う日本の若

者に対し，『論語』等の普遍的な道徳的価値を持つ教材を用いて「互いの立場や考えを尊

重しながら言葉で伝え合う」学習を行うことは，エージェンシーがウェルビーイングを目

指して発揮されるための基盤づくりに貢献できると考えられる。  
 
３点目は，探究的な学習材としての価値である。  

『論語』は，中国古代の思想家孔子やその門人たちの言行を，孔子の死後まとめたもの

である。後世，日本を含めた全世界に絶大な思想的影響を与え，日本においては近世以降

の道徳的価値観の基盤を形成する役割を果たした。戦後も教科書教材として採用され続け，

日本国内で公教育を受けた授業者および学習者のほとんどは，幼少より家庭教育において

『論語』の思想的影響を受け，「仁」や「孝」といった抽象的概念を，本書を読むことな

くとも肌感覚では理解，体得しているのである。  

それゆえ，『論語』本文の内容理解に重点を置いた授業を展開すると，学習者にとって

は兎角つまらないものになりやすい。それは内容が学習者にとって「当たり前のこと」で

あり，上述の ( 1 )  漢文訓読体の音読に慣れさえすれば，分かった気になってしまう学びの

浅い単元とみなしがちなものだからである。また，限られた授業時数の配分上，漢文の学

習に多くの時間を割くわけにもいかず，教科書会社各社の学習指導書においても，多くの

場合２～３時間の配当となっている。  

『論語』には，孔子の学問や人生に対する考え方が簡潔な言葉で書かれおり，それぞれ

に深い意味を持つ。この短い漢字の言葉は，短いがゆえに時代によって主流となる解釈が

異なる。それは概ね 3 種類の注釈に大別される。  

①古註…漢から唐にかけての注釈。何晏の『論語集解』，  皇侃の『論語義疏』，  邢昺の  

『論語正義』  

②新註…南宋・朱熹による注釈『論語集注』  

③近世の註…清の劉宝楠『論語正義』，江戸の伊藤仁斎の『論語古義』，荻生徂徠の『論語

徴』  

これらは，それ以前の研究を踏まえ，自身の研究の意義をかけて，新味を加え新たな解

釈を提案する。結果，時に『論語』本文は同じであるのに，その解釈は正反対の意味とな

るものもある。なぜ『論語』において多様な解釈が並立して存在しうるのか。それは漢字

の持つ多義性および解釈者の抱く，或いは時代の要請する孔子像があって，解釈の妥当性

が左右されるからだと思われる。また，その解釈の根拠とする他の資料（先行文献）の取

捨選択や，それを信用するか否かの違いという研究者としての態度も影響している。  

文章が短く，漢字の意味も多義であり，二千五百年前の人物の言行録であるがゆえに，

『論語』と向き合う者は皆，解釈者としての立場に立つ。  

教科書の訳や解釈を絶対視するのではなく，訳や解釈に唯一の正解は存在せず，あくま



でも妥当性，多数の共感や納得が得られた解の一つである，という国語科における「解」

への基本的な態度を改めて確認することができ，また，それらは学習者の意見と対等な関

係にある一意見であり，相対化するために自分自身の解釈も同様に貴重なものであると認

識することができる。よって，漢文，ことに『論語』は学習者自身がその一節の意味と解

釈について，探究的に求める余地がある教材であると言える。  

 
本校が採用している教育出版『中学校国語 2』にも，『論語』3 編【「子日学而時習之」

(学而 )，「子日知之為知之」 (為政 )，「子曰己所不欲」 (顔淵 )】が採録されている。これら

の教材の扱いについて，まずは白文や訓読文などの意味から説明し，訓点の意味を知った

り，書き下し文をつくる練習をしたりして，漢文という〈ことば〉の基礎的な知識を学ん

だ。  

次に「子在川上曰」 (子罕第九 )  に対する 2 種類の「注釈」を用いる学習を行った。学

習者は白文を訳すために漢和辞典でそれぞれの漢字の意味を調べ，自らの手で原文を解釈

した。そして別の解釈と出会わせ，どちらがより妥当な訳だと考えるか，漢字の用例やそ

れぞれの解釈が生まれた当時の時代背景，既習内容によって構成された自分の中の孔子像

などをもとに，それぞれの解釈の持つ道徳的価値を吟味したり，学習者自身はどう読みた

いかなども踏まえ，総合的に検討した。  

これらの学習を経て，学習者は，言葉の意味は使用者のみが定義するのではなく，受け

手も意味を規定すること，言葉が人口に膾炙し，新しい意味でも用いられると語の意味が

広がること，新たな意味を定着させるのは，受け手の「納得」や「共感」であることを認

識できた。また，漢字の持つ複数の意味を，文脈で推し量ることが翻訳において重要であ

る，ということも理解したようであった。  

 
本単元は，学習者が既にこれらの『論語』教材を学習した後に行う発展的な授業である。  

『論語』および『韓非子』『淮南子』の複数のテクストを読み，異なる視点からの意見を

解釈し，理解したことをもとに，学習者が自らの考えを構築していく活動を通し，時空間

の異なるテクストとテクスト，自己とテクストとの接続を試みる。そして，現実世界に存

在する問題に対し，これらのテクストを引用して回答することを試みることで，「自己と

他者（社会）がつながる」機会とする。  

主として用いる論語のテクストは「葉公語孔子曰」 (子路第十三 )。「直躬，父を証す」

という故事成語にもなっている有名なエピソードである。  

葉公語孔子曰，「吾党有直躬者。其父攘羊，而子証之。」  

孔子曰，「吾党之直者，異於是。父為子隠，子為父隠。直在其中矣。」  

楚の国の重臣で孔子の友人である葉公が，孔子に「よその羊をごまかした父を，その子

どもが証人に立って有罪にした。この子どもは正直の者である」と語ったところ，孔子は

「われわれの正直な者は，父は子のためにかばい，子は父のためにかばう。正直さは，そ

こに存在する」と返した。国家共同の利益をより重んずるべきか，家庭内の愛情をより重

んずるべきか，問題を提起する一節である。後者の立場に立つのが儒家であり，中国の後

代の法律はこの立場を取り入れ，近親の間の罪状隠滅は罪にならなかった。日本でも近世

以降，朱子学を官学とし，この親子の社会的地位の上下の区別は国家の統治に取り入れら



れた。平成 7 年に廃止されるまでは，親等上，父母と同列以上の殺人はより重罪として扱

われていたり (刑法第 20 0 条，尊属殺 )，現在においても，刑法第 1 0 5 条では「犯人又は

逃走した者の親族がこれらの者の利益のために犯したときは，その刑を免除することがで

きる」と，犯人蔵匿罪および証拠隠滅罪に親族間の犯罪に関する特例を設けていたり，刑

事訴訟法第 1 47 条の親族が刑事訴追や有罪判決を受けるおそれのある証言を拒むことが

できる規定があるなど，この儒家思想，とくに「直躬」の考え方の影響をみることができ

る。  

『論語』の他，『呂氏春秋』『韓非子』『淮南子』『荘子』等にもこの逸話は残されている。

しかし，その引用のされ方は，字の異同はもちろん，話の展開も，思想の主張も異なる。

『論語』では孔子が直躬の行為を否定的に評価することで，孔子にとっての「直」（＝正

義）の概念を明らかにするのに対し，『呂氏春秋』では直躬は偽善的売名行為であり，そ

れを否定している。また，『韓非子』では直躬を評価しない孔子への反駁と儒家思想の否

定，『淮南子』で｢直｣の行き過ぎた例として引き，否定的評価を下している。  

つまり『論語』によって紹介されたこの逸話は，これに対する自らの考えや立場を明ら

かにすることで，孔子をはじめとする既存の思想家と自らの思想の違いを鮮明に読者に伝

えるための格好の題材となってきたと言える。  

今回，比較するテキストには『韓非子』『淮南子』を取り上げる。  

『韓非子』は，孔子の儒家思想に一石を投じたものとして世に有名なところであるが，

特に君主が国家を統治するための「法」の重要性を説いた。いわゆる法家思想である。韓

非の思想に感銘を受けた秦の始皇帝は法によって中華を統一しようと試み，現代において

も多くの国家が法を設け，国の統治を行っている。  

『韓非子』は『論語』の直躬の一節を引用し，羊を盗んだ父を官吏に謁 (つ )ぐ行為を，

「君主に対する忠臣であっても，父に対しては暴虐である」という理由で処罰することは，

法秩序の破戒につながると述べたうえでさらに，戦争という状況例を提示し，「老いた父

を残しているから」と，敵前逃亡することを，「君主に背く臣下だとしても，父にとって

は親孝行な子だ」と称することもまた，国の破滅につながりかねないと「孝」（親を想う

こと）の行いが国家を破滅に追いやる危険性を訴えている。  

この二つのテクストを提示された現代の我々は，韓非の論に説得力を感じるのは必然で

ある。それは，我々自身が日本という法治国家に生きているからであり，法を遵守するこ

との必要性を無自覚的に理解しているからである。勿論，それは学習者にも共通すること

であるが，ここにはそれだけではない，韓非子の論に納得させるレトリックが隠れている。  

楚人有直躬。其父窃羊，而謁之吏。令尹曰，「殺之。」以為，「直於君，而曲於父。」執而

罪之。以是観之，夫君之直臣，父之暴子也。  

魯人従君戦，三戦三北。仲尼問其故。対曰，「吾有老父，身死莫之養也。」仲尼以為孝，

挙而上之。以是観之，夫父之孝子，君之背臣也。  

故令尹誅而楚姦不上聞，仲尼賞而魯民易降北。上下之利，若是其異也。而人主兼挙匹夫

之行，而求致社稷之福，必不幾矣。  

 韓非によれば，人間とは一人一人自分の利益を追求する存在である。一方の利益は他方

の害で，君主と臣民との利害は，とりわけて厳しく対立すると説く。  

まず，『韓非子』では『論語』の「直躬」の一節を引用する際に，「攘ム」を「窃ム」，



「証ス」を「吏ニ謁グ」というように，漢字を一部変更して引用している。これらの漢字

にはそれぞれ意味の違いが見られる。「攘」という字には，「紛れ込んできたものを自分の

ものにする」という意味があるのに対して，「窃」は「こっそり盗む」というように，若

干のニュアンスの違いが見られる。同様に，「証」は「明らかにする。確認する。」という

意味を持つのに対し，『韓非子』では「官吏に告げる」というように，エピソードが具体

化されている。取り替えられた漢字が持つ意味を踏まえると，韓非子が意図的に『論語』

の一部の漢字を変更したことは明らかであり，『論語』の「直躬」のエピソードを拡大解

釈して，引用し，儒家批判につなげていることに気づく。  

また，韓非は孔子に対する反論として，「直躬」の例にとどまらず，新たな事例を創作

し提示するわけであるが，その例に戦争という国家，国民に対してこれ以上にない緊迫，

逼迫した場面という極端な事例を挙げている。そもそも『論語』のなかで，孔子は「党」

という小さなコミュニティのなかにおける「直」についての考えを述べているわけであっ

て，国を統治することを前提として意見を述べているのではない。しかし，韓非子は戦争

という事例をだすことで，「直」についての議論を国家論のレベルにまで引き上げ，孔子

の考えでは「国が滅びる」と批判しているのである。  

このような一部の漢字を書き換えて引用するというトリックと，巧みな事例提示によっ

て，読者に対して儒家思想へ懐疑的な視線を向けさせ，法の必要性へと目を向けさせよう

とする思惑が読み取れる。  

『淮南子』の立場もまた『論語』『韓非子』と異なる。「言ひて必ず信あり，期して必ず

當たるは，天下の高行なり。直射其の父羊を攘み之を証す。尾生婦人と期して之に死す。  

直にして父を證し，信にして溺死す。直信有りと雖も，執か能く之を貴ばん。」と，葉公

(韓非子 )も儒家も二つながら批判している。その後「鄭の賈人弦高将に西に牛を販がんと

す，道に秦師に周鄭の間に遇ふ。乃ち鄭伯の命を矯め，稿ふに十二牛を以てす，秦師を賓

して之を卻け，以て鄭国を存す。故に事至る所有れば，信反りて過ちと為り，誕反りて功

と為る。」と別の逸話を引き，極限状態になれば，平時の信 (真 )は過失 (誤 )となり，嘘や

身勝手な行動が成功を収めることになると結論づけている。約束を守り抜くことを上位価

値とする儒家，遵法を至上とする法家のどちらも否定し，「機転を利かせ，嘘で鄭を守っ

た商人」のエピソードから，「絶対的な価値観や概念は存在しないこと」「臨機応変，嘘も

方便の柔軟さが必要であること」と止揚しているかのような考えを述べている。  

孔子の思想は没後，弟子たちにより広まり，後世の中華思想の中核をなすものとして広

く浸透した。後世の思想家はこの思想に対し，肯定し後継者の立場となるか，批判し新た

な思想を打ち立てるかのいずれかの選択を迫られている。そして，正面から対立する思想

が打ち立てられた時に，その対立を包括する止揚された思想が生まれるのである。つまり，

後から生まれた思想が先の思想の課題を解決しているのは当然であって，ここで注目べき

は，儒家思想と法家思想の総合的な優劣や『淮南子』の優位性ではなく，『論語』の対立

軸として成立した『韓非子』が，当時乗り越えるべき壁であった『論語』を批判したいが

ために，どのような誘導や工夫をほどこし，読者に自らの思想的正当性を示したかについ

てであろう。  

 
一見同じ事象について述べているように見える 3 つのテクストに対し，学習者自らが漢



和辞典を引き，漢字の持つ意味について調べることで，漢字の違いによるニュアンスの違

いに気づき，意図的に漢字を置き換えるトリックに注目しながら二つのテクストを比較す

ることで，漢字の持つ多義性と漢文の解釈の豊かさに興味を持たせるとともに，今後の漢

字・漢文に対する主体的な学習の動機付けに繋げたい。  

『論語』に見られる儒家思想と『韓非子』に見られる法家思想は，一見相反する対立的

なものではあるが，両者ともに国家や社会という共同体を支える基盤である。事実，我が

国においても，法治国家でありながら，儒家を官学とし，「孝」や「仁」といった精神は，

無自覚ではあるものの多くの日本人が持ち合わせている道徳心であると言えるだろう。ま

た『淮南子』における「常 (原則 )」を重視する前提において，「権 (適宜 )」を認め，許容

する考え方は，例外や個々の事情を鑑み，情状酌量をする姿勢とも共鳴する。先述した犯

人蔵匿罪および証拠隠滅罪への親族間の犯罪に関する特例など，現代の秩序は『淮南子』

の「権」あるいは儒家思想，とくに「直躬」の考え方の影響とみなすこともできるだろう。  

これらの古代思想は時代遅れの遺物ではなく，二千五百年後の複雑な今の世界を形成す

る原理原則的な思想であり，V UC A の時代を学習者が生きていく上で，その世界を理解

するために必要となる視座である。この一点においても昨今一部界隈においてしきりに叫

ばれている，いわゆる古典教育不要論に対する回答とすることもできよう。  

 
続いて， IB のユニットプランにおける本単元の位置づけを述べる。  

ユニットプラン「法治国家は先進国にあらず？」において，文学を通じて時空間を超え

た様々な「公」と「私」に触れ，自らの概念形成を促していく。この「法治国家は先進国

にあらず？」は松下幸之助のエッセイのタイトルであるが，「法治国家が人間社会の究極

的な姿かというと，そうとは考えられない。やはり，これは一つの進歩の過程だと思うの

ですね。現に法治国家の典型ともいうべきアメリカが，もう法律でがんじがらめになり，

すべてが非常に煩雑になって，そのことの弊害の方が目立ってきています。最近のアメリ

カの停滞の大きな原因はそこにあると思うのです。」と疑義を呈したことに着想を得た。  

1 年時ではハンス・ペーター・リヒター『ベンチ』を読み，ユダヤ人であるフリードリ

ヒとドイツ人少女のヘルガの叶わぬ恋から，社会的な分類が，個人の利益や幸福追求より

も優先される戦時下の異常性と，現代においても公の政策が私よりも優先されているとい

う事実から，公と私の関係性について模索を始めた。  

2 年時では『平家物語  敦盛の最期』において，源氏の武士として，また家長として功

を立てねばならない直実と，平氏の棟梁として潔く死を選ぶ敦盛の邂逅の場面を読んだ。

わが子ほどの年齢の敦盛を殺したくないという人間らしい感情と立場や役割上，私的な意

志とは異なる行動を選択しなければならなかった葛藤を抱える直実の姿を通して，公と私

の利害の不一致と，公を優先させることが，拡張された私である家族の利にも繋がるとい

う，他者との関係性や自らの社会的な役割における複雑さ，多面性を理解した。  

3 年時になり，学習者は現代文学，日本近代文学，中国近代文学，漢文学と時空間を超

えた文学作品を読み比べる。  

それらの作品において，いずれも「私」が「公」の一部として存在し，「公」は「私」

の集団であることにより，集団の利害と個人の利害の不一致から，公の行動原理や規範は

必ずしも一貫しないこと，合理的・効率的・公正な判断や選択をするとは限らないこと，



を理解する。それぞれの時代における公と私の狭間で葛藤する人間の，その時代ならでは

の文化的な価値観や，今に通じる普遍的な価値観を抽出することで，学習者は，人間は一

個の個体であるとともに，人類という集合体としての社会の形成者でもあるという二つの

立場の中で，他の誰でもない「自分とは何か」というアイデンティティを模索することは

人間にとって永遠のテーマであることを理解する。これにより，文学とは特定の状況に生

きる人間の姿を通して，社会的な存在であり，同時に独立した個でもある人間の一側面を

描き出すという文学の役割と，人類にとって公と私は普遍的な概念であり，時空間を超え

てより良い社会のあり方を希求する思いは共有されるものである，という探究テーマにつ

いての見識を深める。  

この概念形成のために，漢文教材においては「公」「私」を直接論じている『韓非子』

を取り上げ，『論語』と対比させることで，『韓非子』による論理的な儒家思想の否定と，

それでもなお光る孔子の言葉の価値について，現代に存在する「法」と「倫理」の対立的

な状況に引用することで考えさせたい。  

この孔子と韓非の時空を超えた対話を読み比べる時，現代の法治主義世界に生きる我々

は，論理的な精緻さと主張の正しさを韓非の言に覚える。一方で，もし自分が直躬のよう

な状況に置かれたならば，親子の情よりも国家の秩序を優先することができるだろうか，

そう自問し，それが難しいと気づく時，おそらく韓非よりも，孔子の言に親近感を覚える

のではないだろうか。  

昨今の世界情勢においても，国家同士の正義が衝突し，国家のために徴兵され，敵国兵

士を殺害することが「公の功ある者」とされている。その状況下で「戦争したくない」

「子どもや親を兵隊にとられたくない」と思うことは，「君に不忠」なことである。しか

し，実際には徴兵を逃れるために自らの腕の骨を折ってでも「民の利」を求めてしまうの

が人間である。韓非はこの心情は理解しても，その行動は許容しない。恩賞で釣って，刑

罰で脅し，人々を支配，コントロールすることが国家を経営して上で必要であると考えた

のである。  

孔子の儒家思想を論理的に批判し，主張の正しさの点では孔子を上回っている韓非子の

法家思想が現代の社会基盤となってもなお，人々が孔子の言葉に耳を傾け，その影響を

(「私」だけでなく「公」のシステムにおいても )受けているのはなぜなのか。歴史の風雪

に耐え，二千五百年後の異国の中学生に何を提示しているのか。孔子の言葉の持つ普遍的

な価値を，一度『韓非子』の言葉を以て相対化することで考えさせていきたい。  

 
以上より，本単元は『論語』の一節とそれに対応する『韓非子』の一節を比較し，『韓

非子』の批判について，正当性を高めるための工夫や論理展開，主張を理解した上で，そ

れでもなお損なわれない孔子の言葉の価値とは何か，その言葉はどのような状況の人々に

どのような影響をもたらすかを考える。そして，孔子の「公」と「私」の考え方，対照的

な思想である韓非の「公」と「私」の考え方を理解し，既習の，①三崎亜紀が『私』にお

いて提示する現代の「私」観，②森鴎外が『最後の一句』において提示する近世の「公」

「私」観，③魯迅が『故郷』において提示する，鴎外と同時期の中国における「公」「私」

観を俯瞰し，「公とはなにか私とはなにか」という問いに対し，学習者が自ら概念を形成

する学習活動を展開する。これにより複数のテクスト，自己とテクスト，自己と他者をつ



なぎ，「社会とつながる」ための学習の機会を提供できるものと考える。  

 
3．評価規準  

知識・技能  思考・判断・表現  主体的に学習に取り組む態度  
①作品の特徴を生かし

て朗読するなどし  
て，古典の世界に親し

んでいる。⑶ア  
②現代語訳や語注など

を手がかかりに作品を

読むことを通し，古典

に表れたものの見方や

考え方を理解してい

る。⑶イ  

① 「 読 む こ と 」 に お い て ， 

目的に応じて複数の情報を整

理しなが  ら適切な情報を得た
り，登場人物の言動の意味な

どについて  考えたりして，内
容を解釈している。C⑴イ  

②「読むこと」において，文

章を読んで理解したことや考

えたことを知識や経験と結び

付け，自分の考えを広げたり

深めたりしている。C⑴オ  

①学習に対して見通しをも

ち，言葉がもつ価値を認識し

ようとしている。我が国の言

語文化にかかわり，思いや考

えを伝え合おうとしている。  

 

4．学習計画（全 6 時間） 

時間  学習内容  主な評価規準  評価の観点  評価方法  

知技  思考  態度  

１  「諸子百家」の概要と中

国の歴史について知る。  
『論語』「直躬父を証

す」を書き下し，解釈を

考える。  

訓読文を適切に書き

下している。  
歴史的背景などに注

意して古典を読んで

いる。  

●   ●  ワークシ

ート  
ロイロノ

ート  

２  
 

『論語』「直躬，父を証

す」を読み，葉公の

「直」に対する考えと孔

子の「直」に対する考え

を比較する。  

文章の構成や展開，

表現の効果につい

て，根拠を明確にし

て考えている。  

 ●  ●  ワークシ

ート  
ロイロノ

ート  

３  
本時  

『韓非子』の論語に対す

る批判を読み取る。  
文章の構成や展開，

表現の効果につい

て，根拠を明確にし

て考えている。  

 

 

●  
 

●  
 

ワークシ

ート  
ロイロノ

ート  
４  
 

『淮南子』 の『論語』

『韓非子』に対する批判

を読み取る。  

文章の構成や展開，

表現の効果につい

て，根拠を明確にし

て考えている。  

 ●  ●  ワークシ

ート  
ロイロノ

ート  
５  
 

説話がどのような対話の

文脈で使われたかを踏ま

え，作者や登場人物の思

いを想像する。  

文章を読んで理解し

たことに基づいて，

自分の考えを表現し

ている。  

 ●  ●  ワークシ

ート  
ロイロノ

ート  
６  
 

哲学対話が続く議論に参

加する。 

文章を読んで理解し

たことに基づいて，

自分の考えを表現し

ている。  

 〇  ●  ワークシ

ート  
ロイロノ

ート  

●・・・形成的評価（指導に活かす評価）    ◯・・・総括的評価（記録に残す評価）  

 

5．本時の概要 

(1)本時の目標  



・『韓非子』と『論語』を比較し，『論語』を批判するための『韓非子』の工夫に気づくこ

とができる。  

・『論語』が読み継がれているわけについて，自分自身の考えを持つことができる。  

 

(2)本時の評価規準  

・文章を読んで理解したことに基づいて，自分の考えを表現している。〔思考・判断・表

現〕  

 

(3)本時で発揮されるグローバル市民性について  

令和５年度より本学附属池田地区では研究テーマを「グローバル社会を協働的に創造す

る資質・能力の育成―グローバル市民性が育つ学びをつくるー」と設定している。本研究

は 3 年計画であり ,今年度はグローバル市民性の定義づけ ,２年次に定義に基づいた実践お

よびコモンルーブリックの作成 ,最終年次にそれらに基づいた評価について研究すること

を予定している。現時点では本研究におけるグローバル市民性の定義は定まっていない。  

しかし，同様のグローバルコンピテンシーやグローバルシチズンシップの模索は既に日本

国内の各研究機関においても進められており，例えば平成 29 年度文部科学省委託事業

「新時代の教育のための国際協働プログラム  グローバルコンピテンシー /グローバルシ

チズンシップの育成方法の比較研究」では，福島大学が中心となり，「育成すべきグロー

バルコンピテンシー /グローバルシチズンシップ」について，OECD，UNES CO,世界経

済フォーラム，A s ia  Soc i ety などの各機関が示すグローバルコンピテンシーを整理・比

較し，海外の各研究機関への調査研究活動を含めた大規模な研究事業の成果を報告してい

る。その報告書において「育成すべきグローバルコンピテンシー /グローバルシチズンシ

ップ」としてあげられているものは ,生徒のコンピテンシーとして以下のものがある。  

 

 

（1）展開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回は，暫定的にこの定義に則り，生徒のグローバル市民性の発露を見取っていきたい。

とりわけ，「社会・コミュニティとの関わりを意識すること」について，発揮されること

を期待したい。  

 古典は上述の通り，「グローバル人材を育てるためには，日本の古典を学ぶ価値がわか

らない」「古典は，国際競争に必要な世界標準の知識ではない」などと，その必要性が議

論され，不要論も叫ばれる単元・教材である。  

 「巨人の肩の上にのる矮人」という言葉がある。科学者アイザック・ニュートンが

1676 年にロバート・フックに宛てた書簡で用いたことでつとに有名であるが ,これは人類

の今に至る学術的な進歩そのものを表現している。  

偉大な先人たちの業績や先行研究などを巨人に喩え ,現在の学術研究の新たな知見や視座 ,

学問の進展といったものもそれらの積み重ねの上に構築され ,新しい知の地平線が開かれ

ることを端的に示した言葉とされる。  

「巨人の肩の上にのる矮人」は ,巨人の肩の安全性を自明の理として疑わないことではな

い。また初めから第三者によって巨人の肩に乗せられるわけでもない。巨人の肩の上に立

つために,足元から登攀する過程を経 ,理性的・批判的な検証を以て ,巨人のことを理解す

る必要がある。  

2000 年以上も前の，哲学的内容が多分に含まれる古典に学習者が向き合う時 ,この学びが

「社会・コミュニティと関わりがあるのだろうか」という問いについて考えることになる。

それは単に漢文の読解の技能や，文法的知識に焦点を当てるのならば，関わりを見出すこ

とは難しいだろう。また，内容を「当たり前の道徳」と早々に断じてしまうと，個人の思

想信条の問題に収束してしまい，同様に実社会との関わりを見出すのが困難になる。  

孔子らの言葉は非常に簡潔であるが，言及していることは「何を社会の基盤として考える



か」という本質的な問いであり，現在の社会のシステムと，その問題点・ジレンマそのも

のを指摘している言葉と言ってよい。  

VUCA な時代においても，人類が寄る辺とするのは過去の叡智の蓄積である。コロナ禍で

世界がどうなるのか誰も予測できなかった頃，注目されたのは 100 年前のスペイン風邪で

あり，人々はカミュの『ペスト』等を繙いた。歴史の風雪に晒されてもなお朽ちない古典

は，時代が変わっても現在の，そして未来の社会やコミュニティに対し，何らかの益をも

たらし，新しい創発を生み出す示唆を与えてくれるものと信じている。  

以上より，古典の言葉が社会・コミュニティとどのように関わってくるかを考え，見出そ

うとすることをもって，本単元におけるグローバル市民性の発揮としたい。  

 

（4）展開  

学習過程 学習活動および内容  指導上の留意点  評価の観点・方法  

導
入 

 

４
分 

   〇前時のふり返り  
〇本時の授業の見通しをもつ  
・「葉公」の考え，孔子の考

えについてふり返る。  
・孔子と対立する立場として

の韓非の論をふり返り，整理

する。  

◎それぞれの立場を支持す

る生徒の意見を１名ずつ発

表させる。  

 

展
開 

 

３
８
分 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 ○孔子の立場に立って，韓非

子の意見に対する反駁を考え

る。  
・孔子の立場に立ち，『韓非

子』に対する反駁を個人で考

え，グループで共有し，深め

る。  
 

◎学習者同士の対話が，自

分自身の考えや思想を主張

する場にならないよう，あ

くまで「孔子の立場に立っ

たときにどう反駁できる

か」というところに注視さ

せる。  

 

 ○『論語』と『韓非子』の

「直躬」のエピソードを比較

し，漢字の違いに気づき，韓

非子が『論語』とは異なる漢

字を用いた理由と，その意味

について考える。  
・対立する孔子の立場に立

ち，反駁を考えることで『韓

非子』の論理構成のうまさに

気づく。  

◎四種類の漢和辞典を用意

し，掲載されている漢字の

意味の違いを認識させ，ど

の意味が適切なのか吟味さ

せる。  

〇『韓非子』で『論

語』とは異なる漢字

が用いられている理

由とその意味につい

て自分なりに考えを

まとめることができ

る。〔思考・判断・表

現〕ワークシート  

 ○漢字の違いに着目しなが

ら，孔子の立場に立って，韓

非子の意見に対する反駁を考

え，まとめる。  
〇反駁してもなお，韓非子の

主張において優位性を感じさ

せる孔子への批判をまとめ

る。  

◎ロイロノートに【反駁】

と【反駁しきれない韓非子

の指摘や批判】を記述させ

る。  

〇漢字の違いに着目

し，それを根拠にし

ながら，孔子の立場

で反駁を考え，整理

することができる。

〔思考・判断・表

現〕ロイロノート  



振

り

返

り 
 

８
分 
  

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

  〇本時の学習の振り返りを授

業日記に記入する。  
 

◎本時の学習の振り返りを

記入するよう促す。  
次時の学習の見通しを持つ

よう促す。  

〇学習について見通

しを持ち，言葉がも

つ価値を認識しよう

としている。 [主体的
に学習に取り組む態

度 ]ロイロノート  
 

（5）準備物 

教科書，ipad，ワークシート  

 

6．授業の実際 

(1)第 1 時 自分で白文から漢和辞典を引いて言葉を訳し，解釈を持つ。  

 学習者ははじめに白文での「直躬」の一節を提示し，4 人グループで一人一人に異なる

漢和辞典を配布し，漢字の意味を漢和辞典で引かせながら，現代語訳に取り組んだ。  

 この一節は意味をとりづらい部分は少なく，学習者は概ね適切な現代語訳をすることが

できた。しかし，この時点での孔子の考える「直」については賛成しかねる者の方が多く，

「身内であっても許してしまっては，治安が悪くなる」「もし自分が躬の立場だったら，

父の犯罪を警察に申し出ることは難しいかもしれない」と言った感想を抱いていた。ここ

かほとんどの者が「攘」は「盗む」，「証」は警察に通報すると言った解釈をしていたこと

がうかがわれた。  

 

( 2)第 2～3 時 韓非子の「直躬」に対する考え方の違いと孔子への批判を理解し，「党」

「攘」「証」の漢字の言い換えによるニュアンスの変化を考える。孔子 (儒家)の立場なら

ば，どのような反論ができるか考える。  

 『韓非子』の一節を提示し，「この文章はどのような論理で論語を批判しているのだろ

うか」「現時点であなたはいずれの考え方を支持しますか」という問いを発した。  

 この問いにより「韓非子は，罪を犯した父を役人に突き出した躬を「親不孝者だ」とい

う理由で死刑したら，悪事を報告するものがいなくなった，よって，法律を守ることより

も家族への愛情を優先してしまうと国が荒れる」という考えであることを理解する一方，

「親不孝だから罰されたということは，第三者による罪の通告であれば罰されないはずだ

から，躬が死刑になっても，悪事を報告する者がいなくなるようなことにはならないので

はないか」と，早くも韓非の意見について批判的に考える者がいた。一方，どちらの意見

をしたいかについては，若干韓非子の方が多かったが，「私は家族のことを想うなら，犯

罪を言わずに繰り返させてしまうよりも，立ち直るために悪事などは全て言ってしまうと

思う。でもそれは，国の秩序を守るためというよりは家族のために言うと思う」と言った，

悪事を報告したとしても，それは国の秩序を家族よりも優先したいからというわけではな

い，という意見や，韓非子が理想とする社会を一度想定した上で，「家族の罪を突き出し

あうような社会が平和であると言えるのか。互いにけん制し合っていたら法律は守ってい

たとしても人間関係が悪くなる」とその問題点を指摘する意見も見られた。  

 

 ここで，「韓非は孔子のことを批判できますが，孔子は韓非のことを批判できません。



あなたが孔子 (儒家 )の立場なら，どのような反論をしますか。漢字の異同や言い換え位

に注目して反論してみましょう」という課題を提示した。改めて「攘」「証」「謁」「党」

の字を漢和辞典で調べさせた。 

「攘」には盗むの具体として「紛れ込んだものを自分のものにしてしまう」。「証」は誰に

どのように「証」しているのか書かれていないが，「吏に謁ぐ」だと父を役人に突き出し

たという具体的な意味になる。「党」には村や仲間という意味があり，小さいコミュニテ

ィの話が，「楚」という国単位の話に変わり，「令尹」つまり大臣が裁定を決める大きな事

件になっている，といったニュアンスの変化を読み取った。それらをまとめた学習者の意

見である。  

 

「論語では一つの村でおきた出来事で，悪意があったのかすらよくわからない罪のことを

言っていて，そもそもの父の罪の重さに対する周囲の認識が異なるので一緒に考えるのは

難しい。論語で一番言いたいことは，正直とはどういうものなのかという話であって，罪

がどうなったのかはあまり関係ないし，国家を治めるための考えを述べているわけではな

い。つまり厳密な意味での批判になっていない。」  

「『韓非子』は『論語』を的確に批判・論破しているように一見感じられるが，それは

『論語』の言葉を改変し，直躬を自分が批判するために都合のいい話にしてしまっている。

『論語』では家族を優先してしまう気持ちも，それが自然だよね，と「直」を「自分の心

や気持ちにまっすぐ，素直」であるという意味として使っていて，それは一種の救いの言

葉である。一方，『韓非子』は，国が一番大事なのであり，個人の幸福は国がよく治まっ

て，平和な状態であって初めて得られるものだという考えなのかなと思った。それはそれ

で納得できるし，両者とも矛盾や対立した考えではないと思う。」  

  

学習者たちは『論語』と『韓非子』を「完全に二項対立」するものではなく，それぞれ

異なる次元で物事を捉えているものと見なし，それらの考えが共存する余地はあるのでは

ないかという見通しを得たと判断した。 

 

( 3)第 4～6 時 『淮南子』の「直躬」に対する考え方を理解し，『論語』『韓非子』『淮南

子』の対話に参入する。  

 『淮南子』の一節を提示し，「直躬の例において，「常」＝原則，「権」＝適宜とはそれ

ぞれどのようなことか」「『淮南子』は『論語』『韓非子』の考えについてどのようなスタ

ンスでいるのだろうか」という問いを発した。 

 そして，『淮南子』の読解も踏まえ，『論語』『韓非子』『淮南子』の対話に参入し最終

的に自分自身でどのように「直」を捉え，解釈したのかを表現する活動を行った。  

学習者のほとんどは，『淮南子』のように，「臨機応変」「原則と例外」「嘘も方便」とい

った，考え方に固執するのではなく，問題が解決されることを優先するとした結論を導き

出した。  

一方，『論語』と『韓非子』に対して，この止揚が生まれたのは二つの対立する議論が

あったからであり，たたき台となるものがなければ改善案は生まれない。つまり改善案が

生まれたからといってそれ以前の考えは無価値になるのではなく，次の新たなものを生み



出すための素材として記録・保存されることが必要なものである，といった考えを持つ者

もあった。  

 

7．成果と課題 

 最後に学習者に「これらの思想に感じた限界と，それぞれの言葉の価値や力はどのよう

なものか」という問いを発した。  

学習者 A は『論語』をもって「『論語』は，言っていることは理想で，実際にはそのよう

にうまくいかないのかもしれないが，人々が，そうあってほしい，そう信じたいと思うよ

うな言葉であり，これらの言葉がきっと誰かの心の支えになったかもしれない言葉だと感

じた」と述べた。  

この発言は，解釈とは「自分がどのように読みたいか」という恣意的なものであること

を認識しながら，言葉を使い，相手に使われることで，今までの自分の中にはなかった新

たなものの見方（＝言葉の価値）を獲得し，古典は学習者にとって「当たり前の道徳」

「古い無用な価値観」「現代と隔絶されたもの」であるという認識から，「新たな価値を見

出したり創出しうるもの」「現代においても活用できるもの」という認識に変容したと言

える。そしてこれこそが，Ａにとっての古典を学ぶ意味であり，時空間を超えた孔子との

対話を通して，「異文化理解の精神」を持ったグローバル人材に一歩近づいたと言えるの

ではないだろうか。  

授業の事後アンケートでは，「あなたは古典を学ぶ意義や価値を自分なりに見出せまし

たか」という問いに 88％の学習者が「見出せた」と回答した。  

今回の単元は，「異文化としての古典」と出会わせ，教材との対話，学習者同士の対話

を促し，自分の経験や様々な情報などをもとに対象・事象を冷静に捉えるものの見方・考

え方を持つ力を伸ばすことを目的として実践された。古典を学ぶ意義もまた，自分の経験

や様々な情報などをもとに冷静に捉え，価値の形成を促していきたい。  

 

8．参考文献 

諸橋轍次『掌中論語の講義』大修館書店，1953 年  

簡野道明『字源』角川書店， 1955 年  

諸橋轍次『大漢和辞典』大修館書店， 1960 年  

竹内照夫『新釈漢文大系第 12 巻  韓非子』明治書院， 1964 年  

吉川幸次郎『決定版  吉川幸次郎全集  第四巻，第五巻』筑摩書房， 1970 年  

小野沢精一『全釈漢文大系 21  韓非子下』集英社，1978 年  

松下幸之助『Vo i ce 』「二十一世紀をめざして」PHP 総研，1979 年  

松尾善弘『「直躬」論』鹿児島大学教育学部研究紀要， 1990 年  

小川環樹他『角川新字源』角川書店，1994 年  

金谷治訳注『韓非子』岩波文庫，1994 年  

溝口雄三『公私』三省堂， 1996 年  

安能務『韓非子  上下』文春文庫，2000 年  

戸川芳郎『全訳・漢辞海  第三版』三省堂，2011 年  

半田淳子『国語教師のための国際バカロレア入門』大修館書店， 2017 年  



キャロル・犬飼・ディクソン他『「知の理論」をひもとく』伊藤印刷 (株 )出版部，2017 年  

『新学習指導要領ポイント総整理』東洋館出版社，2017 年  

土屋陽介『僕らの世界を作りかえる哲学の授業』青春出版社 , 2 0 19 年  

文部科学省国立教育政策研究所『「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料  

中学校  国語』東洋館出版社， 2020 年  

濱島淑惠『子ども介護者』角川書店， 2021 年  



社会科学習指導案 

産業を中核とした近畿地方の地域的特色 

〜未来を創造するグローバル市民たち〜 

 

授業者 附属池田中学校 田中誠也 

 

1.対象 第２学年 A組（36 名） 

2.単元目標 

・知識及び技能に関して 

近畿地方について,地域的特色や地域の課題を理解する。 

産業を中核とした考察の仕方で取り上げた特色ある事象と,それに関連する他の事象やそこで生じる課題を理

解する。 

地域の課題の解決につながる情報を読み取り,効果的な形式でまとめるなどの地理的技能を身に付ける。 

・思考力,判断力,表現力等に関して 

近畿地方において,産業を中核に設定した事象の成立条件を,地域の広がりや地域内の結びつき,人々の対応な

どに着目して,他の事象やそこで生じる課題と有機的に関連づけて,多面的・多角的に考察し,表現する力を養

う。 

・学びに向かう力,人間性等に関して 

近畿地方について,よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究,解決しようとする態度を

養う。 

 

3.指導にあたって 

(1)教材観 

 学習指導要領において本単元は,「C日本の様々な地域」「（３）日本の諸地域」の学習に該当する。この項目の

ねらいについて,学習指導要領では, 

 

と書かれている。近畿地方の学習において,「地域」の視点に着目して,単元を構想する。また,「地域の特色ある

地理的な事象」として,大阪・関西万博,大阪 IR を取り上げる。これまで,近畿地方は,阪神工業地帯を中心にし

て,産業を発展してきた。2025 年には大阪・関西万博,その後の大阪 IR をきっかけにして,新たな産業の発展が構

想されている。近畿地方の今後の産業の発展の背景には,うめきたエリアの再開発,大阪 IR に代表されるベイエ

リアの開発,なにわ筋線の開通などがあり,大きく影響を及ぼす要素がある。一方で,2025 年問題に代表される,

働き手の人口減少が予測され,産業構造の変化が求められている。2025 年問題とは,団塊世代が 75歳上の後期高

齢者となることで起こる,社会保障費の負担増や働き手不足などの問題のことである。働き手不足は,産業全体に

影響を与え,今までとは異なる産業の姿を構想することが求められている。 

 産業を中核として,近畿地方はどのような地域であるのかを理解するとともに,2025 年問題の解決策を構想す

ることを単元全体として学習の中心にしていく。 

 

 

空間的相互依存作用や地域などに関わる視点に着目して,地域の特色ある地理的な事象を他の事象と関連付

けて多面的・多角的に考察し,表現する力を育成することを主なねらいとしている。（下線部は筆者による） 



(2)生徒観 

 「C 日本の様々な地域」「（１）地域調査の手法」で,生徒たちは地域調査を行う際に,探究しがいのある探究テ

ーマを立てる手法を身につけた。また,その探究テーマの答えを出すためにはどのような項目を調べればよいの

か学習した。授業後のアンケートにおいて,「探究テーマは探究しがいのあるものになったか」という問いでは,

「とても探究しがいのあるものだった」（21.4％）,「まあまあ探究しがいのあるものだった」（65.8%）という回

答であった。８割以上の生徒が達成することができたと考えられる。また,「社会科での学習がフィールドワーク

にもつながることは,どの程度意味があると思いますか」という問いでは,「かなり重要な意味がある」（19.7％）,

「まあまあ意味がある」（66.7%）と,８割以上の生徒が学習の有用性を感じている。 

 このことから,生徒たちは自ら探究テーマを立てる力を持っている。そして社会科の学習の有用性を感じてい

る。探究しがいのある問いを立てることは,社会科を学習する意欲や態度につながっていくと考えた。本単元で

は,近畿地方の特色ある地理的事象を取り上げ,多面的・多角的に考察することを通して,近畿地方の産業のあり

方を構想することを焦点化する。近畿地方における課題は何で,どのようにして解決できるかを考えることは,生

徒の学習する意欲や態度につながるのではないかと仮説を立てた。本単元の学習において,課題解決をする学習

経験によって,より社会科の学習の有用性を高めるきっかけにしたい。 

 

(3)指導観 

 パフォーマンス課題に向かっていく過程において,産業を維持・発展させていくための取り組みについて,地方

議員の立場から提案を生徒に考えさせる。その際,どの地域（市町村,都道府県）を選択するのかを考えたり,ど

の課題に対する解決策を構想するのかを判断したりする機会を設定する。また,提案をするにあたって,地図,統

計データ,グラフ,近畿地方の産業の発展の歴史などを踏まえるように指導する。取り組みの提案において,個人

で提案を構想したのち,グループで提案を再度構想し,内容をブラッシュアップするように指導していく。個別最

適な学びにつながるように,生徒が選択・判断する機会を設けたり,グループで取り組む協働的な学びを取り入れ

ることで,より深い理解につながるように指導を展開していく。 

 地理学の中心概念において,本単元では「空間的相互依存作用」「地域」を中心に取り上げる。人や資源,情報な

どが交通や通信によってどのように結びつき,産業を形成しているのかを構想するにあたり,これらの中心概念

を活用していく。大阪 IR をきっかけにして,どのような地域が形成されていくのかを構想する授業を展開する。

まだ見ぬ将来の社会の様子について,現在分かるデータや資料から考察するようにする。 

 

4.評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・近畿地方について,その地域的特

色や地域の課題を理解している。 

・産業を中核とした考察の仕方で

取り上げた特色ある事象と,それに

関連する他の事象やそこで生じる

課題を理解している。 

・地域の課題の解決につながる情

報を読み取り,効果的な形式でまと

めるなどの地理的技能を身につけ

ている。 

・近畿地方において,産業を中核に

設定した事象の成立条件を,地域の

広がりや地域内の結びつき,人々の

対応などに着目して,他の事象やそ

こで生じる課題と有機的に関連づ

けて,多面的・多角的に考察し,表現

している。 

・近畿地方について,よりよい社会

の実現を視野にそこで見られる課

題を主体的に追究,解決しようとし

ている。 

 

 



5.単元の指導計画（全 10時間） 

時間 学習内容 主な評価規準 評価の観点 評価方法 

知

技 

思

考 

態

度 

第 1次 

第 1時 

学習課題について,見通しと予測を立

てる。 

「2025 年以降,産業を維持・発展させ

ていくために,どのような取り組みを

行うとよいか。」 

・近畿地方について,よりよい社

会の実現を視野にそこで見られ

る課題を主体的に追究しようと

している。（主体的態度） 

  ⚫ ワークシ

ート 

第 2次 

第2〜６

時 

①〜④の各問いについて,各資料を用

いながら,必要な知識や概念を獲得し

ていく。 

①近畿地方では地形や気候にどのよ

うな特色が見られるのだろうか 

②阪神工業地帯は,どのように発展し

てきたのか 

③近畿地方の交通網は,どのように広

がってきたのか 

④近畿地方の観光業は,どのように発

展してきたのか 

 

・近畿地方について,地域的特色

や地域の課題を理解している。

（知識・技能） 

・産業を中核とした考察の仕方

で取り上げた特色ある事象と,そ

れに関連する他の事象やそこで

生じる課題を理解している。（知

識・技能） 

・地域の課題の解決につながる

情報を読み取り,効果的な形式で

まとめるなどの地理的技能を身

につけている。（知識・技能） 

・近畿地方において,産業を中核

に設定した事象の成立条件を,地

域の広がりや地域内の結びつき,

人々の対応などに着目して,他の

事象やそこで生じる課題と有機

的に関連づけて,多面的・多角的

に考察し,表現している。（思考・

判断・表現） 

⚫ ⚫  ワークシ

ート 

 

第 3次 

第 7〜10

時 

（ 第 9

時 が 本

時） 

大阪 IR と産業との関係から,近畿地

方の産業のあり方について構想する。 

①市民から反対の声が上がっている

にも関わらず,なぜ,大阪 IR をつくろ

うとしているのか 

②大阪 IR は,本当に関西地域や日本

を発展させることにつながるのか,に

ついて解決策を構想する。（本時） 

③「2025 年以降,産業を維持・発展さ

せていくために,どのような取り組み

を行うとよいか。」の問いに対する振

り返りをする。 

・近畿地方において,産業を中核

に設定した事象の成立条件を,地

域の広がりや地域内の結びつき,

人々の対応などに着目して,他の

事象やそこで生じる課題と有機

的に関連づけて,多面的・多角的

に考察し,表現している。（思考・

判断・表現） 

・近畿地方について,よりよい社

会の実現を視野にそこで見られ

る課題を主体的に追究,解決しよ

うとしている。（主体的態度） 

・地域の課題の解決につながる

○ ○ ○ パフォー

マンス課

題 

＊ペーパ

ーテスト 



情報を読み取り,効果的な形式で

まとめるなどの地理的技能を身

につけている。（知識・技能） 

⚫…形成的評価（指導に活かす評価） ○…総括的評価（記録に残す評価） 

 

6.本時の展開 

(1)本時の目標 

 近畿地方の産業を維持・発展するための取り組みについて,大阪 IR と関連づけて,多面的・多角的に考察し,解

決策について構想する。（思考力・判断力・表現力等） 

 

(2)本時の評価規準 

 近畿地方の産業を維持・発展するための取り組みについて,大阪 IR と関連づけて,多面的・多角的に考察し,解

決策について構想している。（思考・判断・表現） 

 

(3)本時で発揮される「グローバル市民性」 

 本時で発揮される「グローバル市民性」は,課題解決策を構想する力である。その地域で見られる課題につい

て,多面的・多角的に考察することで,課題の内容を理解する。その理解のもとに,解決策を構想することが,グロ

ーバル市民が備えている資質・能力であると考えた。 

 

(4)展開案 

学習 

過程 

学習活動および内容 指導上の留意点 評価の観点・方法 

導入 ・本時の問いを理解する。 

 

 

  

展開 ・班ごとに,「発展させることにつながる」

グループと「発展させることにつながらな

い」グループに分けて,それぞれの意見を発

表する。 

 

・①経済効果、②ギャンブル依存症の視点

から、大阪 IR が関西や日本を発展させるこ

とにつながるか、考察する。 

 

・大阪 IR が導入される社会的背景にある

「2025 年問題」について理解する。 

 

 

・本時の問いに対して、班からの提案をも

とに自分の意見を考える。 

 

・大阪 IR をきっかけにして,関西の産業を

・根拠となるデータを明示するよ

うに指導する。 

・発表の中で,意見が分かれるポ

イントを認識するようにする。 

 

・発表の内容を記録しておくよう

にする。 

 

 

・人口減少が前提とされた社会に

おいて、よりよい社会づくりが必

要であることを認識させる。 

 

・市議会議員としての立場とし

て、どのように考えるかを問う。 

 

・大阪 IR の利点と課題がある中

 

問い「大阪 IR は,本当に関西地域や日本を発展させることにつながるのか」 



発展させるには,私たちはどのような工夫

をしたらよいか,考察する。 

 

で,どのような工夫をすることで

よりよい社会を形づくることがで

きるのかを考えるようにする。 

まとめ ・本時の問いに対して,自分の意見を考え

る。 

・学習を通して,自分の意見を形

成するように促す。 

思考・判断・表現

（ワークシート） 

 

(5)準備物 

教科書,タブレット端末,地図帳 

 

7.成果と課題 

 単元のはじめに行ったアンケートと単元の終わりに生徒が書いた振り返りから、成果と課題について考察する。 

単元のはじめに大阪 IR について、生徒に 2つの質問をした。1つ目では、「大阪 IR について知っていることは

何か」について、質問をした。全体的な傾向として、多くの生徒が大阪 IR について何かしら知っている状態で

ある。その中でも、カジノを中心としたリゾート施設であるという認識の生徒が多かった。また、経済効果や治

安への影響など、賛否両論があることも認識をしていた。生徒が捉えている、大阪 IR の賛否については資料１

のように、整理できた。ニュースなどで見聞きする情報について知っていることはあっても、詳細な内容につい

て理解が浅いと感じることがあった。生徒によっても理解度に差があった。 

大阪 IRの賛否について 

賛成意見 反対意見 

経済効果が期待できる。 ギャンブル依存症などの問題が起こる可能性がある。 

大阪が副首都になるための第一歩になる。 治安が悪くなる可能性がある。 

娯楽施設として楽しめる。 市民の反対が多い。 

資料１「大阪 IRの賛否について」  
 ２つ目では、「大阪 IR を学ぶとしてどのようなことを学びたいか」について、質問した。生徒は、大阪 IR に

ついて、経済効果、リスク、法律、施設内容、建設の遅延、賛否について学びたいと感じていた。賛否について

多くの意見があり、生徒の方から問いも出されていた。例えば、「大阪 IR のメリットとデメリットは何か」、「カ

ジノをつくって本当に大阪が良くなるのか」「IR によって日本（近畿）にどのような影響があるのか」「大阪 IR

が経済にどのような影響を与えるのか」などが出されていた。ここから、単元の問いとして、「大阪 IR は,本当

に関西地域や日本を発展させることにつながるのか」を設定し、学習を進めていった。 

単元の終わりに、生徒は学習の振り返りを行なっている。その中で、「大阪 IR と地域の発展の関連性について

十分に調査することができただろうか。その理由は何か」について取り上げて、成果と課題をまとめた。生徒は、

できた場合は５点、できなかった場合は１点として点数化したのち、理由を書いている。対象である学級の点数

分布は、資料 2 のようになった。 

 「資料 2 人数分布」 

  

 



(1)成果 

 生徒たちは、大阪 IR と地域の発展について、さまざまな情報源を活用し、批判的に思考することで、十分な

調査を行うことができていた。情報リテラシーと論理的思考、協働的な学習を通して、地域活性化の可能性と課

題を深く理解し、未来に向けて考えを深める貴重な機会となった。５つの観点に分けて整理をしておく。 

①さまざまな情報源の活用 

 生徒は普段、インターネットの情報を主に活用していた。今回、大阪 IR について考察する中で、インターネ

ット上には、大阪 IR のメリットに関するものが多いことに生徒は気付いた。教員から書籍の提供を行うことで、

インターネットだけではなく書籍での調査を行うことができた。大阪IRだけではなく、シンガポールのIR事例、

韓国の IR 事例などを調べることができていた。 

②批判的思考による多角的な分析 

 班ごとに大阪 IR 肯定派と否定派を分けることで、意識的にその立場になり考察を深めることができた。メリ

ットに着目していた生徒は、デメリットについて班で調べることになり、デメリットを踏まえて大阪 IR の魅力

について考察するようになった。 

③地域経済への影響への考察 

 大阪 IR が地域経済に与える影響について、観光業、雇用、交通、周辺地域への波及効果など、さまざまな観点

から考察をしていた。議論の焦点になっていたのが、大阪 IR に来場する人であった。外国人観光客は 30％、日

本人が 70％の割合を想定していることについて、効果があると考える人もいれば、ギャンブル依存症のリスクに

ついて懸念する人もいた。 

④情報リテラシーと論理的思考の活用 

 統計データや事例を根拠に、論理的に筋道を立てて意見を構成することができていた。情報源の発行元を確認

し、信頼性があるか考察したことを生徒は意識していた。 

⑤協働的な学習による理解の深化 

 班内で発表資料を作成する際にも、大阪 IR の賛否について話し合う様子が見られたり、振り返りにおいて、

賛否両論を発表で聞くことによって、大阪 IR について考える材料になったとまとめている生徒がいた。 

 

(2)課題 

 課題と今後の展望について考察する。課題を３つ提示し、今後の展望について考察をする。 

 １つ目の課題は、生徒の調査技能の向上である。１人１台のクロームブックがあることで、生徒が調査する方

法としてインターネットが主になっている。今回の大阪 IR については、インターネット上の情報に偏りがあっ

たことがわかった。情報の偏りがある中で調査することで、インターネットの情報から脱することが難しいとこ

ろがあった。今回は書籍の提供を教師が行う必要性があった。そうすることで、ギャンブル依存症の課題や地域

経済への影響について考察することができた。書籍が難しく書かれているものもあり、中学生が理解するには指

導の工夫が必要なところがあった。生徒の調査能力の向上のために、普段の授業から書籍の活用が必要であると

おもった。 

 ２つ目の課題は、大阪 IR の社会課題に対して、生徒が切実感をもって考えにくいことである。中学生ではカ

ジノはできないことと、まだ先の話で具体的なものが情報としてイメージしにくいことから、切実性について欠

けていた。これを解決するためには、生徒に役割が与えることが必要だと感じた。例えば、大阪 IR を推進する

立場であれば、政治家や経済学者のような専門家、商店街の住民など、大阪 IR に反対する立場であればギャン

ブル依存症の夫と暮らす妻などを設定することで、さらに議論が深まったと考えられる。 

 ３つ目の課題は、地誌学習から離れたことである。授業の問いとしては、地誌学習に関わるものを設定してい

たが、授業の実際の様子では公民の授業の展開に近かった。その原因として考えられることは、大阪 IR の影響

を受ける地域を選択していなかったことである。具体的な地域の存在があれば、地誌学習になったのではないか



と考えられる。一方で、現段階で具体的な地域への影響を考察した資料は見当たらず、今後社会的に調査が進む

ことを待たなければならないかもしれないと感じた。 
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数学科学習指導案 

平面図形 

～しきつめ模様の秘密にせまろう～ 

 

授業者 附属池田中学校 谷 直樹 

 

1． 対象 附属池田中学校第１学年 A 組（３６名） 

2．単元目標 

・知識及び技能に関して  

平面図形についての基礎的な概念や原理・法則などを理解するとともに，事象を数理的に捉えたり，数学的に

解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。 

・思考力，判断力，表現力等に関して 

 平面図形の構成要素や構成の仕方に着目し，図形の性質や関係を直観的に捉え論理的に考察する力を養う。 

・学びに向かう力，人間性等に関して 

 平面図形について，数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強く考え，数学を生活や学習に生かそう

とする態度，問題解決の過程を振り返って評価・改善しようとする態度を養う。 

 

3. 指導に当たって 

（１）教材観 

令和３年度より全面実施されている中学校学習指導要領数学編において，数学科の目標は以下の３つにまと

められている。 

 
小学校では，具体物の観察や操作活動によって，図形に関する基本的な用語の意味やその概念について学習

してきている。三角定規やコンパスを用いて，基本的な図形を描くなど，直感的な取り扱いを大切にしながら，対

称性にも着目して図形を考察している。本単元は，図形領域での算数から数学への入口となり，この後の空間図

形へと繋げていく単元となる。小学校では，「大きさのある形」として，三角形，四角形，円等の基本図形を取り扱

ってきた。また，平面図形や立方体，直方体，角柱，円柱を取り扱い，それらの見取図や展開図をかくことなどを通

して立体図形についての理解も深めてきている。中学校では，小学校で扱っていた対象を，構造等に着目して再

び数学として捉えなおしていく。数学では実物と離れ「抽象の世界で物事を構造的に捉える」ことを狙いとして学

習を展開していくということとなるが，その意味で，本単元は中学校における抽象的思考活動の本格的入り口と

して重要な位置を占めるものと考えている。 

 その流れの中，「しきつめ模様」についての学習を行っていく。世界（我々の住む現実世界）には様々な模様が

数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力を次のとおり育成するこ

とを目指す。 

（1）数量や図形などについての基礎的な概念や原理・法則などを理解するとともに，事象を数学化したり，

数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。 

（2）数学を活用して事象を理論的に考察する力，数量や図形などの性質を見だし統合的・発展的に考察す

る力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。 

（3）数学的活動の楽しさや数学の良さを実感して粘り強く考え，数学を生活や学習に生かそうとする態度，

問題解決の過程を振り返って評価・改善しようとする態度を養う。 



あるが，その中には，様々な思い（メッセージ）とともに数学的な図形要素もたくさん散りばめられている。はじめ

に，その背景や図形要素にも触れながら，身の回りの敷き詰め模様のパターンについての考察を行う。その後，

「基礎・基本（定義や定理）に立ち戻って考えると解決の糸口が見えてくるのでは・・・」という切り口から，三角形，

四角形，五角形，六角形・・・と考察をしていく。直観的な感覚を大切にしながら，数学的要素に着目して， 論理

的に考察していく力を養いたい。本課題は，図形の移動について学習した後に扱う課題学習と位置付ける。 

 

（２）生徒観 

 日常生活の中では，歩道を敷き詰めるタイルや壁紙，文化的な建造物等，三角形，四角形などの合同な図形を

敷き詰めた模様を目にする機会がある。生徒は日常生活の中で無意識のうちに，このような模様の美しさを認識

しているだろう。生徒たちの多くは，基本的な知識理解や技能の面で習熟し，問題の中で活用することについて

も意欲的である。しかし，日常生活の中に数学が活用されていることを実感できている生徒は非常に少ない。 

 小学校では，低学年から図形の性質を「ずらす」「まわす」「折り返す（裏返す）」といった作業的・体験的な活

動の中で考察してきており，生徒は移動によって図形の形や大きさが変わらないことを自然に捉えている。その上

で中学校に入ると，算数で学んだ図形要素を対称性に着目するなど，あらためて数学として捉えなおしていくこ

とになる。教科書でも「麻の葉模様」とよばれる日本の伝統模様が学習教材として取り上げられているが，数学

的要素はもちろんのこと，歴史や文化などとの関係も織り交ぜながら学習を進めていきたいところである。身近な

ところから様々な模様を見つけ，日常生活の中に潜む数学的要素の発見を通して，生徒の興味・関心を引き出す

とともに，その構造について考えることで図形についての理解を深めていきたい。 

 

（３）指導観 

本単元では，１節「基本の図形」，２節「図形の移動」，３節「基本の作図」，４節「おうぎ形」の順に指導すること

になる。１節では，図形に関する用語や記号を学び，直線の位置関係，線分や角の相当関係を考察することで，

図形の性質を発見する。これをもとに２節では，図形の移動の学習を通して，図形の見方を豊かにしていく。３節

では作図の手順を考えたり，その手順を順序よく説明したりする活動を行う。思考力・判断力・表現力等を高める

ために，自分で考えたり，調べたりする活動を工夫することが大切であるが，自分の考えを整理し，既習事項をも

とに根拠をもってまとめ，さらに，多様な解決方法を探ったり，教え合ったりする活動を通して，直観力や思考力を

高められるようにする。 

本時については，はじめ，三角形，四角形・・・と基本的な図形に立ち返り，生徒たちが直観的に浮かべる事柄を

自由に発言させながら，進めていきたい。直観は，不確かであるが全体をつかんだイメージであり，それを分析す

ることで，概念が明らかになる。それは，理論を構築するための大切なきっかけとなり，それを論理的に整理してい

くよう促したい。その後，４人の小グループをつくり五角形，六角形・・・と話を進めていく。できそうでもよくよく考え

てみるとできない，条件がつく等，他者との考えの交流（考えを説明しあう）活動を通じて，条件を整理・発見し，

議論しながらまとめていく場面を設定しようと考えている。図形の概念を広げたり，理解を深めたりして，「数学的

に深く追求することの楽しさや面白さ」を味あわせたいとも考えている。 

 

 

 

 

 

 



4.評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①平面図形についての基本的な

概念や用語の意味を理解してい

る。 

②記号を使って図形や図形の関

係を表したり，読み取ったりするこ

とができる。 

③平行移動，対称移動及び回転

移動について理解している。 

④角の二等分線，線分の垂直二

等分線，垂線などの基本的な作図

の方法を理解している。 

⑤おうぎ形の弧の長さ，面積，中心

角を求めることができる。 

①図形の移動に着目し，二つの図

形の関係について考察し表現する

ことができる。 

②図形の性質に着目し，基本的な

作図の方法を考察し表現すること

ができる。 

③基本的な作図や図形の移動を

具体的な場面で活用することがで

きる。 

④おうぎ形の弧の長さと面積の求

め方を考察し表現することができ

る。 

①平面図形の性質や関係を捉え

ることのよさについて考えようとし

ている。 

②平面図形について学んだことを

生活や学習に生かそうとしている。

③図形の移動や作図を活用した

問題解決の過程を振り返って検討

しようとしている。 

 

5．指導計画（全２５時間）  

時間 学習内容 主な評価規準 評価の観点 評価方法 

知技 思考 態度 

１ 

２ 

直線や角の概念理解 

２直線の位置関係や点と直線の

位置関係 

知①，知② ●   ペーパーテスト 

ワークシート 

３ 

４ 

図形の３種類の移動 

図形の移動と位置関係 

知③，思① ●   ペーパーテスト 

ワークシート 

５ 

 

しきつめ模様の考察 知③，思①，主① ● ●  

 

ワークシート 

観察 

６ 

【本時】 

しきつめ模様が成立する条件に

ついて考えよう 

思①，主③ 

 

 ● ● ワークシート 

観察 

７〜１０ 万華鏡の分析 思①，主②③ 

 

 ● ● ワークシート 

観察 

レポート 

１１〜１６ 作図 知④，思② ● ●  ペーパーテスト 

観察 

ワークシート 

１７〜２１ 自然界の模様の分析 思③，主②③  ● ● ワークシート 

観察 

２２〜２５ 総括的評価課題 思③，主②③  ○ ○ ワークシート 

観察 

●・・・形成的評価（指導に活かす評価）   ◯・・・総括的評価（記録に残す評価） 



6．本時の展開 

(1)本時の目標 

平面図形における既習事項を根拠として，五角形のしきつめ模様が成立する条件を考察し，説明することがで 

きる。 

(2)本時の評価規準 

・既習事項をもとに，図形の性質に着目し，五角形の敷き詰め模様が成り立つ条件について考察し表現するこ

とができる。（思考・判断・表現） 

 ・図形の性質を活用した問題解決の過程を振り返って検討しようとしている。（主体的に学習に取り組む態度） 

(3)本時で発揮されるグローバル市民性について 

 五角形の敷き詰め模様が成り立つための条件について試行錯誤しながらも解決に向けて進んでいく場面にお

いて，以下のようなグローバル市民性が発揮されると考えている。 

     ・課題に対して粘り強く考える力 

     ・自らの考えを他者に伝わるように表現する力 

（4）展開 

学習過程 学習活動および内容 指導上の留意点 評価の観点・方法 

導
入
  $

%
分 

   

・ ・  探究テーマを確認する。 

・  

・  

・  

・ 前時までの学習（三角形，四角

形の成立条件）について振り返

る。（パターン化→考察） 

  →辺の長さ，角の大きさ 

  →１つの頂点の周りに３６０°しき 

    つめられるかどうか 

  →対称移動（対称性） 

・ 探究テーマを意識させる。 

・  

・  

・  

・  

・ 模様の中の数学的要素（対称性

等）にも着目させる。 

・ 三角形，四角形の考察過程の振り

返りを行う中で，パターンを考え

て図形の性質をもとに考察してい

くと解決の糸口が見えてきたこと

を振り返らせる。 

 

【探究テーマ】人工物や自然界など，身の回りにある図形の形式をパターン

として捉え，モデル化することは，現実問題の解決につながる。 



展
開
       )

%
分
         

    

 

 

 

 

・ 五角形で敷き詰め模様は成り立 

 つのか。どんな五角形ならば，しき 

 つめられるのかを考察していくこと 

 を確認する。 

 

 

・ 五角形のパターンを考える 

 

 

 

 

 

 

→全体で共有 

 

 

・ それぞれのパターン（形状）につ 

 いて成立するかどうかを実際に折 

 り紙を利用しながら，確認していく。 

・ 五角形において，敷き詰め模様が 

  成立するときの条件について考 

  え，まとめていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 前回に引き続き，基本図形に立ちもど   

  ること，図形のパターンを考えた上で， 

  考察していくことを確認させる。 

 

 

 

・ 個人で考えたあと，全体で共有させる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ 行き詰まった場合は，適宜全体共有を 
  しながら進めていく。 
 
・ 辺の長さや角度，対称性にも注目させ 
  ながら，五角形の敷き詰め模様が成立 
  するときの条件について，班で議論しな 
  がらまとめさせていく。 
 
・ 四角形に帰着させて考えていけばよい  
  ことにも気付かせる。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

既習事項をもとに，図

形の性質に着目し，五

角形の敷き詰め模様

が成り立つ条件につい

て考察し表現すること

ができているか。

（思,WS・観察） 

 

図形の性質を活用し

た問題解決の過程を

振り返って検討しようと

しているか。 

（主，観察） 

どんな（パターン・形状の）五角形があるか考えてみよう 

（予想される五角形のパターン） 
・五角形    ・正五角形 
・凹型五角形（左右対称） 
・凹型五角形（左右非対称） 
・直角が複数ある五角形 

五角形で敷き詰め模様は成り立つのか？ 

成り立つときの条件を解明してみよう！ 

五角形のしきつめ模様が成り立つときの条件を考えてみよう 

（予想される反応） 
・平行四辺形と三角形を組み合

わせた五角形になっているとき 
（凸型五角形で１組の対辺が平

行でその長さが等しい） 
・凹型五角形で１組の対辺が平

行であるとき 
・「五角形の隣り合わない２つの

角の合計が１８０°」かつ「２組の

辺の長さが等しい」 
※右図のとおり 
・合同な三角形のしきつめで五角

形が構成されているとみなせると

き 

a 
b 

c d 

e 

a+c+d=360° 
b＋e=180° 



*
+
,
 $

%
分 

 

      

        

  

・ 全体で交流する。 

・ ワークシートに振り返りを記入す

る。 

・  模様の図形的要素にも触れながら，ま 

   とめさせる。 

 

 

 

（5）準備物 

  ワークシート，Chromebook 

 

7．授業の実際 

第１時  身の回りのしきつめ模様をさがそう！ 

 第１時では，身の回りのしきつめ模様にはどの様なものがあるかについて，身の回りのもの（家庭，通学路，校

内等）を観察・記録し，図形的な視点で考察した。調べていく中で，生徒の中からは「三角形が多かった」「四角

形が多かった」という声も多くあがり，基本図形に立ち返って，しきつめ模様が成立するのかを調べてみることに

なった。しきつめに対する考え方（合同な図形がすきまなく，重なりなく）についても確認しながら次時につなげた。 



第２時  三角形・四角形のしきつめ模様 

 2時間目については，基本図形に立ち返って，三角形，四角形のしきつめ模様はどんなときでも成立するのかど

うか，またその成立条件について考えた。念頭操作だけでは難しい生徒の支援のため，折り紙を配布したところ，

裏返す＝対称移動を意識したという声も上がり，生徒たちは図形の対称性などの既習事項を活用して，しきつめ

模様ができる条件を考察していくこととなった。探究テーマ「人工物や自然界など，身の回りにある図形の形式を

パターンとして捉え，モデル化することは，現実問題の解決につながる」を意識し，まずはどんな形状・パターンが

あるのかを考えた上で，しきつめ模様が成立するのかどうか＝成立するときの条件を考察した。最終的に，辺の

長さや角度（180°や 360°）に注目すると，解決の糸口がみえてくるという視点や次時につながる「五角形，六角

形ではどうなるのか？」という疑問など，生徒の中の気付きも多かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 



第 3時  五角形のしきつめ模様 

〜五角形でしきつめ模様は成り立つのか？成り立つときの条件を解明してみよう！〜 

 探究テーマに沿って，はじめ，五角形のパターン・形状を考えた上で，「五

角形のしきつめ模様が成り立つときの条件を考えてみよう」というテーマ

で，それぞれのパターン（形状）について成立するかどうかを実際に折り

紙を活用しながら，確認した。生徒は，操作活動を取り入れることで，よりイ

メージをもって考えやすくなった。また，既習事項の図形の性質や，図形の

分割をしてすでに確認できた三角形，四角形の場合に関連づけて考える

ことで，解決の糸口が見えてくるという視点をもつことも出来た。 

 五角形でしきつめ模様をつくることのできる条件をさがしていく中で，数

学的な根拠をもとに試行錯誤し他者と考えを練り上げる場面を授業内で設定できるようにし，混乱している生徒

については，対応する角に印をつける等のヒントを周囲から得られるようにする等，生徒の発言をつなぎながらア

ドバイスしていった。今回は議論がスムーズに進むように，ロイロノートで班ごとの共有ノートを活用した。 

 

 

7．成果と課題 

（１）成果 

 ・ 「身の回りのしきつめ模様には三角形・四角形が多いのはなぜだろう」，「しきつめ模様にすることでどの様 

   なメリットがあるのか疑問に思った」等の生徒の意見や，意欲的にしきつめ模様を探し考察する授業の様子 

   から，生徒自身が実生活と数学のつながりを考え，意識をもつきっかけをつくることが出来た。 

 ・ 生徒は難易度の高い課題に対しても粘り強く考え，他者と交流する中で考えを練り上げることができた。 

 ・ 「三角形と四角形は辺の長さや角度に注目するとどのような形でもしきつめられることが分かった」，「五角 

   形はしきつめられないものが多く，平行があればしきつめることができる」，「角度を組み合わせたときに 

   180°または 360°になる組み合わせが含まれる五角形がしきつめられる五角形の条件」，「次は六角形では 

   どの様になるのか，三角形，四角形，五角形で用いた考え方を用いて解明していきたい」等の記述から，図形 

   の定義や定理（性質）にもどって考えてみること，パターン化して考えていくことなど，課題に対する数学的な 

   視点（見方や考え方）を養うことができた。 

 

 



（２）課題 

・グローバル市民性については， 「課題に対して粘り強く考える力」「自らの考えを他者に伝わるように表現する   

 力」の２つを設定し本題材に取り組んだ。 

  「課題に対して粘り強く考える力」については，課題設定や展開，発問の工夫も必要とするところだが，今回は，  

 念頭操作が難しい生徒に関しても，折り紙を使い，具体物で考える実際の操作活動を取り入れることで，思考 

 を促し，他者と考えを練り上げる支援とした。前時に考えた三角形や四角形に帰着させて考えたり，角度に注目 

 するなど，今回は具体物で考えた効果は一定あった。今後も単元や内容，生徒の状況により，その都度検討して 

 いきたい。また，「自らの考えを他者に伝わるように表現する力」については，班での議論，全体共有でのや生徒 

 同士のやりとり，発表等の場を数多く設定する中で，日頃の授業も含めて今後も育成していく必要がある。 

・五角形のしきつめ模様が成り立つ条件の考察過程を生徒は口述，記述の両方で表現したが，ワークシートから 

 特に記述面において適切な数学的言語(表記，記号，専門用語)を用いて説明することについて課題が残った。 

 あらためて普段の授業内から，口述，記述ともに数学的に正しく表現する力は養っていく必要があると感じた。 

・操作活動において，今回は折り紙を使用したが，タブレットにおけるアプリの使用も検討していきたい。 

 

 

８．参考文献 

「中学校学習指導要領」（文部科学省 平成 29年告示） 

「中学校学習指導要領解説 数学編」（文部科学省 平成 29年告示） 

「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料 中学校数学」（国立教育政策研究所 令和２年３月） 

幾何学パターンづくりのすべて ファッション，建築，デザインのためのリピートパターン制作ガイド（ポール・ジャク

ソン著 牧尾晴喜訳 株式会社ビー・エヌ・エヌ 令和４年７月） 

 



音楽科学習指導案 

創作活動 音色による感情表現 

～身の回りにある素材を使って表現活動の可能性を探究する～ 

授業者 附属池田中学校 山部 智可 

1．対象 附属池田中学校第２学年 B組（37名） 

 

2．単元目標 

  音楽科の目標 

 表現及び鑑賞の幅広い活動を通して、音楽的な見方・考え方を働かせ、生活や社会の中の音や音楽、音楽

文化と豊かに関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

(１)曲想と音楽の構造や背景などとの関わり及び音楽の多様性について理解するとともに、創意工夫を生か 

した音楽表現をするために必要な技能を見に付けるようにする。 

(２)音楽表現を創意工夫することや、音楽のよさや美しさを味わって聴くことができるようにする。 

(３)音楽活動の楽しさを体験することを通して、音楽を愛好する心情を育むとともに、音楽に対する感性を豊

かにし、音楽に親しんでいく態度を養い、豊かな情操を培う。 

 

・知識及び技能に関して  

 ①音の分析(音色による感情表現)をするために、音素材の特徴及び音の重なり方や反復、変化、対照などの

構成上の特徴を表したいイメージと関わらせて理解する。 

 ②自分なりに音の分析(音色による感情表現)に必要な、課題や条件に沿った音の選択や組み合わせなどの技

能を見に付けるようにする。 

・思考力，判断力，表現力等に関して 

音の分析(音色による感情表現)に関わる知識や技能を得たり生かしたりしながら、まとまりのある創作表現を 

創意工夫するために思いや意図を生み出すようにする。 

・学びに向かう力，人間性等に関して 

 音楽を楽しみながら主体的・協働的に創作活動に取り組み、聴き手に生み出した演奏作品の思いや意図を伝 

えるために粘り強く創作活動の学習活動に取り組む態度を養う。 

 

3. 指導に当たって 

（１）教材観 

 本単元は中学校学習指導要領音楽科「A表現」(３)創作に関する内容である。 

 指導事項 

 ア 創作表現に関わる知識や技能を得たり生かしたりしながら、まとまりのある創作表現を創意工夫すること 

 イ (イ)音素材の特徴及び音の重なり方や反復、変化、対照などの構成上の特徴 

 ウ 創意工夫を生かした表現で旋律や音楽をつくるために必要な、課題や条件に沿った音の選択や組み合わ

せなどの技能を見に付けること 

 ［共通事項］ アに示された音楽を形づくっている要素から主に、音色を中心に扱う。 

 

この単元のねらいは、音の持つ力や価値について考えるきっかけを与え、この単元の重要概念である「コミュ

ニケーション」について探究していく。コミュニケーションは人と人とが意思疎通を図る上で必要不可欠なもので



ある。コミュニケーションのツールとして言葉はもちろんのこと、それ以外の方法として、ボディーランゲージなど、ノ

ンバーバルコミュニケーションも相手に意志を伝えるための一つの方法である。今回は、普段の生活の中で耳に

する「音」に焦点を当てる。我々が発している音は、時に、その音を聞いた人たちへ何かしらのメッセージを伝えて

いることもあるのではないだろうか。人間は感情の生き物である。音に自身の感情移入をし、怒りや悲しみの音を

発していることはないだろうか。今回の創作活動は生活や社会の中の音の存在に気づき、自身が発している音

が受け手は、どのように捉えているのか、音の価値について考えを深める学習である。 

単元の最初に、「音」とは何か？生徒自身が音と向き合う時間を設定する。そのために、音の三要素(音の大き

さ・音の高さ・音色)について触れる。それを基に事前に生徒に行ったアンケートの結果「学校生活の中で自分自

身が発している音、生み出している音」について話をする。アンケートの集計結果から得た音の数は２７５個となっ

た。(アンケート結果は次のページを参照。)このような結果から、学校生活の中で、これだけたくさんの音を人が

生み出していることと、これだけたくさんの音が存在していることに気づかせたい。 

次に、音の分析を個人で行う。「自身がいつも使っている一つの素材＋自分自身＝生み出される音」を音の三

要素を意識させながら、音を作らせる。そして、その作った音をクラス内で発表し合い、どのような音が生み出され

ているのか生徒自身が気づき発見する機会を設けたい。 

さらに、自身が生み出した音から「自分が感じる快適な音と不快な音」を作らせる。音の三要素である音の大

きさ・音の高さを工夫させ音を作らせたい。そして、その作った音をクラス内で発表し合い、聴き手にどのように伝

わったのかお互いフィードバックを行い「音」が人にもたらす影響力について考えさせたい。音楽科の学習は、生

徒が音や音楽を形づくっている要素の知覚・感受を支えとして自ら音や音楽を捉えていくとき、生徒の音楽に対

する感性が働くとされている。この創作の取り組みにおいて生徒たちの音楽に対する感性が豊かに育まれるよう

な授業を目指したい。 

この過程を経て、班活動の取り組みに入る。今回の探究テーマである「音色による感情表現」をポジティブな

感情とネガティブな感情、２つの相反する感情を身の回りの素材を使って創作活動を行う。 

そして、創作した音(自分たちが意図して発している音)は聴き手にどのように伝わっているのか、お互いフィー

ドバックを行い効果的なコミュニケーションのあり方について考える。音楽の授業を通して、音によるコミュニケー

ションとしての音楽独自の特質を踏まえ、音や音楽によって、人は自己の心情をどのように表現してきたか、人と

人とがどのように感情を伝え合い、共有し合ってきたかなどについて、生徒が実感できるような指導を心がけた

い。 

  最後に、生徒が音を意識して聴き、その音が人々にどのような影響を与えているのかを考えたり、よりよい音環

境の在り方への関心を高めたりすることは意味のあることと言える。音楽科の学習において、自然音や環境音、さ

らには、音環境への関心を高めることは、人間にとっての音や音楽の存在意義について考えたり、生活や社会に

おけるよりよい音環境を希求する意識をもったりすることへとつながっていくと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



〇アンケート結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



６．２％ 

４７．３％ 

３０．４％ 

１６．１％ 

２．７％ 

１９．６％ 

４２．９％ 

３４．８％ 

２６．８％ 

３４．８％ 

３３．９％ 

４．５％ 

（２）生徒観 

 第２学年の生徒たちは何事にも前向きに取り組む姿勢が見られる。独創性がありユーモアな発想力を持ってい

る反面、音楽を形づくっている要素や要素同士の関連を知覚する部分に対しての気づきはあるが、それらの働き

が生み出す特質や雰囲気を感受し自分の思いや意図を言語で表す部分に苦手意識を持っており課題が見られ

る。 

また、事前に行ったアンケート調査(4 段階尺度)からはこのようなことが言える。９５％以上の生徒が音楽が好

きだという回答に対して音楽に苦手意識を持っている生徒が３５％弱いるということ。このことから、生徒自身が

自信を持って演奏表現を行ったり、創作活動をする授業内容が授業者に求められていると考えられる。それから、

音楽を学ぶ意味や必然性を感じている生徒は８４％と非常に高い反面、日常の中で習った知識を活用すること

に対しては、３４％の生徒が活用することがあまりないと回答している。このことから、学習としての音楽はあるが、

日常生活における音楽という意味では実感に乏しいと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・とても好き           

・好き                

・ある程度好き         

・あまり好きではない    

・とても得意           

・得意                

・ある程度得意        

・あまり得意ではない   

・とても感じる          

・感じる               

・ある程度感じる       

・あまり感じない       

・とてもある          

・ある                

・ある程度ある         

・あまりない           

８％ 

３０．４％ 

２７．７％ 

３３．９％ 



縦

軸 

横軸 

（３）指導観 

  GRASPS 

  (G)Gool 目的 

     感情の表現方法の分析と解釈の議論を通して、受け手との効果的なコミュニケーションを生み出すことが

できるようにする。 

(R)Role 役割 

     クリエータ 

  (A)Audience 対象 

     同じクラスの生徒 

  (S)Situation 状況 

     言葉が全く通じない、伝わりにくい状況 

  (P)Product 成果物 

     感情を表現する音色 

  (S)Standard 評価基準 

     ・レポート(Aⅱ、Bⅰ、Bⅱ、Dⅱ) 

      自身が生み出した音について分析し、音の三要素に基づき詳しく述べる(Aⅱ)そして、音色による感情表

現を分析し、議論を重ね、根拠を持って音を創作したうえで、自身の作品を振り返り、制作過程における変

遷(Bⅰ)・自身の作品の芸術的意図と音楽の要素の特徴(Bⅱ)・音とコミュニケーションについての自身

の考え(Dⅱ)をレポートにまとめる。 

 

まず最初に、自分が発する音に意識を向けさせるために、次の２つの取り組みを行う。 

１つ目は、事前にアンケート調査を行う。内容は「学校生活の中で自分が発している、生み出している音」につ

いて行う。そのアンケート結果から、自分たちがどのような音を生みしているのか知り、音について考えるきっかけ

を与える。 

２つ目は、個人で音の分析を行う。音がどのように伝わってくるのか、音の三要素について考える。 

〇音の三要素について 

音の大きさは振動の大きさで決まる 

 

 

 

 

 

音の高さは振動の速さで決まる 

                                          波形の形が異なる 

  

 

  

  

 

 



〇音が生み出され、人に伝わるまでのルート 

 

 

 

 

 

 

 

 

音の分析においては、身の回りの１つの素材と自分自身からどのような音が生まれるのか、音の三要素と関連づ

けて音を作らせる。そして、自身が生み出した音から「自分にとって快適な音と不快な音」を作り、聴き手に伝える

ことで、どのようなフィードバックがあるのか、そこから音が人に与える影響力について考えさせたい。 

 次に今回の探究テーマである「音色による感情表現」に関する作品を学習班で創作している上で次の２点に

重点を置きたい。まず１つ目は、ポジティブな感情とネガティブな感情、相反する２つの感情の音を作成する。今回

は、音楽の要素「音色」に重点を置くため、同じ素材を使って２つの感情の音を作成させる。２つ目は、１つの芸術

作品として音を作成するため、次の条件をつける。 

［条件］ 

①１つの作品につき１０秒～１５秒間、作成すること。 

②ポジティブ、ネガティブ、２つの感情を同じ音素材を使って音色を工夫すること。 

③構成の要素を必ず用いること。 

・音の奏で方→反復・対照・変化 どれか１つは必ず使うこと。 

  ・音の重ね方→ユニゾン・カノン風・音を重ねる～音を減らす どれか１つは必ず使うこと。 

④よりリアリティーな表現をするために音の三要素に含まれる音の高さ(音楽の要素：旋律、音高)と音の強さ(音

楽の要素：強弱)を変化させること。そして、表現する気持ちの変化と根拠を持って関連づけること。 

⑤１０秒～１５秒の作品の中でクライマックスになる部分を決めてまとまりのある作品になるように工夫すること。 

 

これらの工程を３時間使って、作品を完成させる。作品の変容が分かるようにワークシートに言葉やイラストを

使って作品の進捗状況を記録していく。また、班活動になるため、ロイロノートの共有フォルダ内で作業を行わせ

る。また、作品を作っていく過程で、班のメンバー同士で客観的に音の表現を聴き合い、それに対してのフィードバ

ックを行い、作品のブラッシュアップを繰り返し完成度の高い作品を目指させたい。 

一連の過程を経て、この単元の一番の山場である各班の作品を聴き合う時間を設定する。ここでは、自分たち

の演奏表現は聴き手にどのように受け止められたのか、聴き手からのフィードバックをもとに円滑なコミュニケー

ションについて考えさせたい。さらに、この単元を通して、自身が発している音に意識を向けさせ日々の生活の中

で存在している音の価値や音が一つのコミュニケーションの媒体になることに気づかせ、自身のコミュニケーショ

ンの在り方について振り返るきっかけになればと考えている。 

 

 

 

 

  

その音を聞いて、最終、どう感じるのかは脳 



4.評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 ①音の分析(音色による感情表

現)をするために、音素材の特

徴及び音の重なり方や反復、

変化、対照などの構成上の特

徴を表したいイメージと関わら

せて理解している。 

 ②自分なりに音の分析(音色によ

る感情表現)に必要な、課題や

条件に沿った音の選択や組合

わせなどの技能を身に付けて

いる。 

①音楽を形づくっている要素や要

素同士の関連を知覚し、それら

の働きが生み出す特質や雰囲

気を感受しながら、まとまりのあ

る創作表現を創意工夫するた

めに思いや意図をもっている。 

 

①音楽を楽しみながら主体的・協

働的に創作活動に取り組み、聴

き手に生み出した演奏作品の

思いや意図を伝えるために粘り

強く創作活動の学習活動に取

り組もうとしている。 

 

5．単元 or題材の指導計画（全９時間） 

時間 学習内容 主な評価規準 評価の観点 評価方法 

知技 思考 態度 

1～３ 

 

音の分析 

 

音の分析に必要な、音楽的な要素を

用いて合理的な結論や一般論を導き

出している。 

● 

 

 

● ● 態度 

観察 

知技①② 

ワークシート１ 

思考 

プロセスジャーナル 

４～６ 

 

 

 

 

 

分析と実践・議論 音色による感情の表現方法の分析を

するために、音色に関連する情報を集

め、整理し、作品に反映させている。 

作品のブラッシュアップのために互い

に意味のあるフィードバックを与え、ま

た受け取り、作品を完成させている。 

● ● ● 態度 

観察 

知技①② 

提出動画 

ワークシート２ 

思考 

ワークシート２ 

プロセスジャーナル 

７ 

本時 

発表と相互評価 

フィードバック 

音素材の特徴を捉え、音楽の要素と

関連づけて思いや意図を伝えるため

の工夫をし、まとまりのある音を創作

し、演奏表現している。 

 

意味のあるフィードバックを与え、また

受け取ることによって、言葉によらない

●  〇 ● 

 

態度 

発表会振り返

りシート 

知技② 

創作発表会の

動画 

思考 

プロセスジャーナル 



コミュニケーションの方法(音の感情表

現方法)について考察している。 

８～９ 

 

振り返り 

総括的評価課題作成 

フィードバックを基に、より効果的なコ

ミュニケーションとしての音の表現とは

何かを模索し最終レポートを作成して

いる。 

文字数は、１０００字～１５００字。 

(最終レポートの内容)  

①自身が生み出した音について分析

し、音の三要素に基づき詳しく述べ

る。(知識) 

②音色による感情表現を分析し、議論

を重ね、根拠を持って音を創作した

うえで、自身の作品を振り返り、制

作過程における変遷をまとめる。

(思考) 

③自身の作品の芸術的意図と音楽の

要素の特徴をまとめる。(知技) 

④音とコミュニケーションについて自

身の考えをまとめている。(態度) 

〇 〇 〇 知技①② 

思考 

態度 

最終レポート 

●・・・形成的評価（指導に活かす評価）   ◯・・・総括的評価（記録に残す評価） 

 

6．本時の展開 

(1)本時の目標 

１．自分たちの作品を演奏表現する際に、音素材の特徴を捉え、音楽を形づくっている要素と関連づけて自分た

ちの思いや意図を伝えるための工夫をし、まとまりのある音を創作し、表現することができる。 

２．自分たちの作品に対して他者からの評価を受けて、言葉によらないコミュニケーションの方法(音の感情表現

方法)について考察することができる。 

 

(2)本時の評価規準 

知技② 

音素材の特徴を捉え、音楽を形づくっている要素と関連づけて思いや意図を伝えるための工夫をし、まとまり

のある音を創作し、演奏表現しているという視点で評価する。 

 

態度 

  創作発表会振り返りシート 

  発表会振り返りシートの聴き手からの記載内容を受けて、言葉によらないコミュニケーション方法(音による感

情表現方法)について考察し粘り強く取り組もうとしている視点で評価する。 

 

(3)本時で発揮されるグローバル市民性について 



・自分たちの作品を表現する際に、音楽を形づくっている要素を用いて自分たちの思いや意図を伝えるための工 

夫をし、まとまりのある表現活動をしている場面。その理由として普段、何気なく聞いている「音」に耳を傾け、自

分たちの思いや意図をどのように音という媒体を使って相手に伝えるのかということを意見交流しながら試行

錯誤しているから。 

・自分たちの作品に対して他者からの評価を受けて、言葉によらないコミュニケーションの方法(音による感情表

現方法)について分析し粘り強く考えている場面。その理由として、コミュニケーションというのは、全世界、人と

人とが意思疎通を行う共通したツールであり、効果的なコミュニケーションの方法について意見交流をしながら

試行錯誤しているから。 

 

（4）展開 

学習過程 学習活動および内容 指導上の留意点 評価の観点・方法 

導
入  

５
分 

   

前時の学習内容を確認する。 

自分たちの発表する作品が相手に

伝わるように表現の工夫をどのよう

にしようとしているのか確認する。 

今回の状況設定は「言葉が全く伝わらな

い、伝わりにくい相手に音で自分たちの気

持ちを伝える」ということを再度、認識させ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展
開
１       

２
０
分         

    

 

(発表者) 

各班の発表を行う。 

(聴き手)  

アイマスクをつけて、発表者の演奏

を聴き、そこから知覚・感受したこと

をワークシートに詳しく記入する。 

 

(発表者) 

気持ちを集中させて班のメンバーと協力

し合い表現するように促す。 

(聴き手) 

アイマスクをつけて、発表者の演奏を聴

き、そこから知覚・感受したことを評価シー

トに詳しく記入するように促す。 

知技② 

発表 

 

 

 

展
開
２    

２
０
分 

       

        

  
自分たちの表現に対して他者から

の評価を受けて、言葉によらないコ

ミュニケーション方法(音色による感

情表現)について考察する。 

自分たちの作品を通して「伝えたかった気

持ち」に対して聴き手はどのように受け止

めたのか。言葉によらないコミュニケーシ

ョン方法(音色による感情表現方法)につ

いて班で意見交流をして発表内容を要約

するように促す。 

態度 

発表会振り返りシート 

ま
と
め 

５
分 

プロセスジャーナルを記入する。 今日の授業での自分自身について振り返

り具体的に記入しておくように促す。 

思考 

プロセスジャーナル 

探究テーマ：感情の表現方法の分析と解釈の議論を通して、受け手との効果的なコミュニケーションを生み

出す可能性がある。(分析 表現者側/解釈 受け手側) 

ATLスキル：意味のあるフィードバックを与え、それを受け取ることによって言葉によらないコミュニケーション

(音色による感情表現)について解釈する。 

今日のめあて：各班の発表を聴き、言葉によらないコミュニケーション方法(音色による感情表現)について考える 



(５)準備物 

・アイマスク 、各班で使う音素材、chrome book 

 

７．成果と課題 

 この単元のねらいとしている「音を媒体としたコミュニケーションの可能性を考える」ということにおいて、音の分

析、学習班を用いた創作活動、各班の発表から発表者と聴き手の立場に分かれて意見交流を行いある一定の

成果は達成できたと感じている。 

また、この単元を通して生徒に身に付けさせたい資質・能力として２つ設定していた。１つ目は「自分達の作品

を作成、演奏表現する過程において、音素材の特徴を捉え、音楽を形づくっている要素と関連づけて自分達の思

いや意図を伝えるための工夫をし、まとまりのある音を創作し表現する力」である。音素材の特徴を捉えるために

音の三要素を使って音の分析を行った。身の回りの素材からどのような音が生まれるのかという取り組みを行っ

た。生徒たちは、音楽室という空間の中で自分が持っている筆記用具や音楽室にある机やカーテンなど、今まで

意識していなかった物から多くの音を生み出していた。同じ物でも叩き方や叩く角度によって音色が変わる、その

時の自分の気持ちによっても音色が変わるといったことを自発的に発見する姿が印象的であった。次に示すワー

クシートは生徒が書いたワークシートの一部である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に行ったこととして「快適な音」と「不快な音」を音の三要素を使って生み出す活動を行った。個人で考えた

音を学習班のメンバーに聞いてもらいお互い意見交流を行うことで聴き手は自分が生み出した音をどのように

感じたのか、人が感じる快適・不快の基準は何なのかといったことを考える取り組みを行った。次に示すワークシ

ートは生徒が書いたワークシートの一部である。 

 

 

 

 

  

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

このような取り組みを行った後に「快適」「不快」だと思う音の大きさ・高さについて７段階から複数回答可能

なアンケートを実施した。(生徒数１４６人)下に示すデータから人が感じる快適な音の大きさは小さな音～やや大

きな音であり、快適な音の高さはやや低めの音～やや高めの音だと言える。次に不快な音の大きさはとても小さ

な音・大きな音～とても大きな音であり、不快な音の高さはとても低い音～低い音・高い音～とても高い音だと言

える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ここまでが音の分析の取り組みである。身の回りの音が普段の我々の生活にどのような影響力を与えている

のか、また、我々の感情にどう働きかけているのかという部分を生徒自身が実感した上で創作活動の取り組みを

行った。  

 創作活動においては、学習班を用いてポジティブな感情とネガティブな感情を同じ音素材を使って、１０秒～１５

秒間の演出を作成した。ただ、音を鳴らすだけでなく、どのようなシチュエーションでどのような感情の変化を表

現しようとしているのか試行錯誤し粘り強く考える場面が見受けられた。この場面こそが、音楽の要素と関連づけ

て自分達の思いや意図を伝えるための工夫をし、まとまりのある音を創作し表現する力が育まれる場面であると

言える。また、生徒たちが知覚と感受を働かせて音と向き合い音を巧みに操り演出しようとする自発的な姿が見

受けられたと言える。次に示すワークシートは生徒が書いたワークシートの一部である。 

 
 この創作活動を行って課題点としては、教師側が設定した条件が多すぎたという部分である。「音の奏で方」と

して構成の要素を用いること。「音の重ね方」としてユニゾン・カノン風・音を重ねていく⇔減らしていく、どれか１

つは使うこと。「より臨場感のあるシチュエーションを演出するために」音楽の要素の強弱・速度・音高・リズム・テ

クスチュアのどれか１つは使うことと３つの条件をつけた。しかし、音の演出を作成していく上で、音を重ねないほ

うが、より演出したいシチュエーションに近いものになるという生徒たちからの意見もあり、シンプルだからこそ、音

の価値を見出せる可能性に生徒たちの活動を通して自分自身が気づかされた部分も多々あった。その作品のワ

ークシートを下に示す。 

 



 次にこの単元を通じて生徒に身に付けさせたい資質・能力の２つ目としては、自分たちの作品に対して他者か

らの評価を受けて、言葉によらないコミュニケーションの方法(音の感情表現方法)について考え粘り強く考える

力である。発表会を経て、聴き手からの評価シートの意見を集約し自分達の音の演出がどのように聴き手に伝

わっていたのか、さまざまな意見がフィードバックされていた。その中から、自分達の意図する部分が伝わった場

合は、なぜ、それが伝わっていたのか、逆に伝わっていなかった部分は、どのように修正したら良かったのか、生徒

たちは、再度、音と向き合い知覚・感受する姿が見られた。音は、いつも自分たちのそばに存在するものであり、音

そのものに対して意識を向ける場合とそうでない場合があるが、この授業を通して音の存在価値や音が時には、

自分や他者に何らかの感情を含んだメッセージが込められているということに気づいた生徒は多いと感じた。 

そのワークシートの一部を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

最後に、生徒たちがこの単元を通して「音」に対する価値がどのように変容したのかついて述べたい。この単元

の最初と最後に「音って何」という問いかけを行った。最初の授業で多くの生徒たちが書いていた意見としては、

「音は音である」「空気を振動させて伝える現象」「人間の生活に必要なもの」「身の回りに中に溢れているもの」

などが多かった。最後の授業で書いてきた意見の中には、「音の強弱、音色、高さによって聴き手が受け取る感

情も変わってくるので、その３つの要素の組み合わせは無限にあるから音以外の情報がない時でも豊かな感情

を伝えることができるもの」「心身もとの影響するもの」「感情を相手に伝えられるもの」など、自分や他者の感情

に大きく影響を与えるものであることが実感できた生徒が多かったと言える。生徒が音を意識して聴き、その音

が人々にどのような影響を与えているのかということを音楽科の学習において関心を高めることは、人間にとって

の音や音楽の存在意義について考えたり、生活や社会におけるよりよい音環境を希求する意識をもったりするこ

とへとつながっていくと考えらえる。今後の授業の中でも身近な題材から常に意識できるような授業を目指して

いきたいと考えている。下に「音って何」Before Afterのワークシートの一部を紹介したい。 
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・音の 3要素とは何？音楽の理解に欠かせない基礎知識│er-theory (er-music.jp) 

・スガナミ楽器 https://www.suganami.com/ 
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保健体育科学習指導案  

オリジナルチュックボールを開発し,発信しよう 

～共生体育の視点を重視して～ 

授業者 附属池田中学校 三好 達也  

 

1．対象 附属池田中学校第３学年 A 組（36 名） 

 

2．単元目標 

令和 3 年度より全面実施されている中学校学習指導要領 解説 保健体育編において，保健体育科の目標は

以下の 3 つにまとめられている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・知識及び技能に関して  

これらの資質・能力を育成するためには,体育や保健の見方・考え方を働かせる必要がある。保健体育科の見

方・考え方は新学習指導要領において,以下のように整理されている。 

 

 

 

 

 

 

 

R5 年度より本学附属池田地区では,池田地区の研究テーマを「グローバル社会を協働的に創造する資質・能

力の育成―グローバル市民性が育つ学びをつくるー」と設定している。本研究は 3 年計画で,１年次にグローバ

ル市民性の定義づけ,２年次に定義に基づいた実践とコモンルーブリックの作成,最終年次には評価することとし

ている。R5 年度は,研究１年次のため,グローバル市民性を池田地区（小中高）として探究し,定義づける 1 年と

している。そのため,現段階で定義づけられていない。その前提を踏まえた上で現段階において本校体育科がめ

ざす「グローバル社会を協働的に創造する資質能力」とは,「多様性を受容し,主体的・協働的にスポーツを創造

し,実践しつつ再構築できる資質能力」と仮定することとした。 

梅澤（2020）は,『2017 年告示の学習指導要領においては,「共生」が運動やスポーツの価値の１つに挙げ

られている。障害の有無など多様性を包摂（インクルージョン）し,「スポーツを通した共生社会の実現」に寄与で

きる地球市民の育成が希求されていると言える。』と述べており,このことから共生の視点はグローバル市民性と

の関連が多分にあると考える。 

体育や保健の見方・考え方を働かせ，課題を発見し，合理的な解決に向けた学習過程を通して，心と体を

一体として捉え,生涯にわたって心身の健康を保持増進し,豊かなスポーツライフを実現するための資質・能

力を次のとおり育成することを目指す。 

(1)各種の運動の特性に応じた技能等及び個人生活における健康・安全について理解するとともに，基本

的な技能を身に付けるようにする。  

(2)運動や健康についての自他の課題を発見し，合理的な解決に向けて思考し判断するとともに，他者に

伝える力を養う。  

(3)生涯にわたって運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し，明るく豊かな生活を営

む態度を養う。 

「体育の見方・考え方」 

運動やスポーツを， その価値や特性に着目して，楽しさや喜びとともに体力の向上に果たす役割の視点か

ら捉え，自己の適性等に応じた『する・みる・支える・知る』の多様な関わり方と関連付けること  

「保健の見方・考え方」 

個人及び社会生活における課題や情報を，健康や安全に関する原則や概念に着目して捉え，疾病等のリス

クの軽減や生活の質の向上，健康を支える環境づくりと関連付けること 



そこで,本単元は,共生体育の視点を重視した上で,球技（ゴール型）のチュックボールを扱うこととした。単元目

標は以下のように設定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 指導に当たって 

（１）教材観 

チュックボールとは，弾力のあるネットに,ボールをシュートしあうゲームで，ハンドボールによく似たヨーロッパ発

祥のスポーツである。このスポーツの特徴は，ゴールにネットを使用することや身体的な妨害が制限されることが

挙げられる。ゴール型の球技では,攻守が入り乱れての攻防になるため,身体的な妨害がルールで定められてい

ることが多い。そのため,技能面が十分に高まっていない場合,プレー中に落ち着いて判断することができない場

面が多くなる。チュックボールでは相手ボールをパスカットしてはいけないというルールが前提にあるため,ボール

保持者が落ち着いて判断しプレーすることができる。また,ゴールにはネットを使用することでゴールキーパーに苦

手意識を持つ生徒の負担を減らすことにもつながる。さらに,シュートしてネットから跳ね返ったボールには守備側

に主導権があることなどにあり，シュート後も守備側が得点の有無に関与できるところが魅力である。そのため，

シューターやディフェンダーのみでゲームが構成されるのではなく，シュート直前・直後のボールを持っていない

時の動きも重要となってくる。 

このようなスポーツを学習することを通して，技能を獲得することはもちろん，チームのメンバーと協働的に学習

を進めること,様々な視点（する・みる・知る・支える等）から関わること,自己の運動能力を鑑みて，役割を果たそ

うとする姿勢を醸成していくことは,価値のあるものと考えられる。このスポーツを通して，多様な他者と協働したり,

多様な形でスポーツに関わることの楽しさを学んだりすることが，今後の運動・スポーツへの関わりへとつながっ

ていくと考えられる。  

 

（２）生徒観 

本学級の生徒（男子 18名,女子 18名,計 36 名）を含む第３学年の生徒は，１年時から他者と協働的に学習

を進める経験を多くしてきている。球技に関しては,ゴール型（ハンドボール,バスケットボール）ネット型（インディ

アカ,バドミントン）ベースボール型（クリケット・ソフトボール）を学習してきている。全ての球技を男女共習で実施

しているため,一人ひとりの違いについての理解もしている。本単元で扱うゴール型球技における 1・２年時の生

徒の姿からは,チームとして協働的に学習を進めてはいるものの,球技を苦手と感じている生徒は一定数いること

が見受けられた。また,そのような生徒が十分に活躍することができない場面が少なからずあった。 

そこで,客観的に生徒の実態を把握するために,本単元に先立ち本学級を含む中学３年生に授業アンケート

（①〜④）を行った。（有効回答数 142 名）＊本指導案では,本単元に関わる部分のアンケート項目のみ抜粋し

て記載している。（図表１〜４） 

(1) 勝敗を競う楽しさや喜びを味わい，球技の特性や成り立ち，技術の名称や行い方，運動に関連して高

まる体力などを理解するとともに,仲間と連携してゴール前の空間を使ったり,空間を作りだしたりして攻

防を展開する技能を身に付けるようにする。 

(2)攻防などの自己やチームの課題を発見し,これまで学習した知識や技能を活用して，学習課題への取り

組み方を工夫できるようにしたり，自己や仲間の課題の発見や解決に向けて考えたりしたことを，他者に

わかりやすく伝えられるようにする。 

(3)球技に自主的に取り組むとともに，フェアなプレイを大切にしようとすること，作戦などについての話合い

に貢献しようとすること，一人一人の違いに応じたプレイなどを大切にしようとすること，互いに助け合い

教え合おうとすることなどや，健康・安全に気を配ることができるようにする。 



 

①球技（ゴール型）に関わる時,どの関わり方が好きですか。（複数回答可）  

回答選択式（する,見る,支える,知る,作る,広める,その他（自由記述）                   

 （図表１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②ゴール型（ハンドボールやバスケットボール,サッカー,チュックボール等）の球技をすることは好きですか 

回答選択式（はい・どちらかといえば,はい・どちらかといえば,いいえ・いいえ）          

（図表２） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ゴール型（球技）の面白いところ,楽しいと感じるところはどこですか。あてはまるもの全てにチェックをつけて

ください。他にもあればその他に書き込んでください。             

 

 

回答選択式（１〜９）                              

 

 

 

 

 

 

回答 人数 割合 

はい 68人 47.9％ 

どちらかといえば,はい 42人 29.6％ 

どちらかといえば,いいえ 23人 16.2％ 

いいえ 9人 6.3％ 

１ 攻守の切り替えが激しいところ 

２ シュートやパスの技能 

３ いろいろな人が自由に動きまわるところ 

４ 自由にパスを出せるところ 

５ 判断する時間が短いところ 

６ 自由に動きまわれるところ 

７ 相手が邪魔をしてくるところ 

８ チームの連携 

９ その他（自由記述） 



（図表 3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ゴール型（球技）の難しい,苦手だと感じるところはどこですか。あてはまるもの全てにチェックをつけてくださ

い。他にもあればその他に書き込んでください。 

回答選択式（１〜10） 

 

 

 

 

 

 

（図表４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケート①の結果より,スポーツを「する・見る」という視点での関わりが好きな生徒が多いことが結果となっ

た。３年間を通して多様な関わりを意識した授業を展開してきていたが,「支えるや作る,広める」といった関わり

の楽しさを十分に味わわせることができていないことが明らかとなった。 

アンケート②のゴール型の球技をすることは好きですか。という問いには７７．５％の生徒が肯定的な回答をした。

一方で２２．５％の生徒が否定的な回答をした。 

また,アンケート③で尋ねた球技（ゴール型）の面白さについては,攻守の切り替えが激しいところや自由に動き

回ったり,パスをしたりすることができること,シュートやパスの技能面やチームとの連携に面白さを感じている結

果となった。 

１ 攻守の切り替えが激しいところ 

２ シュートやパスの技能 

３ いろいろな人が自由に動きまわるところ 

４ 誰にパスをだせばよいかがわらかない 

５ 判断する時間が短くて焦る 

６ どこに動けばいいのかわからない 

７ 相手が邪魔をしてくるところ 

８ 相手と接触があること 

9 チームの連携 

10 その他（自由記述） 



一方で,アンケート④の苦手,難しいと感じている部分については,判断の難しさ（時間の短さや誰に出せばいい

のか）や相手チームの接触や妨害に対する回答が多かった。これは,岩田（２０１６）が述べているように,『「ゲー

ム展開の速さ」 と， 「常に流動的な様相」 が困難さの前提にある。』ということとも関連していると考えられる。 

本学級を含む本学年の生徒は,スポーツに対する多様な関わり方の面白さを十分に味わうことができていない

ということ,球技（ゴール型）において,ゴール型の持つ面白さを感じている生徒がいる一方で,状況判断や対人

プレー時に難しさを感じている生徒が一定数いることが明らかとなった。 

そこで,本単元においては,多様な関わり方をすること,共生の視点を大切にした授業展開をすることでゴール型

の面白さを感じることができる生徒を育成したいと考える。 

   

（３）指導観 

 生徒の実態を踏まえた上で,多様性を受容・包摂し合い,主体的・協働的に「私たちのスポーツ」を創造し,実践

しつつ再構築できる資質能力を育成していきたいと考える。 

本単元では,チュックボールを主としながらも「自分たち（学級全員）が楽しい」と感じるオリジナルチュックボー

ルを開発し,発信することを総括的課題として位置付ける。また,単元目標を「全員が活躍でき,楽しいゲームを自

分たちで創って発信しよう」と提示する。創るだけでなく,発信することで,面白さを自分自身が感じるだけでなく

他者にも感じてもらいたいという他者意識がうまれる。また,発信の対象は小中高等学校の教員とする。発信方

法については,オリジナルチュックボールの紹介資料（基本的な１時間の授業の流れ、効果的な練習メニュー等）

を作成することとした。発信のよさは,視聴者の反応を知ることで学び手自身の評価にもつながること,自己認識

を深めるための他者評価は非常に有効であることなどが考えられる。 

また,多様な関わり方をすることでスポーツに対する新たな見方・考え方が育まれるとも考える。加えて,スポーツ

をするという場面においては,十分な活躍ができなかった生徒も創るや支えるという場面において大きな活躍を

することも考えられる。自分の得意を活かしながらスポーツに関わることで豊かなスポーツライフを実現すること

ができると考える。 

多様な他者との共生を体育に取り入れる際に大きな問題となるのが,スポーツにおける勝敗の存在である。勝

敗があることでスポーツの面白さを感じることができる一方で,それを目的としたテーマを設定してしまうと,運動

が苦手な生徒はそのチームから排除されやすくなってしまう。梅澤（２０１６）は「教育における競争は,互いが切磋

琢磨し,共に成長し合うための手段」としている。 

そこで,本単元では,アダプテーション・ゲーム（Richardson et al.,2013）を採用することとする。アダプテーシ

ョン・ゲームは，ゲームにおいて全てのプレーヤーに最適な対戦レベルを作ることで拮抗した展開をつくり，主体的

な参加へと導くものである。アダプテーション（adaptation）は調整を意味し，ゲームの難易度をプレーヤーの最

適に調整することを意味する。この考え方をスポーツ場面，特に球技において負けたチームが勝ったチームにル

ールの調整を求めることで，体力差のある者同士でも対等に戦う場面を形成することが可能である。 

また,「全員が活躍でき,楽しいゲーム」という視点に立てば,負チーム以外からでもルールの追加や変更を可能

とする。                                                                  図表 5        

松田（2008）は,西村（1990）に倣い,遊びの前提には「安心感がある

こと」を掲げ,「できる」と「できない」の「間」,「勝つ」と「負ける」の間に

存在する「心の動き」を楽しむことが重要だと述べている。（図表 5）                                                             

自由にルール調整を行うことができるアダプテーションゲームを導入す

ることで,「心の動き」を楽しむ生徒が増えると考える。また,村瀬ら

（2021）は,『アダプテーションゲームを取り入れることで球技が得意とす



る生徒は不利になる状況が想定される。そういった状況になっても,チームや個人としての戦術の工夫を行うこと

でゲームへの主体的な参加をすることができる。』と述べておりアダプテーションゲームが球技の苦手な生徒だ

けでなく,得意な生徒にとって効果的であると考える。 

また,ルールや用具を調整し,楽しさを追究するだけでなく,人との関わりから得られる楽しさを感じさせたい。上

でも述べたが,活動の前提には安心感があることが最も重要である。その安心感を作り出すのは,教師であり,学

級であり,チームであり,個人である。とりわけ,本単元においてはチームや学級が大切な役割を担うであると考え

る。                                                               図表６ 

そこで,本単元では,OPP シートを活用することとする。一般的に,OPP シートは個

人で使用するものである。OPPシートは,毎回の自身の考えや気づきや発見などを

1 枚のシートに蓄積することで,学びを自己認識することに役立ったり,新たな課題

に気づいたりすることができるよさがある。本単元は,チーム競技であるということ

から,個人ではなく,チーム OPP シート（図表６）を活用することとした。毎回の記録

は各個人で記入するものの,チームのメンバーは常に全員の記述を見ることが出

来る。そのため,チームメンバーの気づきや発見がチーム内で共有されやすくなり,

新たな課題を生み出したり,課題解決につながったりすることが期待できる。また,

教師からの手立てとして,積極的にチームの所属意識が高まるような工夫をしてい

く。 

これらの指導により,生徒がオリジナルチュックボールを創り出していく面白さに没頭する学びを創出していきた

い。 

 

4.評価規準 

知識・技能（あ） 思考・判断・表現（い） 主体的に学習に取り組む態度（う） 

①集団対集団，個人対個人で

攻防を展開し，勝敗を競う楽

しさや喜びを味わえる特性が

あることについて，言ったり書

いたりしている。 

 ②技術の名称や，技術を身に

付けるためのポイントを理解し

ている。 

③仲間と連携してゴール前の

空間を使ったり,空間を作りだ

したりして攻防を展開すること

ができる  

 

①個人やチームの課題を見

付け,改善策を文章や言葉

で表現している。 

②ルールを守り競争したり勝

敗を受け入れたりする場面

で,よりよいマナーや行為に

ついて，自己の活動を振り

返っている。 

③体力や技能の程度，性別

等の違いに配慮して，仲間

とともに球技を楽しむため

の活動の方法や修正の仕

方を見付け表現している。 

①相手を尊重するなどのフェアな

プレイを大切にしようとしてい

る。 

②チームや個人の違いに応じた

課題や挑戦及び修正などを大

切にしようとしている。 

③健康・安全を確保しようとして

いる。 

 

 

 

 

 

 



5．単元の指導計画（全 10時間） 

時間 学習内容 主な評価規準 評価の観点 評価

方法 知技 思考 態度 

１ ・単元計画について知る。（学習内容・評

価） 

・テーマに対する考えを OPPに記入する。 

・試しのゲームを実施する。 

・学習の振り返りを行う。WS（毎時） 

（う）①③   ● 観察 

 

２ ・「みんなが楽しい」の共通理解をはかる。 

・既存のルールでゲームを行う。 

・楽しくなる工夫を考える。 

（あ）② 

（い）③ 

● ●  観察 

WS 

３，４ ・楽しむための工夫（ルール・技能向上,チ

ームでの決まり）を考えて実践する。 

（あ）① 

（い）①② 

（う）③ 

 

● 

 

● 

 

○ 

観察 

WS 

5 ・気づきを全体共有する。 

・「みんなが楽しい」という考えの再構築を

はかり共通理解する。 

・チームで分担をして練習メニュー動画の

作成に必要な活動を行う。 

（い）③ 

（う）② 

 ● ● 観察 

WS 

動画 

６ ・楽しむための工夫（ルール・技能向上,チ

ームでの決まり）を考え,変更しながらゲー

ムをする。 

（い）①② ● ●  観察 

WS 

 

７本時 

８ 

９ 

・オリジナルチュックボール（取り組み方・考

え方・ルール・技能などを工夫して）でゲー

ムを楽しむ。 

（あ）①③ 

（い）①②③ 

（う）①② 

○ ○ ○ 観察 

WS 

１０ ・資料の作成,完成 

・学習のまとめレポートの作成 

・テーマに対する考えを OPPに記入する。 

（あ）①② 

（い）③ 

○ ○  観察 

WS 

動画 

●・・・形成的評価（指導に活かす評価）   ◯・・・総括的評価（記録に残す評価） 

 

6．本時の展開 

(1)本時の目標 

・体 力 や技 能 の程度 ， 性別等の違いに配慮して，仲間とともに球 技 を楽しむための活動 の方法や修

正の仕方を見付け,表現しようとする。 

・相手を尊重するなどのフェアなプレイを大切にしようとする。 

 

(2)本時の評価規準 

・体 力 や技 能 の程度 ， 性別等の違いに配慮して，仲間とともに球 技 を楽しむための活動 の方法や修



正の仕方を見付け表現している。（い）③ 

・相手を尊重するなどのフェアなプレイを大切にしようとしている。（う）① 

 

(3)本時で発揮されるグローバル市民性について 

キーワード：協働、自己認識、他者認識、粘り強さ、レジリエンス 

本時は精一杯運動し、かつ、楽しかったと思えるゲームを生み出すことができるかをめあてとしている。また、そ

れは個人的ではなく、チームや相手を含めた参加者全員が達成できることをねらいとしている。 

全員が楽しいと思えるためにはまずは、自己認識が必要となる。さらに、自己だけでなく他者への配慮や認識も

深めることが必要である。また、ゲームを作り上げていく上で、チームを含めた学級のメンバーとの協働がかかせ

ない。協働的に学習を進めることで自己認識や他者認識、更に言えば学級全体を認識することにもつながる。 

学級全員が楽しいと感じる学習を１時間で生み出すことは容易ではない。前時まで楽しいと感じていた生徒が

本時において同様の思いを抱くかは不確定である。そのため、単元を通して何度もルールやチームの雰囲気等を

工夫したり高めたりすることが必要になってくる。そのため、一人ひとりに、粘り強さやレジリエンスも求められる。 

 

（4）展開 

学習過程 
学習活動および内容 指導上の留意点 

評価の 

観点・方法 

導
入
  $

分 

   前時の振り返りを行い，本時の学習 
につながる意見や考えを共有する。 
 
本時の学習課題を確認する。 
 

 

 

 

 

 

振り返りを基に新たに加えるルール

がある場合は全体で共有する。 

前時の試合動画を視聴し，試合における動きを想
起しやすくする。 
・ICTの活用→視覚的に課題が明らかにできる。 

グループ OPP シートの記述から，学習課題につな
がる意見や考えを全体共有する。 
・個人の考えを基にチームや全体に意見を広げる。 

「間」と心の「動き」があるようなルールや考え方を

大切に取り上げる。 

 

 

追加ルールがある場合は,意図や仕組みを考えた

生徒から説明させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みんなが精一杯運動した上で,楽しかったと思える練習やゲームを考え実施しよう。 



展
開
       (

$
分
         

    

 チームごとで 8 分間 W―UP を行う。 
 

 

 

 

ゲームを実施する。（１試合 5 分×３

試合）合計３試合行う。対戦相手は

同じチームとする 

試合間に 3 分間の作戦タイムを設

ける。（試合をしていないチームは,

審判や写真撮影を行う。） 

ゲーム（技能面）におけるグループ課題の解決に
つながる練習を選択できるように助言する。 
グループ・バウンドキャッチ 
※ネットにボールを跳ね返らせて，それを次のシュ
ーターがキャッチする。落とさないことが大切 
１ネットを使用してのハーフコートゲーム 
 

精一杯運動することができているか,ゲームが楽し

めているかを生徒の様子や,発言から見とる。また,

楽しめている,楽しめていない様子が見られた際に

は,どこ（ルール,チームの雰囲気,技能）に起因す

るものなのかを見定めて,２試合目にルール変更を

した方がよいのであれば助言する。 

試合の様子を見ておき,２試合目に向けた助言を

行う。 

 

 

 

 

 

（い）③ 

観察 

（う）① 

観察 
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チームでゲームの内容について話し

合う。 

全体で共有を行う。 

5 分間で個人の振り返りを記入す

る。 

新たに球技を楽しむための工夫を考えついたり感

じたりしているグループへ介入し,その内容と理由

を把握する。→全体共有へつなげる。 

（い）③WS 

 

 

（5）準備物 

 大型モニター,チュックボール用ゴール,ハンドボール,ホワイトボード,得点板 
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成果と課題 

授業終了後に授業前と同様にアンケートを実施した。 

アンケートの内容については概ね事前に行った内容と同じであるが一部変更をした。変更点は「ゴール型球技」

という言葉を「チュックボール」とした点である。 

 

①球技（ゴール型）に関わる時,どの関わり方が好きですか。（複数回答可）  

回答選択式【する,見る,支える,知る,作る,広める,その他（自由記述）】             

 

②チュックボールは好きですか回答選択式（はい・どちらかといえば,はい・どちらかといえば,いいえ・いいえ）          

（図表２） 

  

 

 

 

 

 

 

 

③チュックボールの面白いところ,楽しいと感じるところはどこですか。あてはまるもの全てにチェックをつけてくだ

さい。（図表３） 

 

 

 

 

 

 

 

 事前 事後 

する 73.2％ 98.1％ 

見る 78.2％ 94.2％ 

支える 20.4％ 58.3％ 

知る 28.2％ 60.2％ 

作る 7.7％ 36.9％ 

広める 8.5％ 26.2％ 

回答 割合 

はい 70.9％ 

どちらかといえば,はい 24.3％ 

どちらかといえば,いいえ 4.9％ 

いいえ 0％ 



  事前 事後 

１ 攻守の切り替えが激しいところ 62％ 83.5％ 

２ シュートやパスの技能 49.3％ 54.4％ 

３ いろいろな人が自由に動きまわるところ 52.1％ 54.4％ 

４ 自由にパスを出せるところ 45.8％ 60.2％ 

５ 判断する時間が短いところ 26.8％ 24.3％ 

６ 自由に動きまわれるところ 48.6％ 54.4％ 

７ 相手が邪魔をしてくるところ 19％ 67％ 

８ チームの連携 47.9％ 67％ 

９ その他（自由記述） 3.5％ 4％ 

 

④ゴール型（球技）の難しい,苦手だと感じるところはどこですか。あてはまるもの全てにチェックをつけてください。

他にもあればその他に書き込んでください。回答選択式（１〜10） 

（図表４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  事前 事後 

１ 攻守の切り替えが激しいところ 39.4％ 24.3％ 

２ シュートやパスの技能 41.5％ 45.6％ 

３ いろいろな人が自由に動きまわるところ 27.5％ 13.6％ 

４ 誰にパスをだせばよいかがわらかない 47.9％ 35％ 

５ 判断する時間が短くて焦る 52.1％ 58.3％ 

６ どこに動けばいいのかわからない 31.7％ 20.4％ 

７ 相手が邪魔をしてくるところ 37.3％ 28.2％ 

８ 相手と接触があること 44.4％ 22.3％ 

９ チームの連携 22.5％ 23.3％ 

１０ その他 3.5％ 4 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケート結果①〜④より,多様な視点からスポーツに関わる面白さを生徒が感じることが言えるのではないか。

特に、事前アンケートでは低かった、スポーツを「支える、知る、作る、広める」という視点で関わる面白さを感じら

れたことは豊かなスポーツライフを送るために重要な部分であったと考える 

また、アンケート結果⑤⑥から、自分たちでルールを変えたり、練習方法や内容などを工夫したりしながら全員が

楽しいと思える授業を作っていく学習の面白さも多くの生徒が味わえていた。同様にそういった授業が生徒にと

っても大切だと感じている結果となった。 

生徒が記述した学習のまとめ【資料２】にも書かれている通り、本単元を通して、生徒はスポーツの新たなよさを

感じたり、今まで持っていたスポーツ感をより確かなものにしたりしている結果となった。 

 

課題 

アンケート結果①では、スポーツに対するさまざまな関わりについての数値は上がったものの、まだまだ十分と言

えるほどにはなっていない。「する・見る」の視点以外の関わりについても今後も継続して学習していく必要性が

ある。 

アンケート結果④については、チュックボールを通して難しさが減少した部分が多いものの、難しさを感じている

部分は残っている。シュートやパスの技能とボールを受けてからの判断する時間の短さという部分においては、事

前のアンケートよりも難しさを感じている結果となった。攻防の入れ替わりが激しい競技特性から、判断力がより

求められることが要求されること、また得点に関するパスやシュートを打つ回数が非常に多いことから技能面に

おいて難しさを感じているのかもしれない。面白さである一方、難しさでもあるという面を今後ルールや取り組み

の工夫により改善していく必要性がある。 

チュックボールの実践数が少ないこともあり今後も継続して実践を積み重ね、チュックボールがもたらす効果など

を検証していく必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

⑤自分たちでルールを変えたり、工夫したりし

ながら全員が楽しいと思える授業を作る体育

学習は楽しいですか。 

 

⑥自分たちでルールを変えたり、工夫したりし

ながら全員が楽しいと思える授業を作る体育

学習は大切だと思いますか。 



資料１【毎時間のリフレクション（OPP）シート】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料２【生徒が作成した単元計画書・ワークシート】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



資料３【生徒が作成した授業「計画書・ワークシート】 

表紙                         ルール                      単元計画・目標 
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８.９時間目                    ワークシート例①                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワークシート例②                         ルール変更フローチャート図                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



中学校技術・家庭科（家庭分野）学習指導案 

「持続可能な食生活を目指して」 

社会に開かれた教育課程を目指す企業連携～Co-Agency と育むグローバル市民性～ 

 

授業者  大阪教育大学附属池田中学校  大野真貴  

 

１．対象 第１学年 C 組（36 名） 

２．題材目標 

・知識及び技能に関して 

日常生活と関連付け，用途に応じた食品の選択について理解しているとともに，それらに

係る技能を身に付ける。 

・思考力・判断力・表現力に関して 

食生活の中から問題を見いだして課題を設定し，解決策を構想し，計画を立てて実践した

結果を評価・改善し，考察したことを論理的に表現するなどして課題を解決する力を養う。   

・学びに向かう力，人間性などに関して 

家族や地域，社会の人々と協働し，よりよい生活の実現に向けて，食生活について課題の

解決に主体的に取り組んだり，振り返って改善したりして，生活を工夫し創造し，家庭や

地域，社会などで実践する態度を養う。      

３．指導にあたって 

(１) 教材観                                                                                                                                                                                                                             

本題材は中学校学習指導要領技術・家庭  家庭分野「B 衣食住の生活（食生活の生活）(３)

日常食の調理と地域の食生活(ア)用途に応じた食品の選択と，（7） 衣食住についての課題

と実践（食生活についての課題と実践）」によるものである。ここでは，食生活に関心をも

ち，課題をもって日常食又は地域の食材を生かした調理などの活動について工夫し，計画

を立てて実践する態度や，食生活の中から問題を見いだして課題を設定し，その解決に向

けてよりよい生活を考え，計画を立てて実践する態度を育成することをねらいとしている。 

 2015 年に持続可能な開発目標（ SDGs：Sustainable Development Goals） iが示されて 8

年 が 経 過 し た 。「 Sustainable Development 

Report 2022」によると，日本の達成状況は日本

の SDGs 達成度は 163 カ国中 19 位で，前年（2021

年）の 18 位（165 カ国中）から 1 ランク下がっ

た。17 目標のうち「深刻な課題がある」とされ

る目標が一つ増えて 6 つとなり，ジェンダーや

環境の分野で課題を抱える状況が続いている

(図 1)。世界全体で見ると，目標１「貧困をな

くそう」について，新型コロナウイルス感染症

により，貧困対策における 4 年分以上の前進が

帳消しになり，インフレの高騰とウクライナで

の戦争により，前身の軌道からさらに外れてる

と報告された。 

図 １ Sustainable Development Report  

2022 



 目標 12「つくる責任使う責任」は，家庭科の学習内容と大きく重なる目標だが，昨年度

から状況は悪化し「深刻な問題がある」となった一つである。これに関する指標では，「食

品ロス」「電子機器の廃棄量」が多いのに加え，「プラスチックごみの輸出量」が多いこと

も評価を下げる要因となっている。農林水産省及び環境省は，食品ロス削減の取組の進展

に活かすため，食品ロス量の推計を行い公表しているが,令和 2 年度の食品ロス量は 522Mt 

となり，推計を開始した平成 24 年度以降で最少となっている。しかしながらその量は世界

的に見てまだ非常に多い。農林水産省「食品ロスの現状を知る」をみると，食品ロスの発

生量を主要国で比較すると，中国が 103Mt と最も多くの食品ロスを出しており，2 位はア

メリカ 56.4Mt，3 位が日本 17Mt となっている。 

目標 13「気候変動に具体的な対策を」に関しては，世界の気温上昇は治まらず，さらな

る異常気象を招いている状況だ。国際エネルギー機関（IEA）は，2022 年のエネルギー関

連の二酸化炭素排出量についての報告書を発表したが，世界の二酸化炭素排出量は前年か

ら 0.9%増加し，368 億トンと史上最高値を記録している。また国連食糧農業機関（FAO）に

よると，家畜動物達が全世界の交通機関（全ての自動車・飛行機・船）から産出される温

室効果ガスよりも 40％も多くの温室効果ガスを産出しており（温室効果ガス全体の 18％

は畜産からの産出），土壌や水質の劣化の主要な原因にもなっていると報告している。世界

の肉の消費量は，過去 50 年の間に  5 倍も増加しており，減少の兆しはない。畜産動物の

反芻運動や糞尿からのメタンガス ii排出や，土壌劣化 iii，水の大量消費 iv，穀物バランスの

不平等による飢餓地域の拡大 vなど肉の消費量増加による課題は大きい。 

このような状況の中で「プラントベースフード」が多く開発されてきている。プラント

ベースフードとは，健康増進・環境負荷の軽減を

目的とし，植物性食品を積極的に摂取しようとい

うプラントベースの考え方から生まれた植物性食

品を指す。動物倫理，環境負荷，食糧不足，ヘル

スケアの点で価値のあるものだ。近年開発も進み，

多くの企業から様々なプラントベースフードが誕

生している。2019 年より動物性原材料は配合せず

植物素材を使った商品の販売を開始したカゴメで

は，2021 年秋から家庭用チャネル向け商品の販売

もスタートしており，現在レトルトパウチ商品「プ

ラントベース」ブランドとして，カレー，パスタ

ソースなどを販売している。また大塚食品は直面

する健康問題・食料問題・環境負荷など様々な社

会課題の解決を目指して大豆由来の「ゼロミート」を開発した。体にも心にも，地球の未

来にもやさしい選択肢として注目を集めている。しかしながら，インターネット調査会社

のマイボイスコムが 2021 年 8 月，「プラントベースフード」について実施した調査をみて

みると，プラントベースフードの認知率はまだ 2 割弱にと留まっており，直近 1 年間に食

べた人は 4 割弱，「植物性ミルク」が約 16%，「大豆ミートなどの代替肉」が 1 割，「大豆ミ

ートで作られた加工品」が約 8%という結果だった。また，プラントベースフードの魅力と

して，「健康に良い」（ 4 割強），「食物繊維を多く摂取できる」（ 2 割強），「脂質の吸収を抑

図２  プラントベースフードに関する調査  

https://www.iea.org/events/co2-emissions-in-2022
https://www.iea.org/events/co2-emissions-in-2022


えられる」，「ヘルシーである程度の満足感が得られる」（いずれも 2 割弱）が上位にあげら

れている。他方，気になることとしては，「おいしいかどうか」（ 4 割強），「価格が高そう」

（3 割弱）「本当に安全かどうか不安」などが目立つ（図２）。 

昨今の世界の状況を踏まえ，食品ロスの現状を再確認し自分たちにできることを考え実

践することや，まだ知られていないプラントベースフードを持続可能な社会の構築のため

の手段の一つとして授業で伝えていく必要性は高い。 

 

総論で述べられている通り OECDviは，2019 年 5 月に「ラーニング・コンパス（学びの羅

針盤）」を公表したが，この中心概念の一つが「生徒エージェンシー」である。エージェン

シーを「より良い未来の創造に向けた変革を起こすために目標を設定し，振り返りながら

責任ある行動をとる能力」として定義づけている。またここには「共同エージェンシー

（Co-Agency）」という重要な概念も示されている。これは，保護者や仲間，教師，そして

広い範囲のコミュニティーは生徒が持つエージェンシーに影響を与え，子どもの成長やウ

ェルビーイングによい影響を与える好循環をつくるものと定義されている。（Salmela-Aro, 

2009）。効果的な学習環境は，生徒，教師，保護者，コミュニティーが相互に係り合い構築

される。図３で示しているように，生徒の周りには仲間，教師，家族，コミュニティーが

存在し，それらの全ての人が生徒と関わり，ウェルビーイングに導いていく。これが共同

エージェンシーの概念である（松尾ら 2019.11.25）。 

日本に目を向けると，現行の学習指導要領の下で学校教育が実施されるのは概ね 2020

年から 2030 年であり，2030 年に向けての教育という OECD の考え方に一致している。OECD

ラーニング・コンパス 2030 の開発においては文部科学省も参加しており，共通した考え方

が現行の学習指導要領に取り入れられている点もあると思われる。学習指導要領の中には，

「エージェンシー」という言葉は使われてお

らず，エージェンシーを育むことについても，

直接的に述べられているところはない。しか

し，学習指導要領を読み解くと，OECD の提唱

しているエージェンシー概念と類似した考え

方を示している部分もある。特にこの「共同

エージェンシー（Co-Agency）」の概念は 2017

（平成 29）年 3 月に告示された小・中学校学

種指導要領で示された「社会に開かれた教育

課程」に大きく通ずる。 

「社会に開かれた教育課程」とは，新しい

学習指導要領で整理された育成を目指す資

質・能力の３つの柱（図４）を育成するため

の理念として示され，「より良い学校教育を通

じてより良い社会を創る」という目標を学校と社会が共有し，連携・協働しながら，新し

い時代に求められている資質・能力を子供たちに育むため，地域と学校の連携・協働を推

進していくものである。中教審答中では，第１部「学習指導要領等改訂の基本的な方向性」

の第４章「学習指導要領等の枠組みの改善と「社会に開かれた教育課程｣のｌ「｢社会に開

図３  OECD ラーニング・コンパスの全体図

（ O ECD,2 019）  

共同  

エー ジェンシ ー  



かれた教育課程」の実現」において，

「課題を乗り越え，子供たちの日々の

充実した生活を実現し，未来の創造を

目指していくためには，学校が社会や

世界との接点を持ちつつ，多様な人々

とつながりを保ちながら学ぶことので

きる，開かれた環境となることが  不可

欠である。そして，学校が社会や地域

とのつながりを意識し，社会の中の学

校であるためには，学校教育の中核と

なる教育課程もまた社会とのつながり

を大切にする必要がある。」と述べられ

ている。 

 助川らは，小・中学校学習指導要領をみてみると「社会に開かれた教育課程」「主体的・

対話的で深い学び」「カリキュラムマネジメント」「育成を目指す資質・能力」の 4 つの重

要概念が示されているが，その中でもとりわけ「社会に開かれた教育課程」こそが，後続

の三つを通底し，新学習指導要領全体の基盤となる考え方，或いは基本となる理念である

と述べている（助川・坂本 2018.2.28）。 

 

家庭科では，人の生活の営みに係る多様な「生活事象」を学習対象としていることから，

家庭科の見方・考え方が「生活の営みに係る」と示され，生活を「協力・協働」，「健康・

快適・安全」「生活文化の継

承・創造」，「持続可能な社会

の構築」の４つ視点でとらえ

ている。大本らは，生活に必

要な家族や家庭，消費や環境

等についての知識や概念が，

これらの 4 つの「見方」とし

て学ばれ，技能（スキル）や

態度として，その人の「考え

方」や思考の習慣に 4 つの視

点がみられることが，深い学

びと言えると述べている。ま

た，家庭科はよりよい社会の

構築にむけて「生活をよりよ

くしようとする実践的な態度

を養うこと」が目標であり，4

つの見方・考え方も含めて，世界が目指している「持続可能な開発目標(SDGs)」の実現に

極めて重要な役割を担っているとして，これらの関連性をこのように整理している(図 5)。

さらに大本らは，ウェルビーイングに自らを方向付けていくエージェンシーは，教育基本

図 4 育成すべき資質・能力の三つの柱   

図 5 OECD のウェルビーイング項目と SDGs と家庭科の見方・考え方  



法第二条三 viiや「社会に開かれた教育課程」，「学びに向かう力，人間性等」の育成を重視

する学習指導要領の考え方に合致していると述べている（大本ら 2022）。 

これらを踏まえると，「2030 ラーニング・コンパス」，「社会に開かれた教育課程」，そし

て「見方・考え方を働かせ，持続可能な社会の構築を目指し企業と連携する家庭科の授業

カリキュラム」が目指すものが共通しており，本授業はそれを育むことが出来ることに価

値があると考える。 

 本題材では，食品という資源が限られたものであることや食品ロスなどの社会課題，プ

ラントベースフードの価値について，企業連携を授業カリキュラムの柱とすることで，生

徒が自分の食生活を振り返り，持続可能な社会の構築を意識した食生活の実践へとつなげ

ていくことを目的とした。今回連携を行う企業は八千代エンジニヤリング，カゴメ，大塚

食品，山田製油の四社(敬称略)である。八千代エンジニヤリングが中継元となり，カゴメ

や，関西に本社をもつ大塚食品，山田製油との連携が実現した。この仕組みは今後学校と

地域社会（企業）とが繋がるためのモデルとなり得ると考えている。そしてこの学習全体

を通して，生徒たちが，よりよい食生活とは，自分の食の内容を充実させるだけではなく，

そこに付随する消費行動を通した人々の協力が持続可能な社会の構築や社会課題の解決に

つながることへの気づきを得ることをねらいとしている。そのことが「社会に開かれた教

育課程」への家庭科からのアプローチであると考える。そしてこの学びからグローバル市

民性も育まれると考えている。 

  

(２) 生徒観 

授業に先立ち，中学生の食生活の意

識と行動を把握するためレディネス調

査を行った（調査対象本校 1 年生。有

効回答数 136 人）。その結果，自身の食

生活への関心は非常に高く（約 8 割），

世界が抱える食に関わる課題について

も約７割の生徒が「とてもある」，「あ

る」と答えている。学習のレディネス

調査の段階で「食の安全や環境のこと

を考えている商品の販売に積極的な店

や企業を選びたいか」などの問いに関

してもエシカル消費を意識している生

徒が多い（図６）。また，「あなたの食

行動は世界の社会課題と繋がっている

と思うか」という問いに対しても約 8

割が「とてもそう思う」，「そう思う」

と答えている（図７）。これは本校で取

り組んでいる（2020 年 1 月認定）国際

バカロレア教育 viiiの「多様な文化の理解と尊重の精神を通じて，より良い，より平和な世

界を築くことに貢献する，探究心，知識，思いやりに富んだ若者の育成」を目的に行って

図 6 エシカル消費への積極的な態度  

図 7 世界課題と自身の食行動とのかかわりに関する意識  



いるカリキュラムなどが影響しているものと思われる。一方でプラントベースフードの認

知やその価値の理解はまだ不十分で，それらの食経験も浅いことが分かった。 

生徒は学習を通して，日本では食品ロスをいまだに多く出している現状があることを再

認識し，先進国の食生活のあり方が世界の飢餓を深刻化させ，それにより SDGs のゴールが

遠ざかっていることを理解した上で，実践課題を通して自分たちにできることを学ぶ。そ

して地域社会（企業）の人々の協力を得てプラントベースフードについての理解も深め，

社会や世界と関わり，持続可能な社会の構築のために自分ができることを考えていく。 

これらの学習の過程で学びに向かう力が涵養されると考える。 

 

(３)指導観 

中学校学習指導要領（平成  29 年告示）解説 技術・家庭編にも示されている通り，「 B

衣食住の生活（食生活の生活）（ 7） 衣食住についての課題と実践（食生活についての課

題と実践）」については，生徒の興味・関心等に応じて「Ａ家族・家庭生活」や「Ｃ消費

生活・環境」の内容と関連させて課題を設定できるようにする必要性がある。それは，

現在の私たちの衣食住は家庭生活と消費生活の上に成り立つものだからである。そのた

めこの内容項目のつながりを意識することで，持続可能な食生活の価値を効果的に示す

ことができるのではないかと考える。今回は「Ｃ消費生活・環境」とのつながりを意識

した上で持続可能な食生活の学習を進め，実生活における行動力を育成する授業展開を

行いたい。 

本題材「持続可能な食生活を目指して」は別紙ユニットプランナー「食生活をデザイ

ンする」のうち第二次「より良い食生活を目指して」にあたる。また，この学びはパフ

ォーマンス課題として位置付けている第三次「SDGs 目標達成のための給食献立の提案」

につながっていく。食を取り巻く社会課題を身近な事例から取り上げ，ものの見方考え

方を習得し自身の生活に返すことを目的とした。パフォーマンス課題を用いた学習が生

徒の現実感を伴ったものに近づけることで，より一層その学びは深まり実生活へとつな

がると考えた。ユニット全体として「人々の協力によって持続可能な社会が発展し，環

境へ影響を与える。」という探究テーマへの到達を目指し，生徒が自分の健やかな成長に

必要なバランスの良い食事のための食品の選択や活用方法，保存方法，調理の工夫を学

ぶとともに，食品という資源が限られたものであることや，食品ロスなどの社会課題や

食生活の裏側を知ることで，自分の食生活を振り返り，持続可能な社会の構築を意識し

た食生活の実践へとつなげていくことを目的にしている。よりよい食生活とは，自分の

食の内容を充実させるだけではなく，そこに付随する消費行動を通した人々の協力が持

続可能な社会の構築や社会課題の解決につながることに気づかせたい。なおその際，家

庭や地域社会と積極的に連携を図り，生徒が身に付けた知識及び技能などを生活に活用

し，実践できるよう配慮する必要がある。生徒によって家庭の状況が異なることから，

各家庭や生徒のプライバシーに十分配慮しながら授業を進めていきたい。 

予測困難なこれからの社会を生き抜く生徒たちが，よりよい社会と幸福な人生の創り

手となるためには，世の中に起こる多くの事象を自分事としてとらえる必要がある。自

分自身のことだけを考えるのではなく，持続可能な社会の構築の実現に向けて多角的に

考え行動する力が必要となる。本題材では，学校と社会が協働し，持続可能な社会の構



築のために何ができるかという課題設定を繰り返し行い，生徒の実生活に返す仕組みを

作る。これらの授業カリキュラムが，生徒たちがよりよい社会と幸福な人生の創り手と

なるきっかけとなり，さらには一人の消費者として責任を持つことができるようにした

い。 

４．評価規準 

知識・技能  思考・判断・表現  主体的に学習に取り組む態度  

・日常生活と関連付

け，用途に応じた食

品の選択について理

解  しているととも

に，適切にできる。  

 

・食生活の中から問題を見いだして課

題を設定し，解決策を構想し，計画を

立てて実践した結果を評価・改善し，

考察したことを論理的に表現するなど

して課題を解決する力を身に付けてい

る。  

・家族や地域，社会の人々と協働し，よ

りよい生活の実現に向けて，食生活につ

いて，課題の解決に主体的に取り組んだ

り，振り返って改善したりして，生活を

工夫し創造し，家庭や地域，社会などで

実践しようとしている。  

５．題材の指導計画（詳細はユニットプランナー参照）   

 

時間 学習内容  学習活動  主な評価規準  評価の観点  評 価

方法 

外 部

講師 知

技 

思

考 

態

度 

１ 食 生 活 を

取 り 巻 く

問 題 に つ

い て 考 え

る（食料自

給 率 と フ

ー ド マ イ

レージ）。 

・食料自給率が低いま

まだと自分たちの生

活や社会全体にどの

ような影響があるの

か考え，自分たちに出

きることを考える。 

・日本のフードマイレ

ージが諸外国と比べ

て非常に大きいこと

を知り，その課題につ

いて考える。 

・食料自給率と

フードマイレー

ジについて理解

している。 

・食料自給率が

低いままだと，

どのような影響

があるのか，考

察したことを論

理的に表現して

いる。 

●  

 

 

〇 

 ワ ー

ク シ

ート 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

食 生 活 を

取 り 巻 く

問 題 に つ

い て 考 え

る（食品ロ

ス）。 

・日本の食品ロスがな

ぜ多いのか，自分の生

活を振り返り，グルー

プで原因を探る。 

 

 

 

 

・食品ロスを減らすた

めに自分ができるこ

とを考え，実践する。 

（各家庭での実践は

冬休みに行う。） 

・食品ロスの現

状を知り，自分

や家族の食生活

（消費生活）が

環境や社会に及

ぼす影響につい

て 理 解 し て い

る。 

・食品ロスが起

こる原因を立場

に分け考察し，

表現している。 

・より良い食生

活（消費生活）

の実現に向けて

●  

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

ワ ー

ク シ

ート 

 

 

 

 

班 共

有 シ

ート 

 

ワ ー

ク シ

ート 

 



食品ロスを削減

するために主体

的に取り組もう

としている。 

４ 食 品 ロ ス

を 出 さ な

い 伝 統 的

な 製 法 で

作 ら れ た

製品（ゴマ

油）から食

生 活 を 考

える。 

・前時までで学んでき

た自分たちの食生活

を取り巻く課題に対

して，昔ながらのもの

つくりがその解決に

つながることを，実際

に企業に来ていただ

き，ともに考える。 

・試食を行い，その商

品の価値について考

える。 

・伝統的な製品

の作り方が食品

ロスを出さない

方法であること

を知り，自分の

消費行動に活か

そうと表現して

いる。 

 

 

 

● 

 

 

 

ワ ー

ク シ

ート 

 

◎ 

５ 私 た ち の

食 と 環 境

に つ い て

考 え る ①

（ プ ラ ン

ト ベ ー ス

フード） 

・企業 3 社と一緒に，

自分たちの食生活を

取り巻く課題につい

てともに考える。 

・プラントベースフー

ドの価値について実

際の商品から学ぶ。 

・自分たちの食

品の選択が環境

に大きな影響を

与えていること

理解している。 

 

〇  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワ ー

ク シ

ート 

 

 

 

◎ 

6 
(本時 ) 

私 た ち の

食 と 環 境

に つ い て

考 え る ②

（ プ ラ ン

ト ベ ー ス

フード） 

・前時で紹介してもら

ったプラントベース

フードを使い，サンド

イッチをつくり，試食

を行う。 

・食べてみた感想を，

探究テーマを意識し

ながら，グループで共

有を行い，その価値を

考える。 

・プラントベー

スフードについ

て，価値を共有

し 表 現 し て い

る。 

・実習を通して

食と環境につい

て深く考え課題

解決に向けて主

体的に取り組も

うとしている。 

 〇  

 

〇 

班 共

有 シ

ート 

 

 

ワ ー

ク シ

ート 

◎ 

●・・・形成的評価（指導に活かす評価）   ◯・・・総括的評価（記録に残す評価） 

 

７．本時の展開 

（1）目標 

・実習を通して自身の食生活の中から問題を見出して課題を設定することができる。 

・自分や家族の食生活（消費生活）が環境や社会に及ぼす影響について考え，工夫する

ことが出来る。 

 

(2)本時の評価規準 

 ・食生活の中から 問題を見いだして課題を設定し，解決策を構想し，計画を立てて実

践した結果を評価・改善し，考察したことを論理的に表現するなどして課題を解決す



る力を身に付けている。（思考・判断・表現）                          

・家族や地域，社会の人々と協働し，よりよい生活の実現に向けて，食生活について，

課題の解決に主体的に取り組んだり，振り返って改善したりして，生活を工夫し創造

し，家庭や地域，社会などで実践しようとしている。（主体的に学習に取り組む態度） 

  

(３)本時で発揮されるグローバル市民性 

前述している通り「グローバル市民性（グローバルシチズンシップ）」は国連やユネス

コ等の国際機関で「自分の持てるものを生かして，地球社会に貢献できる人材を育てる」

という文脈で提唱されている。2015 年の持続可能な開発目標（SDGs）のゴール 4「質の

高い教育」の項目 7 でも，持続可能な開発のための教育とともにキーワードとして記さ

れている。これは，グローバルな諸課題に向き合い，地域レベル及び国際レベルでより

よい解決の方策を考え，積極的な役割を担うことを通じて，より公正，平和，寛容，包

括的，安全な持続可能で多様性に満ちた地球世界を実現することを指す。 

一方消費者庁では，「消費者が，個々の消費者の特性及び消費生活の多様性を相互に

尊重しつつ，自らの消費生活に関する行動が現在及び将来の世代にわたって内外の社会

経済情勢及び地球環境に影響を及ぼし得るものであることを自覚して，公正かつ持続可

能な社会の形成に積極的に参画する社会」を消費者市民社会として定義している（消費

者教育推進法 ix，2012）。家庭科は生活に密着している教科として，責任ある消費行動を

自分の暮らしと合わせて考え，より良い社会の構築に向けて「生活をよりよくしようと

する実践的態度を養うこと」を大きな目標とし，本当の意味での豊かな生活を送ること

が出来るための資質能力の育成を目指してきた。４つの見方・考え方も含めて，消費者

市民社会やグローバル市民社会，そして世界全体が目指している「持続可能な開発目標

（SDGs）」の実現に極めて重要な役割を担っていると考える。 

本時では様々な企業の協力を得て，生徒たちに，よりよい食生活とは，自分の食の内

容を充実させるだけではなく，そこに付随する消費行動を通した人々の協力が持続可能

な社会の構築や社会課題の解決につながることねらいとしている。食生活の題材におい

ても消費者として何を選ぶのか，なぜ選ぶのか，責任ある消費行動をとることが消費者

市民として重要なことである。生徒は本時だけでなくすべての授業デザインの中でグロ

ーバル市民性が発揮できるのが家庭科という教科の特性であり，自負するところである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%8C%81%E7%B6%9A%E5%8F%AF%E8%83%BD%E3%81%AA%E9%96%8B%E7%99%BA%E7%9B%AE%E6%A8%99
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%8C%81%E7%B6%9A%E5%8F%AF%E8%83%BD%E3%81%AA%E9%96%8B%E7%99%BA%E3%81%AE%E3%81%9F%E3%82%81%E3%81%AE%E6%95%99%E8%82%B2
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AF%9B%E5%AE%B9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A4%BE%E4%BC%9A%E7%9A%84%E5%8C%85%E6%91%82
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A4%BE%E4%BC%9A%E7%9A%84%E5%8C%85%E6%91%82


（4）展開 

 学習活動および内容  指導上の留意点  評価 見方・

考え方  

導
入 

１IB の探究テーマを確認する 

 

 

 

 

 

 

２前回までの振り返りを行う。 

・探究テーマや ATL スキルの掲示を確認さ 

せる。 

 

 

 

 

 

・前時に行った持続可能な食生活の内容 

（企業連携）の振り返りを行い，自身を取 

り巻く食生活が環境問題大きく関わるこ  

とを再確認させる。 

 

 

 

  

 

協  

展
開 

３プラントベースフードの食 

 のための調理の手順を確す 

る。 

 

４調理と試食を行う。  

 

 

５振り返りを行う。 

 

 

 

・個人で考えたのち，班で意見

を 

まとめ全体で共有する。 

 

 

 

 

･ 衛生と安全に配慮して行わせる。  

・企業の方とも質問等積極的に関わるよう 

に伝える。 

・プラントベースフードは自身の生活や社

会にどのような影響をもたらすのか考え

させる。 

 

 

・持続可能な社会の構築の視点と消費生活

の視点も意識させる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○思考・判

断・表現 

□C:解決策

を生み出す 

協  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

持続  

ま
と
め 

6 ふりかえり  

・今後の自身の食生活にどのよ

うに活かすのか，考える。 

 

・探究テーマを意識した振り返りを行うよ

うに留意させる。 

○主体的に

学習に取り

組む態度  

協  

持続  

    ※評価の観点の〇は学習指導要領に基づく評価・□は IB に基く評価  

  ※ 協 ＝「協力・協働」， 健・快・安 ＝「健康・快適・安全」， 文化 ＝「生活文化の継承・創造」， 持続 ＝「持続可能な社会の構築  

８．準備物 新編新しい技術・家庭 家庭分野（東京書籍），ワークシート，chromebook，試

食準備：パン，レタス，きゅうり，まな板・包丁・皿等調理用具，プラントベースフード  カ

ゴメ様提供「エバーエッグ（カゴメ様提供）」，「ゼロミートハム（大塚食品様提供)」  

 

 

 

探究テーマ：人々の協力によって持続可能な

社会が発展し，環境へ影響を与える。  

私たちの食生活に関する消費行動は ,社会や環境にどのような影響を与えるのか  

 



事後 

事前 

図１自身の生活と世界が抱える食課題との繋がりへの意識の変化  

９．成果と課題 

(１) 成果 

 本題材では，食品という資源が限られたものであることや，食品ロスなどの社会課題，

プラントベースフードの価値について，企業連携を授業カリキュラムの柱とすることで，

生徒が自分の食生活を振り返り，持続可能な社会の構築を意識した食生活の実践へとつな

げていくことを目的とした。事前事後アンケートの結果を比較した結果，この実践の成果

としては以下の点が挙げられる。 

 

・自身の食べ物の選び方や食べ方が，食生活に関わる課題と繋がっていると感じる生徒が

増加した。 

 

・企業と連携した授業に価値を感じた生徒が多く，教師だけでなく社会（企業）が生徒の

学びに関わることで，人々の協力が持続可能な社会の構築や社会課題の解決につながる

ことへの気づきを与える事ができた。  

 

・エシカルな視点で商品をつくる企業への興味や評価が上がり，それらを選びたいと感じ

る生徒が増えた。 

 

 

小学生時よりは自身で食べ物を選び食べる機会が多くなる時期ではあるが，まだまだ保

護者や周りの大人に任せる部分の多く主体性が十分でないのが中学生の食生活である。 

事前事後アンケートを比較したところ，自分がどのような食べ物を選び食べることが，

世界全体が抱える食の課題と繋がっていることに気づいた生徒の割合は増加した（図１）。

このことは，企業の方々を迎え行った授業で，社会には環境など世界全体の課題解決のた

め活躍する企業や商品があることを実際に知ることが出来たことが大きく関わっていると

推測される。今回行っ

た授業を家族や友達に

話した生徒は 8 割弱と

とても多く，また，実

際に購入した生徒は

13％，今後購入したい

と思っている生徒は

47％であった。企業連

携の授業は子どもたち

に非常に評価が高かっ

たことから（図２），Z

生徒が主体性をもち自

分の食生活と向き合う

契機となったと言える。   

そして，今回の実践



で，中学校技術・家庭科（家庭分野）の授業カリキュラムとして，これからを生きていく

子どもたちがウェルビーイング，つまり社会課題を乗り越え幸せな未来の創造を目指して

いくために，学校が社会や世界との接点を持ちつつ，多様な人々とつながりを保ちながら

学ぶことに価値があるというモデルを示すことが出来たと考えている。  

 また，授業者としては，エシカル消費の視点を重要視してきたが，企業連携をカリキュ

ラムに組み込んだことで，子どもたちにその視点を持たせることができたことが成果と言

える（図３）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事後  

図 2 企業連携の授業の評価  

図３エシカル消費の視点の変化  

事前  

事後  



生徒の文章記述からみて見ると，「インターネットの情報だけではなく，本当の企業が来てくれる

ことによってよりわかりやすかった。」「フードロスについて実際に実践している会社を知ったのでわか

りやすかったです。」「作る際に環境に負担をかけないようにされていて，品質もいいのがすごいなと

思った」「伝統と，健康や食品ロスを繋げて制作している企業はすごいと感じました。最も難しいと

感じたのは値段と価値のバランスだと思いました。」「プラントベースフードについて，全然知らなかっ

たが，今企業がいろんな工夫をして環境のことを考えていて，日本も環境配慮が進んでいると感じた。

これから大人になっていく今このことを知れたことがとても価値がある。家庭科は社会貢献を学ぶ教

科だと感じた。」「環境に対する取り組みを行っている企業は今まで知らなかったが，授業を通して興

味を持つことができかなり詳しく知ることができた。」などの意見があった。これらを見ても，学校と社

会が協力することが，生徒たちに社会課題の解決のきっかけは自分の生活の中にあることを

気づかせることができると言えると考察する。そしてそのことが家庭科としてできる「社

会に開かれた教育課程」へのアプローチである。そしてこの学びこそがグローバル市民性

を育むと考えている。 

 

（２）課題  

 アンケート結果を比較すると，事前アンケートの時点で意識や行動力が高いものが多かった。これ

は本校で取り組んでいる（2020 年 1 月認定）国際バカロレア教育 xの「多様な文化の理解

と尊重の精神を通じて，より良い，より平和な世界を築くことに貢献する，探究心，知識，

思いやりに富んだ若者の育成」を目的に行っているカリキュラムなどが影響しているもの

と思われると前述した。生徒の変容は一つの教科だけでなく，様々な学びが関わり合い出

てくるものであるが，技術・家庭科（家庭分野）の授業カリキュラムの実践における生徒

の変容をきちんとみとることが出来れば，また新たなカリキュラムデザインの構築ができ

る。今回は家庭科の授業の影響は図 4 の「家庭科の授業を受けて，自分の食生活に興味を

持つようになったか」という問いから，興味関心には大きな影響を与えることが出来たと

言えるが，これはあくまでも意識であり行動実態を看取ることはできていない。そのため

今後も研究を重ねていきたい。 
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（ GREENPEACE https://www.greenpeace.org/japan/campaigns/story/2021/07/05/52110/  7/28 閲覧）  

 
i 2001 年に策定されたミレニアム開発目標（ MDGs）の後継として， 2015 年 9 月の国連サミットで加盟国の全会一

致で採択された「持続可能な開発のための 2030 アジェンダ」に記載された，2030 年までに持続可能でよりよい世

界を目指す国際目標。17 のゴール・169 のターゲットから構成され，地球上の「誰一人取り残さない（ leave no one 

behind）」ことを誓っている。SDGs は発展途上国のみならず，先進国自身が取り組むユニバーサル（普遍的）なも

のである。  
ii メタンガス（ CH4）は炭素原子と水素原子が結合してできた炭化水素化合物の一種です。  

メタンガスは天然ガスの主成分で自然界にも多く存在しています。二酸化炭素に比べて温室効果が２５倍も高い

メタンの日本国内の排出量の 27％が畜産（ゲップ）によるもので，そのほとんどが牛と言われている。  
iii 家畜の飼育には大量の飼料が必要となるため，農薬や化学肥料を使用し単一栽培を行ってきたが，化学肥料に

偏ったことで，ある特定の栄養分が過剰になる，または不足している土壌が増えている。地球のバランスを保つ

上で非常に重要となる窒素・リンの循環もすでに危険な臨界点を超えており，化学肥料の使用は，地球を安全に

暮らせる場所に保つために，気候変動と並んで，今すぐに見直しが必要なものの一つである（  

）  
iv 「バーチャルウォーター」とは，食料を輸入した国が自分の国でその食料を生産した場合，どのくらいの水が

必要になるかを推定した数字で仮想水とも言う。一般的に，穀物と畜産物では，飲み水にエサとなる穀物の栽培

に使われる水が必要となるため，バーチャルウォーターは畜産物のほうが多くなる。環境省仮想水計算機で計算

するとハンバーガーに使われる牛肉 45g に使われるバーチャルウォーター 500ml のペットボトル 1854 本（ 927 ㍑）

必要。  
v 2022 年版「世界の食料安全保障と栄養の現状」報告書によれば，2021 年には新型コロナウイルスによるパンデ

ミックから世界が回復し食料安全保障が改善しはじめると期待されていたのに反し，各国間・国内の格差悪化を

反映し，世界の飢餓はさらに上昇している。予測では，2030 年に 6 億 7 千万人が未だ飢餓に直面しているとされ，

これは世界人口の 8％，アジェンダ 2030－持続可能な開発目標を開始した 2015 年と同じ水準である。  

2015 年からほぼ一定水準であった栄養不足蔓延率（ PoU）は， 2019 年から 2020 年の間に 8.0%から 9.3%に悪化，

そして減速はしたものの， 2021 年に 9.8％にまで悪化した。一方，肥満も増えている。その割合は 8 人に 1 人。

北米ではもちろんのこと，最近ではアジアやアフリカでも肥満が増えている。肥満と比例して肉食人口も増加を

続けているが，世界のトウモロコシの年間生産量 6 億トンのうち，4 億トンは家畜のエサになっている。世界では

総人口が食べるだけの穀物が生産されているにもかかわらず，先進国のための家畜に使われる穀物が優先されて

いる現状がある。  
vi 経済協力開発機構（ OECD）は，より良い暮らしのためのより良い政策の構築に取り組む国際機関。OECD の目標

は，あらゆる人々の繁栄，平等，機会，幸福を促す政策を形作ることであり，60 年に及ぶ経験  と知見を活用して，

https://myel.myvoice.jp/products/detail.php?product_id=27704
https://diamond-rm.net/sales-promotion/106392/2/
https://www.greenpeace.org/japan/campaigns/story/2021/07/05/52110/
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/doukou/mdgs.html


 
より良い未来の世界を実現するよう努めている。 OECD が進めている PISA（ Programme for International Student 

Assessment）と呼ばれる国際的な学習到達度に関する調査があるが，日本も参加しており国立教育政策研究所が

調査の実施を担当している。  
vii 正義と責任，男女の平等，自他の敬愛と協力を重んずるとともに，公共の精神に基づき，主体的に社会の形成
に参画し，その発展に寄与する態度を養うこと  
viii 国際バカロレア機構（本部ジュネーブ）が提供する国際的な教育プログラム。国際バカロレア（ IB：

International Baccalaureate）は， 1968 年，チャレンジに満ちた総合的な教育プログラムとして，世界の複雑さ

を理解して，そのことに対処できる生徒を育成し，生徒に対し，未来へ責任ある行動をとるための態度とスキル

を身に付けさせるとともに，国際的に通用する大学入学資格（国際バカロレア資格）を与え，大学進学へのルー

トを確保することを目的として設置された。国際バカロレア（ IB）は，多様な文化の理解と尊重の精神を通じて，

より良い，より平和な世界を築くことに貢献する，探究心，知識，思いやりに富んだ若者の育成を目的としてお

り，この目的のため， IB は，学校や政府，国際機関と協力しながら，チャレンジに満ちた国際教育プログラムと

厳格な評価の仕組みの開発に取り組んでいる。  
ix 2012 年に消費者教育の推進に関する法律（消費者教育推進法」）が制定。消費者教育を，「消費者の自立を支援

するために行われる消費生活に関する教育及びこれに準ずる啓発活動をいう」と定義しており，  さらに，「消費

者が主体的に消費者市民社会の形成に参画することの重要性について理解及び関心を深めるための教育を含む」

との注記がある。人が消費者として自立できるためには，その時代，社会に応じて，様々な知識と，適切な行動

がとれる実践的な能力を身につけなければならない。自立を助けるための働きかけが消費者教育である。   
x 国際バカロレア機構（本部ジュネーブ）が提供する国際的な教育プログラム。国際バカロレア（ IB：International 

Baccalaureate）は，1968 年，チャレンジに満ちた総合的な教育プログラムとして，世界の複雑さを理解して，そ

のことに対処できる生徒を育成し，生徒に対し，未来へ責任ある行動をとるための態度とスキルを身に付けさせ

るとともに，国際的に通用する大学入学資格（国際バカロレア資格）を与え，大学進学へのルートを確保するこ

とを目的として設置された。国際バカロレア（ IB）は，多様な文化の理解と尊重の精神を通じて，より良い，よ

り平和な世界を築くことに貢献する，探究心，知識，思いやりに富んだ若者の育成を目的としており，この目的

のため， IB は，学校や政府，国際機関と協力しながら，チャレンジに満ちた国際教育プログラムと厳格な評価の

仕組みの開発に取り組んでいる。  



英語科学習指導案 

Can we sustain the planet? 

～Climate Action in Language Education～ 

授業者 附属池田中学校 鳥居 敦子  

1．対象 附属池田中学校第２学年 D組（３６名） 

 

2．単元目標 

・知識及び技能に関して  

・時制（主に現在形，過去形，未来形，現在完了形）の特徴やきまりを理解する。 

・比較級や最上級の特徴やきまりを理解する。 

・社会的な話題（環境問題など）について考えたことや感じたこと,その理由などを,時制や比較級などを用

いて伝える技能を身に付けるようにする。 

・思考力，判断力，表現力等に関して 

・「環境問題の解決のために考案したエシカル商品を売り出すための TV commercialの作成とそのプレ

ゼンをすることで環境問題への啓発を図るというコミュニケーションを行う」という状況に応じて，環境問題

という社会的な話題に関して聞いたり読んだりしたことについて，考えたことや感じたこと，その理由などを，

簡単な語句や文を用いて，表現することができる力を養う。 

・学びに向かう力，人間性等に関して 

    ・外国の人に環境問題の現状とその解決策としてのエシカル商品について理解し, 興味を持ってもらえるよ

うに,日本と英語圏の国との TV commercialの特徴の文化的差異に対する理解を深め, 聞き手である

外国の人に配慮しながら，主体的に英語を用いて話そうとする態度を養う。 

 

 ＊本単元は IB World schoolとしてのカリキュラムの一環である Service as Actionとの横断の授業のため，

以下本単元にかかわる Language Acquisitionの Speakingの目標のみ記しておく。（詳細は後述） 

  環境問題についての TV commercial の作成とプレゼンにおいて，  

 ①口頭言語を活用して他者とのコミュニケーションをはかり、交流する  

 ②話すときの正確性と流暢さを示す  

     ③明瞭かつ効果的に伝達する  

  

3. 指導に当たって 

（１）教材観 

  本単元は，“Communication involved a meaningful message makes people think about 

human impact on the environment and sustainable lifestyles in an increasingly globalised 

world.”（意味のあるメッセージを含んだコミュニケーションは，グローバル社会の中で環境の人間が与える影響

と持続可能な生活様式について，人々が考えるきっかけとなる）を探究テーマとして，グローバル社会の中でいき

る市民として，社会問題に対してどのような行動ができるのかを考え，発表をする単元である。そしてその探究テ

ーマのもと，「環境問題の解決のために考案したエシカル商品を売り出すための TV commercial の作成と，な

ぜそれを選んだのかを環境問題を含めてプレゼンを行い，聞き手に自分たちの TV commercialを売り込む」と

いう言語活動を行う。この活動は２段階に分かれ，１段階目では，Service as Action（詳細は後述）に向けての

自分のクラスの店舗のコマーシャル作成を行い，２段階目はそれを踏まえて，各グループが独自に考案するエシ



カル商品のコマーシャル作成とその PR のためのプレゼンテーションを行う。そして，総括的課題としては，そのエ

シカル商品のコマーシャルの個人発表を行う。 

  では，なぜこのような言語活動を選択したのか，その理由についてここで述べる。そもそも，Language とは

communicationのためのツールであり，communicationはそれぞれがおかれている social contextの中で

発生するものである。したがって，社会や世界とのかかわりの中で，英語のコミュニケーション能力の活用を通し

て，文化の多様性を尊重し，相手の意見や考えをよく聞いて理解し，自分の意見や考えを発信することができる

生徒を育てたいと考えている。これは，中学校学習指導要領解説外国語編においても，「グローバル化が急速に

進展する中で，外国語によるコミュニケーション能力は，これまでのように一部の業種や職種だけでなく，生涯に

わたる様々な場面で必要とされることが想定され，その能力の向上が課題となっている。」「外国語の学習におい

ては，語彙や文法等の個別の知識がどれだけ身に付いたかに主眼が置かれるのではなく，児童生徒の学びの

過程全体を通じて，知識・ 技能が，実際のコミュニケーションにおいて活用され，思考・判断・表現することを繰り

返すことを通じて獲得され，学習内容の理解が深まるなど，資質・ 能力が相互に関係し合いながら育成されるこ

とが必要である。」と言及されていることに合致する。また，Lazaraton(2014)が ,“When teaching 

speaking skills, EFL teachers need to be particularly adept at organizing class activities that 

are authentic, motivating, and varied.”と述べているように，授業の中では，生徒が現在あるいは将来的

に社会の一員としてかかわるであろう，オーセンティックで様々なジャンルの動機づけを行うことができる題材を

もとに，コミュニケーション能力の育成を図りたいと考えている。 

そこで本単元では，Service as Action（詳細は後述）という総合的な学習の時間での活動ならびに技術家庭

科・家庭分野の既習事項をいかし，「TV commercial作成」と「TV commercialの売り込みのためのプレゼン

テーション」という２種類の Speaking活動を通して，「私たちが環境に対してできること」を考えさせたい。 

また，中学校学習指導要領外国語編によると，外国語科における目標とは,外国語によるコミュニケーションに

おける見方・考え方を働かせ、外国語による聞くこと，読むこと，話すこと，書くことの言語活動を通して，簡単な情

報や考えなどを理解したり伝え合ったりするコミュニケーションを図る資質・能力を育成することであり，具体的に

は， 

（１）外国語の音声や語彙，表現，文法，言語の働きなどを理解するとともに，これらの知識を，聞くこと，読むこ

と，話すこと，書くことによる実際のコミュニケーションにおいて活用できる技能を身に付けるようにする。 

（２）コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，日常的な話題や社会的な話題について，外国

語で簡単な情報や考えなどを理解したり，これらを活用して表現したり伝え合ったりすることができる力を

養う。 

（３）外国語の背景にある文化に対する理解を深め，聞き手，話し手，書き手を配慮しながら，主体的に外国語

を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。 

ことである。そして，各言語の目標のうち英語科の「話すこと【発表】」ウでは，「社会的な話題に関して聞いたり

読んだりしたことについて，考えたことや感じたこと，その理由などを簡単な語句や文を用いて話す」としており，こ

れが本単元の目標にあたる。中学校学習指導要領解説によると，「社会的な話題」とは，「社会で起こっている

出来事や問題にかかわる話題のことであり，広く国内外で起こっている事象で，多様な考え方ができるものを取

り上げる」としており，その例として，「環境問題や人権問題などの「社会的な話題」に関して聞いたり読んだりし

て得た知識や情報をメモしたり図式化したりした上で，その内容を要約して話したり，それらに対する自分の考え

や気持ちなどを話して伝えたりする」活動をあげており，本単元で扱う「環境問題」を言語の使用場面として想定

しているといえる。 

次に，本単元でとりあつかう題材の詳細について説明をする。本単元において取り扱う題材は「エシカル商



品の PRの TV commercialとそのプレゼンテーション」である。前述のように，まずは，Service as 

Action として総合的な学習で取り扱う販売商品の TV commercial を作成し，TV commercial の特性

を習得したのち，エシカル商品についての TV commercial の作成とそのプレゼンにつなげる言語活動

を行うため，題材としては，「商品の TV commercial」と「エシカル商品」という２つの要素がある。

そこでまずは，「商品の TV commercial」について述べる。 

本校は，IB World School 認定校であり，そのカリキュラムの一環として，Service as Action(以下，

SAと省略)を各学年で行っている。SAとは，「IB学習者は，人の役に立ち，他の人々の生活や私たち

を取り巻く世界を良くするために行動する」という理念のもと，「重なり合う幅広い地域やグローバル

コミュニティーの中で信念のある行動に取り組むための重要な手段として，他の人々と行う奉仕活動」

のことである（MYP：原則から実践へ）。そのカリキュラムの中で，第２学年は１０月に，社会貢献の

ための起業活動を行っている。具体的には，地域や日本，あるいは世界の社会問題について考え，それ

を解決するための商品の販売を行う。この活動では，販売商品を自分たちで制作せず，他の企業とコラ

ボレーションして商品の提供をしてもらうクラスもあるが，立案・交渉・広報・販売の全ての行程にわ

たって，生徒が自ら行うプロジェクトであり，総合的な学習の時間にその準備を行う。本単元で行う「商

品の TV commercial」はその広報活動の１つであり，総合的な学習の時間と横断的に行い，英語で TV 

commercial を作ることで幅広く商品の購入をしてもらえるように工夫する。また，技術家庭科と一部

の授業を team-teachingで行うことにより，商品を売る際の TV commercialの authenticityを内容

面・技術面からより深く考えるきっかけとなり，英語を使った TV commercial と日本語の TV 

commercial との文化的差異を学ぶことで，海外の文化並びに日本の文化に目を向けるきっかけとなる

と考える。 

次に，「エシカル商品」という題材について述べる。消費者庁によると，エシカル消費とは，消費者

それぞれが各自にとっての社会的課題の解決を考慮したり，そうした課題に取り組む事業者を応援しな

がら消費活動をおこなうことである。そして，エシカル商品とは人や社会、環境を意識して作られた商

品のことである。それらは，2015 年 9 月に国連で採択された持続可能な開発目標(SDGs)の 17 のゴ

ールのうち，特にゴール 12「つくる責任つかう責任」の目標達成に深くかかわる事柄である。 

本単元では，前述の SA の商品広報 TV commercial に取り組んだのち，エシカル商品の TV 

commercialに取り組むが，こういった商品の PRのための TV commercialを作成することで，より，

近年世界的に問題となっている環境問題や倫理問題に目を向けさせる。中学校学習指導要領解説（外国

語編）においても，「英語を使用している人々を中心とする世界の人々や日本人の日常生活,（中略）・・・などに

関するものの中から，生徒の発達の段階や興味・関心に即して適切な題材を効果的に取り上げるものとし，次の

観点に配慮すること」として，「広い視野から国際理解を深め,国際社会と向き合うことが求められている我が国

の一員としての自覚を高めるとともに,国際協調の精神を養うのに役立つこと」が観点の 1つとしてあげられてお

り，まさに TV commercialは生徒の興味関心に即しており，エシカル商品のコマーシャルをすることで国際社会

と向き合うきっかけになると言えよう。 



（２）生徒観 

本校２年生の生徒は，１年生の頃より様々な

言語材料を通して学習をしてきた。１年生の時

は，「自己紹介」「Book review 作成」「レシピ

作成」「日本の学校生活や文化の紹介」等，２

年生の１学期には「Job counselor として顧客

のスキルと仕事をつなぐためのスピーキング活

動」等である。生徒の成果物を比較すると，

Writing の活動においては，「自己紹介」「レシ

ピ」「Book review」等のジャンルや言語使用

の場面を考慮した文章を書くことができるよう

になってきている。例えば，資料１は日記を書い

ているが，narrative な書き方という特徴を踏まえて事実と感情を交えながら書いて

いる。資料２は，レシピであるが，情報を伝えるというレシピの特徴を踏まえて，より端

的にわかりやすく書いている。 

また，語彙・文法や Listening・Readingについても，ある程度の accuracyを獲得することができている。実

際，本校生徒が毎年行っている英検 IBA（Speakingは除く・Writingは文法・単語問題のみ）の結果によると，

２０２３年４月の段階で，学年１４６人中，ヨーロッパ言語共通参照枠（CEFR）B 以上が１１名， A２レベルが３７

名，A1レベルが９３名,Pre Aレベルが５名である。文部科学省が教育振興基本計画において，中学校卒業段階

で CEFR の A1 レベル相当以上，高等学校卒業段階で CEFR の A2 レベル相当以上を達成した中高生の

割合を５割以上にすることを目標としていることからも，相当程度の英語運用能力が Speaking以外については

獲得できていると考えられる。ちなみに，前年度同じ生徒を対象にした英検 IBAでは，A2レベルが１２名であり，

Pre A レベルが４３名であったことからもこの１年での伸びを確認できる。 

 しかし，昨年度行った Speaking（発表）のパフォーマンステストと Writing のパフォーマンステストを比較する

と，Writingの平均が 5.854に対して Speakingの平均が 4.924（ともに８点満点）と Speakingについては

言語運用能力がやや低くなっている。Speakingの評価項目は，IB language acquisitionの評価項目である，

①語彙，②文法の正確さ，③発音と抑揚，④情報を明確かつ効果的に伝達できる，の４点であるが，特に④の情

報の明確かつ効果的な伝達に苦手

意識を持つ生徒が見受けられる。生

徒のSpeakingテストの後の振り返り

からも資料３のように，発音のほかに

情報をいかにして聴衆に伝達できる

のかということが課題と感じている生徒も多くみられる。そこで，本単元では，TV commercial と Presentation

という２つの Speaking活動を通して，情報を明確かつ効果的に伝達する力を養わせたい。 

 

（３）指導観 

  中学校学習指導要領の外国語科の「目標」には，「コミュニケーションを図る資質・能力」という文言が出てく

る。第二言語習得論において諸説あるが，Richards(2010)によると，Communicative competence は①

grammatical competence, ②sociolinguistic competence,③discourse competence,④strategic 

competence に分けられる。そして，そのうち sociolinguistic competence とは， “knowledge of the 

資料１ 資料２ 

資料３ 



relationship between language and its nonlinguistic context, knowing how to use and respond 

appropriately to different types of speech acts”とある。本単元対象生徒は，前述のように情報をいか

にして聴衆に伝達できるかに課題を抱えているため，この４つの competence のうち，まさにこの

sociolinguistic competence を養わ

せ た い と 考 え て い る 。 で は ，

sociolinguistic competence を育成

するための指導方法はどのようにするの

か 。 Street & Leung(2010) は ，

“there are socially and culturally 

recognized types of text that 

carry a good deal of power. ・・・

One can find these powerful texts 

at different levels of society and 

in different institutional domains. 

These texts tend to conform to 

genres which are conventional 

structures which have evolved as 

pragmatic schemes for making 

certain types of meaning and to 

achieve distinctive social goals, in specific settings, by particular linguistic mean”として，Genre 

based pedagogyについて提案している。Genre-based pedagogyはWritingの指導法として本学年生徒

に対しても昨年度行い，前述のようにジャンルによって，状況や読み手を意識した文章を書くことができるように

なってきている。また，Burns(2022)が“Genre-based pedagogy, based on social and functional 

theories of language and language learning, developed from and has been widely used in the 

teaching of writing. However, the notion of genre and the principles of genre-based pedagogy 

are also powerful tools for the teaching of speaking to second language learners.”と述べ，

Writing の指導法とされる Genre-based アプローチの Speaking 指導での有用性について触れているよう

に，本学年生徒に対しても，Genre-basedのアプローチをSpeakingにおいて取り入れることで，Speakingに

おける sociolinguistic competence の育成に有効ではないか考えた。そこで，本単元では，Burns & 

Joyce(1991, in Hammond et al.,1992)が提案する genre-based pedagogyの teaching-learning 

cycleを取り入れ指導をする。（資料４） 

具体的には，これまで扱ったことのなかったジャンルである TV commercial とコンペのためのプレゼンを本

単元では扱うため，Building Knowledge of Field Stageでは，これまで取り組んできた「自己紹介」や「文

化の紹介のスピーチ」との言語・内容両面からの違いや特徴を分析する。The Modelling of Text Stageで

は，特に TV commercialについて，海外の commercialを教材として使って，使用語彙や文法の特徴を考えさ

せる。そして，At the Joint Construction stageでは，それまでの Stageで獲得した語彙や文法を作成しよ

うとしている Speakingのジャンルに合わせて使用できるように指導する。そして，Independent 

Construction of Text Stageでは，生徒が自立してジャンルに合った Speakingを行う。 

 また，前述のように，本単元のジャンルは TV commercial とそのプレゼンである。そこで，Modelling of Text 

Stage では，技術家庭科と team teachingをすることにより，よりジャンルについての特徴を考察したり，その

資料４ 



ジャンルの内容として知っておくべき景品表示法等に触れながら，より authenticな活動になるように指導する。

最終プレゼンにおいての評価規準においても，内容面に技術家庭科の観点を入れるようにする。 

 なお，最終評価の場面設定等は以下のようになることを Building knowledge stageで生徒に示すことで，よ

り Sociolinguistic competence の育成を図りたいと考えている。 また，本校では，技術家庭科・家庭分野の

授業において，エシカル消費を全ての内容項目の中で取り入れている。この土壌を活かし，より良い，より平和な

世界を築くことに貢献する，探究心，知識，思いやりに富んだ若者の育成を目指したい。 

 

G（ゴール）:意味のあるメッセージを含んだコミュニケーションをすることで、グローバル化が進む世界において

「人が環境に与える影響」について人に考えさせ，持続可能な生活様式について考えるきっかけを

与える。 

R（役割）  :世界環境広告機構の会議に出席する日本代表の広告代理店 

A（聴衆）  :世界環境広告機構会議に出席する他国の政府関係者ならびに他国の TV局関係者 

S（状況）  ：世界環境広告機構の会議では、世界各国における環境問題についての議論と啓蒙活動を行って

いる。その会議に出席し，自分たちが作成した TV commercialを提案し，その制作背景についての

説明を行うことで，自分たちの制作した TV commercial を採用してもらえるためのプロモーション

を行う。 

P（成果物）：エシカル商品売り込みのための１分程度の TV commercial を作成し，それを見せながら，環境問

題についての現状や，作成した TV commercialが聴衆が環境問題に対して行動するきっかけとし

てどのように役に立つのかを３分程度で口頭発表する。 

 

4.評価規準 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

話
す
こ
と
【
発
表
】 

【知識】 

時制（主に現在形，過去形，未来

形，現在完了形）の特徴やきまり

を理解している。 

比較級の特徴やきまりを理解して

いる。 

【技能】 

社会的な話題（環境問題など）に

ついて考えたことや感じたこと、そ

の理由などを、時制や比較級など

を用いて伝える技能を身に付けて

いる。 

世界環境広告機構の会議に参加

をして,自分たちの作成した TV 

commercialをプレゼンし、環境

問題への啓発を図るというコミュ

ニケーションを行う状況に応じて、

環境問題という社会的な話題に

関して聞いたり読んだりしたことに

ついて、考えたことや感じたこと、

その理由などを、簡単な語句や文

を用いて、伝えている。 

 

 

外国の人に環境問題についての

理解し、興味を持ってもらえるよう

に、日本と英語の TV 

commercialの特徴の文化的差

異に対する理解を深め、聞き手で

ある外国の人に配慮しながら主

体的に英語を用いて伝えようとし

ている。 

 

TV commercial とそのプロモー

ションのプレゼンというジャンルに

おいて，その特徴に留意しながら

聞き手である海外の人に伝わり

やすくなるように配慮しながら主

体的に英語を用いて伝えようとし

ている。 

 

 



5．単元の指導計画（全２８時間） ＊詳細はユニットプランナーを参照 

時間 学習内容 

ねらい（■），言語活動等（丸数字） 

主な評価規準 評価の観点 評価方法 

知技 思考 態度 

１ ■探究テーマを通して単元の目標を

理解する。 

■世界で問題となっている環境問題

についての資料を読んだり聞いたりし

て、概要を把握する。 

①環境問題の資料を読み，書き手の

伝えたいことの概要を捉える。 

②読んだ資料について，グループのメ

ンバーと自分の意見を伝える。 

環境問題の資料を読ん

でわかったこと，自分の

意見を相手に伝えよう

としている。 

  ● 観察 

2～４ 

 

■環境に書かれた資料を読み，どのよ

うな言語材料が用いられているかを理

解する。 

①前時の資料をもう一度読み、どのよ

うな時制が使われているか考える。 

②現在形、過去形、未来形の復習と現

在完了進行形の構造の意味と構造を

理解する。 

時制の特徴やきまりと

文章の内容や構成との

関係性について理解し

ている。 

 ●  ● ワークシー

ト 

5～７ ■Lesson3 Every Drop Counts 

(Warka Water projectについて) 

を読んだり聞いたりして、概要を把握

し，考えたことや感じたことを伝え合う。 

①教科書本文を読んで，書き手のもっ

とも伝えたいこと（要点）をとらえる。 

②教科書本文の音読練習を行う。 

③教科書を読んでわかったこと，自分

の意見をペアに伝える。 

教科書本文を読んで，

分かったことや自分の

意見をペアに伝えよう

としている。 

 

 

 

 

● 

 

観察 

 

8～11 ■Lesson4 Uluru (オーバーツーリ

ズムについて) を読んだり聞いたりし

て、概要を把握し，考えたことや感じた

ことを伝え合う。 

①オーストラリアと水問題について資

料を読んで概要を把握する 

②教科書本文を読んで，書き手の最も

伝えたいこと（要点）をとらえる。 

③教科書本文の音読練習を行う。 

④オーストラリアの環境問題について

資料や教科書を読ん

で，分かったことや自分

の意見をペアに伝えよ

うとしている。 

  ● 観察 



わかったことや自分の意見をペアに伝

える。 

12 ■SA (Service as Action)における

起業体験のテーマと環境問題につい

て ＊総合学習とのコラボ 

①SAで決定した起業内容にかかわ

る環境問題について資料を読み，分か

ったことや考えたことを英語で伝えあ

う。 

自分たちが決定した企

業内容にかかわる環境

問題等について，簡単

な英語を用いて意見の

交換をしようとしてい

る。 

  ● 観察 

１３～

14 

■SA（Service as Action）の広告

方法について 

  ＊技術家庭科とのコラボ 

①Communicationにはどのようなジ

ャンルがあるのかを考える 

②広告にはどのようなジャンルがある

のかを考える 

③TV commercialのジャンルの内容

面や伝え方の特徴について理解し，口

頭で意見をだす。 

TV commercial とい

うジャンルの特徴につ

いて気づいたことを伝

えようとしている。 

  ● 観察 

15 ■コマーシャルにおける異文化理解 

①日本のコマーシャルと海外のコマー

シャルを見比べ内容面・言語面の特徴

を捉える 

日本と英語圏の国との

コマーシャルの言語的

特徴をとらえようとして

いる 

  ● ワークシー

ト 

1６～

17 

■比較級・最上級の理解 

①比較級について理解し，使う 

②最上級について理解し，使う 

比較表現の特徴につい

て理解している 

●   ワークシー

ト 

18～

20 

■SA起業体験に向けての TV 

commercialを作成する。 

①SAで出す自分のクラスの店舗につ

いての TV commercialを作る。 

②TV commercialを全学級に流し，

伝わり方についてのアンケートを取る。 

TV commercial とい

うコミュニケーションの

状況を鑑みながら，動

画を作成しようとしてい

る。 

 ● ● ワークシー

ト 

21～

24 

■環境問題に関する TV 

commercialを作成する。 

①SAの TVコマーシャルの分析をし，

改良点を踏まえて，エシカル商品に関

するコマーシャル作成を行う。 

②コマーシャルを売り出すためのプレ

ゼン内容を考え，口頭練習を行う。 

TV commercial とい

うコミュニケーションの

状況を鑑みながら，時

制や比較を含む必要な

語彙や文法を使用して

動画を作成している。 

●  ● 観察 



25 

★本時 

■エシカル商品に関する TV 

commercial売り込みのためのプレゼ

ン 

①エシカル商品についての TV 

commercial と，その背景である環境

問題をグループで口頭発表する。 

・環境問題について、考

えたことや感じたこと、

エシカル商品作成の理

由などを、簡単な語句

や文を用いて、明確な

発音と抑揚を用いてわ

かりやすく話している。 

・エシカル商品につい

ての TV commercial

をプレゼンし，エシカル

商品の情報について，

明確かつ効果的に伝え

ようとしている。 

 ● ● 観察 

26 ■環境問題に関するプレゼンの練り直

しと編集 

プレゼンを時制や必要

な語彙や文法を使用し

て動画を改良しようとし

ている。 

  ● 観察 

27 

２８ 

■個人発表（総括的課題） 

①TV commercialの説明とその背

景である環境問題について，個人で

口頭発表する。 

環境問題について、考

えたことや感じたこと

を、簡単な語句や文を

用いて、明確に伝えて

いる。 

〇 〇 ○ パフォーマ

ンス評価 

●・・・形成的評価（指導に活かす評価）   ◯・・・総括的評価（記録に残す評価） 

 

6．本時の展開 

(1)本時の目標 

・「環境問題の解決のために考案したエシカル商品を売り出すための TV commercialの作成とそのプレゼンを

することで環境問題への啓発を図るというコミュニケーションを行う」という状況に応じて，環境問題という社会的

な話題に関して聞いたり読んだりしたことについて，考えたことや感じたこと，その理由などを，communication

の媒体による目的・聴衆の違いを考慮に入れながら，簡単な語句や文を用いて，伝えることができる。 

 

(2)本時の評価規準 

・世界環境広告会議に参加をして,自分たちの作成したエシカル商品についてのTV commercialをプレゼンし、

環境問題への啓発を図るというコミュニケーションを行う状況で、考えたことや感じたこと、その理由などを、簡単

な語句や文を用いて、明確な発音と抑揚を用いてわかりやすく話している。 

・世界環境広告会議に参加をして,自分たちの作成したエシカル商品についてのTV commercialをプレゼンし、

環境問題への啓発を図るというコミュニケーションを行う状況で，エシカル商品の情報について，明確かつ効果

的に伝えようとしている。 

 



(3)本時で発揮されるグローバル市民性について 

  令和５年度より本学附属池田地区では，研究テーマを「グローバル社会を協働的に創造する資質・能力の育

成―グローバル市民性が育つ学びをつくるー」

と設定し，今年度は，グローバル市民性を池田

地区として定義づける１年としている。では，グ

ローバル市民性とは何だろうか。定義づける上

で，また本時に発揮されるグローバル市民性に

ついて記述するにあたり，ここで少し考察を加え

る。 

グローバル市民性（Global citizenship）を

めぐる議論は、政治学、政治思想、国際政治、国

際関係論、社会学、教育学と多岐にわたる（山

田 2010）。国際社会においてもグローバル・シ

ティズンシップ教育に関する提言が次々になさ

れている。UNESCO（2014）は社会・政治・文

化・経済・環境の分野における地球的課題を理

解し解決する上でのグローバル・シティズンシッ

プ教育は，より公正で平和で，包摂的で安全で

持続可能な世界の確保のために学習者が必

要とする知識，スキル，価値，そして態度を養う

枠組であるとした。また社会的，政治的，文化

的，経済的，環境的な領域におけるグローバル

イシューの理解や解決，国際的な協調や社会的

変容を促す態度の獲得をその目的として挙げて

いる。また，国際 NGO のオックスファム

(Oxfam)は Global citizenship の条件として「世界市民としての役割を意識し，多様性を尊重し，世界がどの

ように動いているのかを理解し，社会正義に情熱をもってコミットし，ローカルからグローバルといった幅広い段階

でのコミュニティに参加し，世界をより公正で持続可能な世界に向けての行動する，自らの行動に責任をもつ」

をあげている。 

 では，学習指導要領の中でグローバル市民性はどのように位置付けられるのか。この点については，石森（２０

１３）がグローバル市民性について，アウトカム中心アプローチによる授業設計とアセスメントを提唱している。

（資料５）そこで，学習指導要領との関連性から，本時に発揮されるグローバル市民性についての定義付けにつ

いてこの資料に準拠したいと考える。この資料に基づいて，本単元をグローバル市民性という観点からみると，２

番の「人権・環境・平和・持続可能な開発等について主な例を出して簡単に説明できる」や１４番の「自分の考え

を（言語を含めた）様々な方法で表現することができる」，１８番の「情報にアクセスし必要な情報を収集し，それ

を目的の達成のために活用することができる」といったものが発揮できるものと考える。 

 

 

 

 

資料５ 



（4）展開 

学習過程 
学習活動および内容 指導上の留意点 

評価の観

点・方法 

導
入  

８
分 

   

1. Warmer (Pair talking) 

Make sure the statement of 

inquiry 

(1) What environmental issues 

do recently occur? 

 

(2) What is the good way to 

persuade people to buy ethical 

products to tackle the 

environmental issues? 

 

2. Lead-in (Teacher-Students) 

(1) What kind of communication 

ways do we have? 

 

(2) What are the features of TV 

commercial? 

 

 

・探究テーマから「環境」についての導入に入り

やすいように話題を設定する。 

・語彙の確認をする。 

 

 

 

 

 

 

・TV commercialのジャンルとしての形式的，

内容的特徴について，確認する。内容的特徴に

ついては，技術家庭科の教員との TTで行う。 

 

・TV commercialやコンペで使用する語彙の

確認をする。 

 

展
開       3

2

分         

    

 

３．Understanding the GRASPS 

and Assessment Criteria 

 

 

4.Prepare for the presentation in 

a group 

 

5. Presentation（３mins*6groups） 

・プレゼンをする状況設定・役割等の確認をする

ことで，より状況に応じた言語の使用ができるよ

うにする。 

 

・プレゼンの内容の評価のポイントについては技

術家庭科の教員より説明をする。 

 

・生徒の司会を立て，プレゼンを行わせる。プレ

ゼンはグループで行い，プレゼンの最後には質

疑応答を行う機会を設ける。聞いている生徒は

評価用紙をもとに評価を行う機会を設ける。ま

た，参観者にも評価をお願いする。 

 

 

 

 

観察 

こ思・判・表

については

評価用紙を

用いる 

ま
と
め 1

0

分  

         

        

  
６．Evaluation ・英語科，技術家庭科の両面から Feedbackを

行う。 

 

 

 

 

（5）準備物 

  PowerPoint, ワークシート，Chrome book 



６．成果と課題 

(1) 成果 

   Speaking活動を通して，情報を明確かつ効果的に伝達する力を養わせることを目標にこの単元を行った。 

前述のように，この単元前は、Speakingの平均が 4.924（８点満点）と Speakingについては言語運用能力

がやや低くなっていた。しかし，単元の総括的評価課題として取り組んだ Speakingは，６．６４５４点（8点満点）

となり，特に課題であった「情報を明確かつ効果的に伝達できる」という評価項目での伸びが見られた。 

例えば，資料６・７は、生徒の準備したプレゼン原稿の一部であるが，資料６のプレゼンの前半原稿で見られるよ

うに，疑問文を多用することで，聴衆を引き付けるような工夫がみられ，資料７のプレゼン後半原稿で見られるよ

うに，Tag line（キャッチコビー）を使って，聴衆の耳に残るような工夫が見られた。 

  

 

また，資料８は単元最初に行ったプレゼン練習の際のスライド，資料９は単元後の総括的評価課題で行ったプ

レゼンのスライドである。資料８のスライドは文字数が多く，文字も小さく，聴衆は文字を追うのに時間がかかり，

プレゼンを聞くことに意識をすることがしにくかったが，資料９のスライドは、必要な情報のみをスライドにのせ，残

りは口頭で伝えていたため，聴衆の意識を向けさせることができていた。 

 

 このことは，生徒の振り返りからも見て取れ，資料１０の生徒が記述しているように，できるだけ少ない文字数

で，Tag lineを入れることでインパクトを持たせようとしていたことがわかる。このことは，資料１２の生徒も「プレ

ゼンの中で紹介した製品に聴衆の意識が行き，覚えてもらいやすいように工夫した」と述べている。話し方につい

ても，資料１０・１１の生徒が言及しているように，重要な言葉をゆっくりという工夫をしていた一方，資料１１・１２

の生徒が言及しているように，聴衆が興味をもつように，ジェスチャーを使ったり，質問項目を入れたり，熱意をも

ってプレゼンをするなど場面に応じた多様な話し方をすることができたといえよう。したがって，情報を明確かつ効

果的に伝達する力を養わせるという本単元の目標は，ある程度達成できたものと考えられる。 

 また、これらは、池田のグローバル市民性の提案として挙げた、「自分の考えを（言語を含めた）様々な方法で

表現することができる」の達成にも寄与したともいえる。 

 

 

資料６ 

資料７ 

資料８ 資料９ 



 

 

 

 

 

(2) 課題 

  一方で、課題としては、ＣＭの中の文字数は少なくなったものの、２分間でＣＭを説明するプレゼンの内容として

は文字数が多く，聞きづらくなってしまったことにある。 

  
上記資料１３は、あるグループのプレゼンの原稿の全内容であるが、スライド１を見せながら読んだ原稿の文

字数は６５words、スライド２は１２８words、スライド３は６１words、最後の文字数は１６wordsの、計270words

であり、これを１分半程度で読ん

でいたため、かなりの早口となっ

ていた。生徒の振り返りの中でも、

右資料１４のように、簡潔に伝えられる工夫をしたいとの意見が出た。決められた時間内でできるだけ簡潔に、し

資料１０（生徒の振り返り１） 

資料１１（生徒の振り返り２） 

資料１２（生徒の振り返り３） 

資料１２（生徒原稿例） 

資料１４（生徒の振り返り４） 



かし効果的に必要十分な情報を伝えられよう、今後の授業への課題としたい。 

また本単元では，池田のグローバル市民性として，「人権・環境・平和・持続可能な開発等について主な例を

出して簡単に説明できる」「情報にアクセスし必要な情報を収集し，それを目的の達成のために活用することが

できる」という目標もあったが，エシカル商品についてのプレゼンに取り組んだため，内容としては触れることがで

きたものの，精度は高くなかったといえる。ある環境問題がおきる原因について，複数の情報にアクセスせずに，イ

ンターネットの情報をうのみにしているグループもあった。ある環境問題を解決するためのエシカル商品の創作に

ついても，相関関係がないものも見受けられた。これは，下記資料１５の生徒の振り返りからも見て取れる。 

 

 

英語科は言語習得を大きな目標としているが，あくまでも「実際のコミュニケーションにおいて活用できる」

（学習指導要領）コミュニケーション能力の獲得が必要であり，実際のコミュニケーションにおいて，その内容に

信ぴょう性がなければならない。今後も，なんらかの「話題」や「内容」（指導と評価の一体化）を扱うことになる

が，その内容自体についても，多様な情報にアクセスしてより妥当・信頼性のあるコミュニケーションをさせていき

たいと考える。 
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英語科学習指導案 

How Can We Change the World? 

～Lesson 5 I Have a Dream～ 

授業者 附属池田中学校 中田未来 

1．対象 附属池田中学校第３学年 C組（37 名） 

 

2．単元目標 

・知識及び技能に関して  

○ 関係代名詞 that, which（目的格）,後置修飾の特徴やきまりを理解し,それらを活用して世界

のリーダーの行動や考えについて話された英文の内容を聞き取ったり,読み取ったりする技

能を身に付けるようにする。 

○ 関係代名詞 that, which（目的格）・後置修飾の特徴やきまりを理解し,それらを活用して,リ

ーダーに必要なことについて考えたことや感じたこと，その理由などを英語で即興で伝えあ

ったり,話したり,正確に書いたりする技能を身に付けるようにする。 

○ 論点や自分の意見を聞き手や読み手にわかりやすく伝えるために,Discourse marker を効果

的に使って話したり,書いたりする技能を身に付けるようにする。 

・思考力,判断力,表現力等に関して 

○ リーダーの行動や考えをまとめるために,世界のリーダーについて書かれた伝記を読んだり,

スピーチ等の音声を聞いたりして,概要を捉えるようにする。 

○ 自己と社会のつながりを再認識するために，リーダーに必要なことに関して聞いたり読んだ

りしたことについて,考えたことや感じたことその理由などを書くことができるようにする。 

○ 聴衆を勇気づけるために，リーダーに必要なことに関して聞いたり読んだりしたことをにつ

いて,考えたことや感じたこと,その理由などを簡単な語句や文を用いて話すことができるよ

うにする。 

○ 即興的に話す力を高めるために，プレゼンテーションで聞いた内容について，自分の考えを整

理し，簡単な語句や文を用いて質問したり，答えたりすることができるようにする。 

・学びに向かう力,人間性等に関して 

○ リーダーの行動や考えをまとめるために,世界のリーダーについて書かれた伝記を読んだり, 

スピーチ等の音声を聞いたりして,概要を捉えようとする態度を養う。 

○ 自己と社会のつながりを再認識するために，リーダーに必要なことに関して,外国語の背景に

ある文化に対する理解を深め，読み手に配慮しながら，簡単な語句や文を用いて,事実や自分

の気持ちを正確に書こうとする態度を養う。 

○ 聴衆を勇気づけるために，リーダーに必要なことについて,聞いたり読んだりしたことをにつ

いて, 外国語の背景にある文化に対する理解を深め，聞き手に配慮しながら，考えたことや

感じたこと,その理由などを簡単な語句や文を用いて話そうとする態度を養う。 

○ 即興的に話す力を高めるために，プレゼンテーションで聞いた内容について，自分の考えを整

理し，簡単な語句や文を用いて質問したり，答えたりしようとする態度を養う。 

 

 



3. 指導に当たって 

（１）教材観 

本単元では教科書でキング牧師のスピーチやアメリカの公民権運動について学習する。教科書本文やドリル

学習を通して関係代名詞 that, which（目的格）,後置修飾の特徴を理解したのち,キング牧師が人種差別にど

う立ち向かったのか,本文の要点を掴む活動をする。具体的には当時の新聞の見出しと教科書本文の出来事を

結びつける活動を行い,キング牧師のスピーチ “I Have a Dream” に込められた思いを時代背景とともに理

解できるよう促す。そして,その内容からさらに発展させ, 

① リーダーシップを伸ばすために必要なことについて４人１班でプレゼンテーションをすること 

② 議論的な探究の問い“To what extent can diverse points of view and empathetic leadership 

impact democracy?”に対する考えを１００語程度の英文で書くこと 

の２つをそれぞれ①話すこと[発表]，②書くことの総括的課題として設定した。 

総括的課題設定の理由は以下の通りである。 

日本財団(2019)18 歳意識調査 「国や社会に対する意識（9 カ国調査）」に基づき実施した本校の学校評

価アンケート（2022年１１月実施）によると,対象学年の生徒が2年次に「自分で国や社会を変えられると思う」

という問いに対して肯定的回答をしたものは 32.8%であった。（図１）また，この数字は日本の 18 歳に比べ約

1.8 倍割合の生徒が肯定的な回答をしているが,中国・アメリカ・インドに比べると,圧倒的に低い数字となってい

る。これは,日本の生徒が「社会が繋がっている,自分の行動が社会に影響を及ぼすという体験が不足している

ため」だと考える。 

 

図１：生徒対象学校評価アンケート結果（2022 年１１月実施）と日本財団（２０１９）18 歳意識調査 「国や社会に対する意識（9 カ国調査）」一部抜粋 

 

したがって本単元では,社会的な話題として世界のリーダーの行動や考えを紹介するだけに収まらず,プレゼン

テーションの中でリーダーシップを身につけるために誰もが始められる行動や考えを提案することで生徒が課題

を「自分ごと」として捉えられるように設定した。 

その上で，単元の総括的課題では GRASPS（Goal, Role, Audience, Situation, Product, Standard の

頭文字をとったもの）にまとめ，生徒に示す。 

Goal(目的)- Your goal is to show understanding our identity is affected by the relationships 

we form; building rapport requires good communication to see from various 

points of view and empathy. 

Role（役割）- You are a presenter of TED-TALK. 

Audience（聞き手）- Your audience is international TED-TALK listeners who want to improve 
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their leadership skills. 

Situation（状況） - You are having a presentation about leadership and encouraging the 

audience to act positively for others or for the world. 

Product（制作物） – You will deliver an 8-minute TED-Talk-style motivational presentation 

on effective leadership. Afterward, you will write a 100-word essay for a 

magazine addressing the debated question: To what extent can diverse points 

of view and empathetic leadership impact democracy? 
Standard（基準） - Your work will be judged by Criterion C (presentation)and D(essay). 

 

総括的課題①のプレゼンテーションの目標は，学習指導要領「社会的な話題について,聞いたり読んだりしたこ

とについて,考えたことや感じたこと,その理由などを,簡単な語句や文を用いて話すことができるようにすること」

（学習指導要領「話すこと[発表]」ウ）に当たる。平成２９年告示の中学校学習指導要領解説外国語編には「外

国語でコミュニケーションを行うには，社会と世界の関わりの中で事象を捉えたり，外国語やその背景にある文

化を理解するなどして相手に十分配慮したりすることが重要である」と述べられている。「相手に十分配慮する」

ためには，相手が誰で，何を望み，どのような背景を持っているのか知ることから始まると考える。したがって本単

元では，今回のプレゼンテーションに取り組む上で大切な視点として，聞き手を「勇気づける」ための英語表現や

内容，構成にすることが必要である。このように，生徒が目的や場面に応じて適切に物事を考え,判断し,表現する

ことで「思考力・判断力・表現力等」を育むことをねらいとしている。 

次に本時で扱う話すこと[発表]・話すこと[やり取り]の活動について，詳しく述べる。speech presentation は

①impromptu(準備をせず即興的に話す)② manuscript（準備した原稿を読み上げる）③memorized(原稿

を暗記して話す) ④extemporaneous(しっかりと準備をするが，最小限のメモだけ見て話す) という

４つの種類に分類される。Jean(1999)は “If your goal is to speak to your listeners in a warm, 

relaxed manner, yet provide well-reasoned, persuasive, strategies to achieve your speech 

purpose, you'll probably choose the extemporaneous method. Research and outline carefully to 

give credibility to your ideas. Practice and rehearse orally to make your words memorable.”

と述べている。本単元では聞き手を勇気づけるプレゼンテーションをすることが求められており，これ

は上記の Jean が述べている目標と一致する。したがって，本単元では④extemporaneous の手法を取る

プレゼンテーションを行うこととした。さらに，実際の TED-talk で話されている Discourse marker を

生徒自身が分析する活動を設け，Discourse marker を効果的に使って話すことで論点や自分の意見を聞

き手にわかりやすく伝えることができる生徒を育成したい。 

また，生徒はプレゼンをするだけでなく，以下のような役割を持ち，１時間の授業を進めていく。 

役の名前 役割 Speech presentation の種類 

LM (Leader of the Meeting) 司会 

Opening speech 

② manuscript/③memorized 

③  extemporaneous 

PR（Presenter） プレゼンテーションをする ④ extemporaneous 

Q (Questioners) プレゼンテーションに対する質問

をする 

① impromptu 

TK (Time Keeper) 時間を計測し，知らせる ― 

J  (Judge) ベストプレゼンテーションを選ぶ ― 



 以上のように，目的に合わせて speech presentation のあり方を変えながら，英語で話す力を養いた

い。 

また，総括的課題②のエッセイライティングの目標は，学習指導要領「社会的な話題について,聞いたり読んだ

りしたことについて,考えたことや感じたこと,その理由などを,簡単な語句や文を用いて書くことができるようにす

ること」（学習指導要領「書くこと」ウ）に当たる。 雑誌の記事として，プレゼンで示したリーダーシップ論を踏まえ

ながら，個人で考えたことを英語で表現する活動である。 

単元の終わりに,生徒一人ひとりが既習の英語表現を駆使し,実生活と結びつけながら,自分の言葉で社会的

な話題について考えや理由などを伝える力を育むことは,高等学校において幅広い話題について適切に自分自

身の立場や考えを表現することにつながり,グローバル市民として,自分は世界の一員としてどう行動すべきなの

かを考える礎となるものである。 

 

（２）生徒観 

 本単元対象生徒には，話すこと・書くことについてそれぞれ課題がある。本年度より OPPシート（OPPA

論：One Page Portfolio Assessment に用いるシート，詳細は指導観で述べる）を導入した。生徒は単

元の最初と最後に同じ本質的な問いに答え,毎授業の最後に OPPシートに「授業タイトル」「今日の授

業で一番大切だと感じたこと」「疑問に思ったこと・知りたいこと」を振り返り,記述している。ここ

では，その記述内容や会話テスト，全国学習調査の結果を踏まえて，話すこと・書くことにおける課題

を分析する。 

まず，話すことに関しては，１学期は簡単な語句や表現を使って即興で話し,質問をすることに取り

組んできた。4 月当初は正しい文法で話そうとしたり，辞書や翻訳サイトで調べた語彙を覚えてそのま

ま話そうとしたりするあまり，言葉に詰まる生徒が多くいた。そこで，Canale & Swain(1980)によっ

て提唱された Communicative Competence は Grammatical Competence，Sociolinguistic Competence, 

Stragetic Competence，Discourse Competence の４つの要素から成り立っていること，それぞれがど

のような能力を指すのかを紹介し，Stragetic Competence を高めるため，会話の中で“What does XX 

mean?” “Please say that again.” “I don’t know but I’ll check it later.”などの

Negotiation phrases を使う練習を取り入れた。図２を見ると，今まで grammar の form や meaningに

ばかり気を配って会話していたところから，聞き手との関係性に合わせた適切な語彙の使用を心がけ

たり，わからないときにそのことを伝えようとしたりする態度が養われてきたことがわかる。 

図２：１学期インタビューテスト練習に関する生徒記述 OPPシート 

 

また，総括的課題において GRASPS を明示することにより,場面・状況に合わせた会話の組み立てをし



ようとする様子も見られた。（図３） 

 

図３：１学期インタビューテスト練習（⑬），インタビューテスト本番（⑭）に関する生徒記述 OPP

シート 

 

令和５年全国学力学習調査の結果では，話すこと（発表）の項目の「社会的な話題に関して聞いたこと

について，考えとその理由を話すことができるかどうか」を問う問題において,正答率が３０％を下回

っていた。生徒は日常的な話題に関して話すことにはずいぶん慣れてきたものの，社会的な話題に関し

て考えを深めたり，それらを英語で表現するための語彙が不足していると考える。 

そこで，本単元における人権など社会的な話題については，人権や平等に関わる語彙を reading や

listening 活動を通して input し,その内容を生徒自身の言葉も用いながら十分に準備をした後英語で

output するプレゼンテーションを話すこと（発表）の総括的課題とした。 

書くことに関しては，令和５年全国学力学習調査の結果では，「未来表現（be going to）の肯定文を

正確に書くことができるかどうか」「疑問詞を用いた一般動詞の２人称単数過去形の疑問文を正確に書

くことができるか」など正確性を問う問題の本校生徒正答率は８５％程度であるが，「日常的な話題に

ついて，事実や自分の考えなどを整理し，まとまりのある文章を書くことができるかどうか」を問う問

題は正答率が４０％を下回っている。つまり，正確に書くことはできても，考えをまとめ，まとまりの

ある文章を書くことには課題が残る。読み手に自分の考えがわかりやすく伝わるような構成や，具体例

を入れた論理的な文章を書くことに困難を感じる生徒はさらに多いと予想される。以上を踏まえて，本

単元では論理的に構成された文章を読んだり，生徒の書いた文章をお互いに読み，ルーブリックに基づ

く評価とそのコメントを書いたりする活動を入れることで，内容のまとまりを持たせて書く力を育てた

い。 

最後に，令和５年１０月実施の本校生徒３年生対象アンケート（n=133）によると，英語が嫌いだ，ど

ちらかというと嫌いだだと感じる生徒は全体の 27.6%にのぼり，その理由として多く挙げられたのが「定

期テストや実力テストで点が取れないから（86.5%）」「他の人と比べてできていないと感じるから

（70.3%）」「英語で話すことに自信がないから（67.5%）」「会話テストで点数が取れないから(62.2%)」

であった。このことから，生徒が英語という教科に興味がわかないのではなく，英語が分かる・できる

といった体験や自信が少ないことにある。一方で令和５年４月実施の英検 IBA テスト(Reading & 

Listening)の結果によると本校生徒の約 30%の生徒は英検２級以上の力を持っており，英語を得意とす

る生徒と自分自身を比べることによって自信を失っている側面も見られる。この状況を踏まえ，プレゼ

ンテーションの進行やタイムキーパー，評価など生徒がそれぞれの得意なことを活かしながら１つのこ

とに取り組める協働的なタスクを設定した。 

 



（３）指導観  

前述の生徒の実態を踏まえ，本単元の指導にあたっては,生徒一人ひとりが「何ができるのか」「何に

困難を感じているのか」「本時の授業で何を学んだのか」を細やかにみとり,授業内容を生徒の理解をよ

り深めるよう修正していきながら進めていく。また，teacher feedback，協働学習を通したpeer feedback

や reflection, self-evaluation 等のさまざまな形成的評価の機会を提供し，「何を知る必要があるの

か」「何ができるようになる必要があるのか」「何を改善すべきか」を生徒が自己調整しながら学びを

深められるように促す。このことは,文部科学省(令和３年３月)にも児童生徒一人一人のつまずきや伸

びについて,指導過程で評価する形成的な評価を行うことが重要だと示されている。 

しかし,授業中の生徒の観察やワークシートだけで３５人を超える生徒について学習者の学習過程や

認知過程を把握することは難しい。堀（2018）は,教育者の想定する鋳型に学習者をはめるのではなく,

一人ひとりに合わせて仕立てられるテーラーメードの学習者を想定した教育観が求められ,そのために

は,学習者の変容を外化,可視化することが必要であると述べている。そこで，本授業では,生徒の変容

を可視化するため OPPシートを活用することとする。（図４ー図６）OPPシートは学習者が１枚のシー

トに学習履歴を記録することによって学びを外化，可視化し，その全体を学習者が自己評価するシート

である。また，教師は生徒の学習履歴をもとに，OPP シートの記述に支援やコメントをする。これらの

やり取りを通して，生徒は自分の思考に対する思考，つまりメタ認知を高め，教師は自身の授業の結果

を確認，修正，改善していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４：重要概念に対する考えの学習前・後の変化  図５：毎授業の振り返り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６：探究の問いに対する考え・ATLスキルの学習前・後の変化  

 



生徒は,単元の１時間目に重要概念，探究の問いに対する自分の考えを書く。また，この単元で伸ばす

べき ATLスキルがどの程度身についているか，自己評価をする。堀(2018)は,学習前・後の「本質的な問

い」は学習者に身につけてほしい資質・能力がどのような状態であるかを確認し,その力をつけるため

の働きかけであるとしている。これは,国際バカロレアの単元を通して概念に対する理解を深めるとい

う概念学習に共通する考えである。 

その後も，単元を通した毎授業の終わり５分で生徒は「授業のタイトル」「授業で一番大切だと思った

こと」「疑問点」を書きシートを提出する。教師は生徒の記述にコメントを書く。堀(2018)は教師から

のコメントについて,「適切なコメントとは,学習者の最近接発達の領域に働きかけることができるよう

になるコメントである。しかも,その内容ができるだけ短い方がよい。（中略）そのコメントにより学習

者が学習内容をさらに深め考えさせることができ,授業中ではできないが OPP シートで可能になる働き

かけがある」と述べている。 

５月に実施した生徒対象アンケート（n=131）によると,教師とのやり取りを通して,生徒が考えを深化

させていることがわかる。（図７）。また，自分の学びを整理することができていると感じる生徒が約

７割いる。（図８）学習全体を振り返り,何がどう変容し,どう思考しているのかを自己評価することが,

メタ認知の能力を高めることにつながっていると言える。以上のことから,OPPシートの活用は個別最適

な学びを促し,生徒が自己調整しながら学びを深めていくのに寄与しているといえる。ただ,そこから新

たに問いを立て,探究するところには十分に至っていないことがわかる。（図９）そこで本単元では,生

徒が教材を自分で選択し,自分の学びに責任を持たせることによって,生徒自らが学びを深めるために

「何がわからないのか」「何を知る必要があるのか」を主体的に考えることができるよう促す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７                      図８ 
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図９ 

 

次に，生徒が自身で教材を選ぶことが，主体性を育むことにつながるのかを述べる。「自己決定理論」

（Self-determination theory 以下 SDT: Deci & Ryan, 1985, 2002）によると，以下の３つの心理的欲

求が満たされた場合,学習者が内発的に動機づけられるとしている。 

 

①「自律性の欲求」 （the need for autonomy）: 

自分の行動を自分で決定し,その行動に自分で責任を取りたいという欲求  

②「有能性の欲求」（the need for competence）: 

やり遂げる自信や自分ができるという能力を示したいという欲求  

③「関係性の欲求」(the need for relatedness):  

周囲の人や社会と密接な繋がりを持ち,他者と友好な関係を築きたいという欲求  

 

さらに,Noels らの研究(Noels 2001, Noels et al 2000)は,外国語学習においてより自己決定的な機

会を与えられた学習者や,自分自身の外国語力に自信のある学習者は,より内発的に動機づけられてい

ると感じると述べている。つまり,先に述べた３つの心理的欲求を満たすことは外国語学習における動

機づけにも多いに関連すると言える。 

そこで，本単元では，①「自律性の欲求」（the need for autonomy）を満たすため，紹介するリーダ

ーを生徒が自由に選べるように設定した。田中・廣森（2007）は自律性の欲求を満たすための教師の役

割について「学習事項や解答を学習者に提示することではなく,学習者が自ら考え行動することを支援

し,彼らの責任や選択を支援することである。」としている。そこで,教師は足場掛けとし,生徒がひとり

１台のタブレット端末を使用し,情報を検索するよう促す。このことで,生徒は自分の英語力に合わせて,

情報を収集することが可能になる。さらに情報を英語で収集することが難しい生徒のサポートとして,

比較的容易な英語で世界のリーダーの biography がまとめてあるサイト（Duck Stars Biography for 

kids）を紹介する。Output に関しては,クラスメイトがわかる簡単な英語で表現できるよう,teacher’s 

feedbackや Peer feedbackの機会を多く与え,生徒が自律的に学習できるよう促す。こういった指導は，

令和３年答申でも述べられている「個別最適な学び」のうち,教師が生徒一人ひとりに応じた学習課題

に取り組む機会を提供することで,生徒自身が学習が最適となるよう調整する「学習の個性化」に当た



る。 

総括的課題のグループプレゼンテーションでは,先に述べた心理的欲求の②「有能性の欲求」（the need 

for competence）③「関係性の欲求」(the need for relatedness)を満たすよう指導する。グループプ

レゼンテーションを通して,生徒は内容の一貫性や論理性を満たすよう班員とテーマについてよく話し

合い,互いのプレゼンテーションについて feedback を行う。そのことによって,学習者の周囲の人と繋

がりを持ちたいという「関係性の欲求」を満たす。また,協働学習を通して「有能感の欲求」を満たす。

田中・廣森（2007）は有能性の欲求を満たすには指導者が「学習者のつまずきに対して,タイミングよく

ヒントを与える,あるいはタスクの難易度を適切に調整することによって,彼ら自らの学習成果に満足

し,学習がうまく進んでいると感じることができるような介入を行う」ことが大切であると述べている。

そこで,この活動においては,班の中で,生徒の得意不得意に合わせた明確な役割を与えることによって,

自分一人ではできなかったことまでできたという有能感が味わえるようにする。また,教師からタイミ

ングよくヒントを与えることについては,授業での観察を通した feedbackや OPPシートを用いた生徒と

教師とのやり取りの中で,生徒の変容やつまずきをみとりながら,授業を構築し,形成的に評価していく。    

生徒はグループプレゼンテーションに至るまでに，世界のリーダーの行動から,「リーダーに必要な資

質」を考え,その資質を伸ばすために,誰にでも始められる日々の行動や考えに落とし込む。この過程の

中で,「リーダーはすごい」という考えで終わるのではなく,具体的に何ができるか,自分の行動がどの

ように社会貢献につながるのかをイメージするように促す。プレゼンをする際はあらかじめ練習した内

容を「発表」するだけでなく,発表内容について即興的に評価コメントを行うなど即興的にやり取りを

行う力を育成する。 

こういった協働的な学びの中で,自分の責任を全うしながら，社会の一員としての自覚が芽生え,本校

の今年度の研究テーマである「グローバル社会を協働的に創造する資質・能力の育成」に寄与できるの

ではないかと考える。 

  

4.評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

【知識】 

① 関係代名詞 that, 

which（目的格）・後置修飾を

含めた文の構造を理解してい

る。 

 

【技能】 

①関係代名詞 that, which（目

的格）・後置修飾を活用して,

リーダー論や世界のリーダがし

たことについて聞き取る技能

や,書かれた内容を読み取る技

能を身につけている。 

 

①リーダーシップを身につける

のに必要なことや,世界のリー

ダーについて知らせるために,

リーダーシップについて簡単な

語句や文を用いて正確に書いて

いる。 

 

②世界のリーダーについて知る

ために,世界のリーダーの人生

について書かれた伝記を読んだ

り, 平等な世界の実現を呼びか

けるスピーチ等の音声を聞いた

りして,要点を捉えている。 

 

①リーダーシップを身につける

のに必要なことや,世界のリー

ダーについて知らせるために, 

リーダーシップについて簡単な

語句や文を用いて書こうとして

いる。 

 

②世界のリーダーについて知る

ために, 世界のリーダーの人生

について書かれた伝記を読んだ

り, 平等な世界の実現を呼びか

けるスピーチ等の音声を聞いた

りして,要点を捉えようとして

いる。 



② 論点や自分の意見を聞き手

や読み手にわかりやすく伝える

ために,Discourse marker を効

果的に使って話したり,書いた

りする技能を身に付けている。 

 

 

⑤  リーダーシップを身につけ

るのに必要なことや,世界の

リーダーなどについて伝え

るために,英語で書かれた伝

記や世界を変えるためにで

きることについて英語で話

されているプレゼンを元に

考えをまとめ,簡単な語句を

用いて伝えたり，質問した

り，答えたりしている。 

 

③リーダーシップを身につける

のに必要なことや,世界のリー

ダーなどについて伝えるため

に,英語で書かれた伝記や世界

を変えるためにできることにつ

いて英語で話されているプレゼ

ンを元に考えをまとめ,簡単な

語句を用いて伝えたり，質問し

たり，答えようとしている。 

 

5．単元指導計画（全２１時間） 

時間 学習内容 

ねらい（■）,言語活動等（丸数字） 

主な評価規準 評価の観点 評価方法 

知技 思考 態度 

１ ■探究テーマを通して単元の

目標を理解する。 

■リーダーシップとは何かに

ついて考える。 

① OPPシートの単元前の項

目に答えることで,重要概

念や探究の問いについて

の単元前の考えをまとめ

たり,生徒自身の ATL 

skillについて把握した

りする。 

②  他教科で学んだ知識や,

生徒自身の経験からリー

ダーシップについて考え

る 

リーダーシップを身につ

けるのに必要なことや,世

界のリーダーについて知

らせるために, リーダー

シップについて簡単な語

句や文を用いて書こうと

している。 

 

  ● OPPシート 

2-5 

 

■Lesson 5  I Have a Dream 

を読んだり聞いたりして，概

要を把握し,考えたことや感

じたことを伝え合う。 

① 関係代名詞 that, which

（目的格）,後置修飾の特

徴やきまりを理解する。 

② キング牧師のスピーチを

聞いて,もっとも伝えたい

関係代名詞 that, which

（目的格）・後置修飾を

活用して,世界のリーダが

したことについて聞き取

る技能や,書かれた内容を

読み取る技能を身につけ

ている。 

キング牧師について知る

ために,リンカーン記念公

● ●  観察 

ワークシ

ート 



こと（要点）を捉える。 

③ 教科書本文や 1970年代当

時のアメリカの新聞記事

を読んで, 社会背景につ

いての流れを捉え,キング

牧師が行ったことについ

て概要を掴む。 

④ 教科書本文の音読練習を

する。 

⑤ 教科書本文の内容に

Display question と

Referential question の

を作り，生徒同士で互い

の質問に答える。 

⑥ ガンジー・キング牧師に

ついての動画視聴し,キン

グ牧師やガンジーがどの

ように人々の心を動かし

たのかをまとめ,自分の考

えをペアやクラスメイト

に伝える 

園で披露されたスピーチ

を聞いて要点を捉えてい

る。 

 

 

 

 

リーダーがどのように困

難を乗り越えたかを知る

ために, キング牧師につ

いて書かれた英文を読ん

で,要点を捉えている。 

 

 

リーダーシップを身につ

けるのに必要なことにつ

いて考えるためにリーダ

ーについて簡単な語句を

用いて伝えたり,質問した

り,質問に答えようとして

いる。 

6,7 ■プレゼンの効果的な方法を

理解する 

① ４人１グループで TEDTALK 

を分析し，プレゼンのコ

ツを知る。 

論点や自分の意見を聞き

手にわかりやすく伝える

ために,効果的に話す方法

を分析しようとしている。 

   観察 

ワークシ

ート 

8-11 ■ 理想のリーダーの特徴に

ついて自分なりの考えを

持つ 

① 第７時までに考えたこと

をもとにペアで以下の

（  ）に入れる英語を

考え，理想のリーダーと

について 4人班で定義を

する。 

A desirable leader is 

a person who (      ).  

② ② ①の定義にあった人

物を４人班で１または２

 

 

リーダーシップを身につ

けるのに必要なことにつ

いて知らせるために,良い

リーダーの資質について

簡単な語句や文を用いて

正確に書いている。 

 

 

 

 ● ● 観察 

ワークシ

ート 

 

生徒の相

互評価  



名選び,プレゼンの Body

のパートに対するアイデ

アを深める。 

12-18 

【本時 

第１7

時】 

■ リーダーシップを伸ばす

ためにできることついて

４人班でプレゼンをする

ことを通して，リーダー

シップについて考えたこ

とを具体的な例と共にク

ラスメイトに伝える。 

① プレゼン大会の進行の仕

方について学ぶ。 

② プレゼンの準備をする。 

・プレゼンの Key Phrase 

を考える 

・プレゼンの原稿を書く 

・どこを強調して言えば 

いいか考え,練習する 

・リハーサルをし,peer  

feedback を行う 

③ プレゼンをする。 

リーダーシップを伸ばす

方法について伝えるため

に,世界のリーダーについ

えて聞いたり読んだりし

たことをについて,考えた

ことや感じたこと,その理

由などを簡単な語句や文

を用いて話している。 

 ◯ ◯ パフォー

マンス評

価,振り返

りシート 

19-20 ■ 議論的な問い“To what 

extent can diverse 

points of view and 

empathetic leadership 

impact democracy?”に

対する答えを１００語程

度の英語で書く。 

① 個人で書く。 

② クラスメイトの writing

をルーブリックに合わせ

て評価し，コメントも書

く。 

③ ②の peer feedback をも

とに書き直す。 

論点や自分の意見を読み

手にわかりやすく伝える

ために,Discourse marker

を効果的に使って探求の

問いに対する答えを書く

技能を身に付ける。 

 

世界と自分との繋がりに

ついての考えを伝えるた

めに, 探求の問いに対す

る答えを簡単な語句や文

を用いて書いている。 

◯ ◯ ◯ パフォー

マンス評

価 

21 ■単元の振り返りをする。 

① OPPシートの単元後の項

目に答えることで,重要概念

や探究の問いについての単元

単元を通した自身の変化

をまとめることを通し

て，重要概念 

“communication”に対す

  ○ 振り返り

シート 



前，単元中，単元後の変化を

まとめたり,生徒自身の ATL 

skills の伸長について把握し

たりする。 

る考えがどう変わったか

や ATL skills の伸長につ

いて把握しようとしてい

る。 

●・・・形成的評価（指導に活かす評価）   ◯・・・総括的評価（記録に残す評価） 

 

6．本時の展開 

(1)本時の目標 

○ リーダーシップを身につけるのに必要なことを伝えるために,世界のリーダーについて聞い

たり読んだりしたことを通して,考えたことや感じたこと,その理由などを簡単な語句や文を

用いて話すことができる。また,プレゼンの内容について即興的に質問したり,答えたりする

ことができる。 

 

(2)本時の評価規準 

○ リーダーシップを身につけるのに必要なことを伝えるために,世界のリーダーについて聞い

たり読んだりしたことを通して,考えたことや感じたこと,その理由などを簡単な語句や文を

用いて話している。 

○ プレゼンの内容について即興的に質問したり,答えたりしている。 

 

(3)本時で発揮されるグローバル市民性について 

  Global competence（国際的な能力）のという考えが最近注目されるようになった。英語教育では 

「コミュニケーション能力」「異文化理解能力」「グローバル市民力」として形容されることが多いが， 

いまだに共通の定義がない。そこで，ここでは OECD(2018)の公式ホームページでのグローバル・コンピ

テンスと，本授業の関わりを述べることとする。 

 

OECD(2018)では公式 HPでグローバル・コンピテンスを 

１）地域的，世界的，そして異文化間の問題を検討する能力 

２）他者の視点と世界観を理解し認める能力 

３）異なる文化を持つ人々とオープンで適切で効果的な関わり 

を持つ能力  

４）共同体の幸福と持続可能な開発のために行動する能力 

と定義している。 

                                                                   OECD HPより引用 

本時では 

・社会科で学んだ知識や,世界のリーダーについてのプレゼン内容をもとに,班員と協働的に学ぶことを

通して,「人の心を動かすものは何か」「私たちはリーダーシップを身につけるために何ができるか」

ついて,根拠を持って述べられるよう考えを深め,広げていく。このことで（２）他者の視点と世界観

を理解し認める能力を高めたい。 

・リーダーシップを身につけるのに必要なことについて,中学生でもできる行動に落とし込んで提案す 



ることを通して,社会のために自分は何をすべきか,何ができるかを自分ごととして捉られるようにす

る。このことは（４）共同体の幸福と持続可能な開発のために行動する能力を高める第一歩になると

考える。 

・聴衆を勇気づける言葉で表現することを通して,聞き手を意識した話し方を心がける。このことは（３） 

異なる文化を持つ人々とオープンで適切で効果的な関わりを持つ能力を育むことにつながると考え

る。 

 

（4）展開 

学習過程 学習活動および内容 指導上の留意点 評価の観点・方法 

導
入
 
$
分 

   

・単元の学びの復習 

・本時の流れ・目標の確認 

 

・本時の流れ，目標を提示し，生徒の

役割を確認する。 

 

展
開
 
 
 
 
 
 
 
 
(
)
分
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
  

 

・Leader of Meeting（LM:生徒

代表１名） によるオープニング

挨拶 

・LMによるプレゼンター紹介 

 

・４人１組プレゼンテーション

「リーダーシップを高めるため

の方法」（４〜５分×３グルー

プ） 

 

 

 

・Questioners または audience

によるプレゼンに対する質問

（各３分） 

 

・Today’s best presentation

に投票, 結果発表 

 

 

・原稿を読んでも構わないが,聞き手

に目線を向けさせる。LMは最初の２文

は暗記して言えるようにするよう伝え

る。 

 

・聴衆を勇気づける話し方を心がけさ

せる。 

・スライドの文字は最小限にさせる。 

・ディスコースマーカーを効果的に使

用させる。 

 

・英語で表現できない場合は日本語で

質問しても良いこととし，その場合は

教師のサポートのもとクラス全員で質

問内容を考える 

 

 

 

 

 

・ルーブリックに基

づくパフォーマンス

評価 

 

 

 

 

ここの 

*
+
,
 
 
 
 
-
分 

 

 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
  

  

・教員からフィードバックをも

らう 

（３分） 

・OPPシート記入（５分） 

・教師が口頭で Feedback する。 ・口頭による評価 

 

 

・OPPシートによる

評価 

 



（5）準備物 

 Presentation Session Key Phrase Sheet  ・ iPad ・ 電子黒板 

 

７. 成果と課題 

(1) グローバル市民性の育成における考察 

まず初めに OECD(2018)で定義された（２）他者の視点と世界観を理解し認める能力が本単元を通して

育成されたかについて,生徒アンケート（令和６年２月実施）もとに分析する。 

以下のグラフは生徒対象アンケート（令和６年２月実施）において「４人班で行うことで１人でプレゼン

をするより伸びたと感じるスキルはどれですか。当てはまるものを全て選びなさい。」という問いに対する回答結果

である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここでいうコミュニケーションスキルとは「論理的に情報を整理し,描写する」こと,情動スキルとは

「不安やストレスを和らげる」こと,転移スキルとは「教科を超えた知識やスキルを使って,解決策を見

出したり,内容を深めたりする」ことを指す。以下はそれぞれのスキルが伸びたと具体的に感じる場面

の生徒の記述である。 

① コミュニケーションスキル（論理的に情報を整理し,描写する）について 

・質問に対して一番良い表現を相談しながら答えられた 

・話す内容を考える時に,班の人に文章を確認してもらったり,話したりしながらすることができた。自分では

考え付かなかった言い回しを知ることができたのですごく勉強になったし,質問された答えを考える時に,スピ

ーキングのコツを班の人から学ぶことができた。 

・プレゼンの内容を考えるときに,取り上げるそれぞれの人物の特徴や共通点,相違点などを整理しながら

構成していったので,そのときに情報を整理して描写する力がついたと思う。 

・4人班で準備を行う分,1人でやるよりも内容や視点が意外とバラバラになっていたり,1人目と 2人目な

どの人の間の繋がりが薄くなったりするという問題点が起きやすかったので,それを 4人で話し合って繋げて

いくことでまとまりのあるプレゼンを作ることができたから。 

・原稿や発表の流れを考えている時に一人で考えるよりも考えを口に出したりすることで考えを整理でき,

よりよいプレゼンを準備できた。 
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コミュニケーションスキル

情動スキル

転移スキル

上の３つとも１人でプレゼンをする方が伸ばせたと思う

４人班でプレゼンをすることで伸びたと感じるスキル 単位%



② 情動スキル（不安やストレスを和らげる）について 

・1人の意見でするより複数の意見をまとめて行う方がより新しい考えが増えるし,自信もつく。 

・自分で話したい内容を英語でなんと言ったらいいか分からなかったとき,助け合って解決できて,プレゼン

の完成度が高まった。 グループの人がいることで,本番の緊張を和らげてくれた。 

・班の中の人たちで互いに励まし合い,1 人でやるのとは比べ物にならないくらいとても良いプレゼンをする

ことができた 

・僕は,1 人でみんなの前でプレゼンしたりするのが苦手で,プレゼンに対する不安がありました。しかも,滑

舌が悪く,英語で話すことが苦手でした。しかし,班でやることで発表前の不安が少し和らぎました。 

 

③ 転移スキル（教科を超えた知識やスキルを使って,解決策を見出し内容を深める）について 

・歴史の知識を活かしてリーダーシップとはなんなのか考えることができた。 また,その人物に関する情報を

整理してリーダーシップが関係するところを切り取り,その内容や偉大さがしっかりと伝わるようにできた。 

・4人で紹介する人を決めようとしてるとき,自分では思いつかなかった偉人の名前が出たり,そこから自分で

この偉人もいいんじゃないかともっと他の教科と結びつけることができた 

 

以上のアンケート結果から生徒は,班員と話しあい,ピアフィードバックを与えるなど協働的に学ぶこ

とを通して,根拠を持って述べられるよう考えを深め,広げたり,互いに励ましながら活動を行うことに

よって,他者の視点と世界観を理解し認める能力を高めることができたと言える。これは,英語を得意と

するか苦手とするかに関わらず見られたことである。このことは３（３）指導観で述べた４人班でのグ

ループプレゼンテーションが「有能性の欲求」や「関係性の欲求」を満たすことに貢献したことと関連

すると言えよう。 

 

次に OECD(2018)でグローバル市民性として定義された（３）異なる文化を持つ人々とオープンで適切 

で効果的な関わりを持つ能力（４）共同体の幸福と持続可能な開発のために行動する能力の伸長感に 

ついて考察する。 

次項の生徒対象アンケート（n=118）によると,およそ半数の生徒において聞き手を意識して話そうと

いう意識が芽生えたことがわかる。３（２）生徒観において述べたとおり,4 月当初は正しい文法で話そ

うとしたり，辞書や翻訳サイトで調べた語彙を覚えてそのまま話そうとしたりするあまり，言葉に詰ま

る生徒が多くいたが,本単元を経て,「正しい文法で話すより,聞き手にわかりやすく話そう,自分の言葉

で表現しようと考えるようになった」と答える生徒が３０％程度いることがわかった。「英語を話すこ

とに自信がついた」と答える生徒も２５％いた。以下はなぜこう考えるようになったかを生徒の記述か

ら質的に分析していく。 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 自分ごと 

 

① 聞き手意識の芽生え 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これらの記述からプレゼンする際に,聞き手にわかるよう生徒自身の言葉を使って,説得力を持たせる

内容にしようとしていたことがわかる。 

 

② 重要概念「コミュニケーション」に対する認識の変化 

以下は,単元前と単元後で「コミュニケーション」に対する認識がどう変わったかと言う問いにつ

いて生徒の振り返りである。 

 

コミュニケーションをすることを臆病に思わなくなりました。特に英語でのコミュニケーシヨンは怖

くなくなりました。外国人の方とコミュニケーションをする時,一番失礼なのは沈黙であり,日本とは違

うのだということを学びました。そして相手に対して思いを伝えたいという気持ちさえあれば言葉がつ

たなくてもコミュニケーションは成り立つのだと思いました。 
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リーダーシップを伸ばすのに自分に何が必要か以前より考えるようになった

自分の言葉で表現しようと思うようになった

英語で話すことに自信がついた

ニュースに関心を持つようになった

リーダーシップを伸ばすのに自分に何が必要か考え行動している

英語で書くことに自信がついた

正しい文法で話そうと思うようになった

英語で書くことに自信がなくなった

英語で話すことに自信がなくなった

本単元を通して変化したと思うこと 単位%



 

学習前は,コミュニケーションとはただただ相手と交流することだと思っていたが,学習を通して相互

理解を深めることもコミュニケーションの一つなのだという考えに変わった。特にプレゼンの際は,文

章を沢山書き込んだスライドを用いて自分の考え方を一方的に陳述していくことが効果的なプレゼン

なのではなく,話し手と聞き手の双方で会話を行うような,問いかけを行ったり,相手を笑わせたりなど

といった興味を持ってもらうための工夫が必要不可欠であると感じた。（後略） 

 

（前略）今まで自分は人前で発表する際に,伝えるために視線を前に向けるように意識していたのです

が,そうではなく,互いにコミュニケーションを取るために視線を前に向ける必要があるのだと思いま

した。一方的に話しているように見えるけど,実は言葉ではなく視線や聞く姿勢で互いに通じ合い,聞い

てる側だけでなく,話している側も得ているものがあるとわかりました。 

このことを知り,このように考えが変化したことで,聞いてくれている人とともにその場を作るように

意識できるようになると思います。今後も人前で発表する機会があると思うので,双方のコミュニケー

ションのために問いかけや間などをより有効的に利用でき,双方にとって充実した時間を生み出せるよ

うにしたいです。また,発表する側だけでなく聞く側もコミュニケーションをするという意識を持つと

より良いのではないかと思います。 

 

ここに挙げた３名の生徒の振り返りにあるように,コミュニケーションは話し手から聞き手への一方

的な情報伝達ではなく,双方向の意思疎通を通して,相互理解を深めることであると考える生徒が多く

いた。そのことにより,話すことにおいて文法的な正しさは,コミュニケーション能力の一つの要素にす

ぎないという Canale & Swain(1980)の理論を体感することができ,間違いを恐れず話すことに自信がつ

いたと感じた生徒が増加したのではないかと考える。つまり,OECD(2018)でグローバル市民性として定

義された（３）異なる文化を持つ人々とオープンで適切で効果的な関わりを持つ能力を高めるための意

識に変容があったと考える。 

 

また,リーダーシップを自分に伸ばすために何ができるかなど学んだこと自分ごととして捉える生徒

が３０％程度,ニュースに関心が湧いた生徒が２０％程度いることがわかった。具体的にどのような場

面でそのように感じていたかを分析するために以下に生徒の振り返りを示す。 

 

自分が何か行動を起こすとき,何かを変えたい時に何か特別なことは必要ないことを知った。家柄や身

分にとらわれず,身近なことからコツコツやっていくことが大成へと繋がる。そのコツコツを歴史の偉

人から学び具体的にでき,それらをこれから使っていきたいと思う。 

 

 

今回の学習ではガンディーとキング牧師について学びながら,理想のリーダー像の条件を考え,自 

分がそのリーダー像に近づくためには日常的に出来る小さなことで何が出来るのかを見直すことが出

来た。そのため自分が理想とするリーダー像を以前よりも,より身近に感じることができた。 

 

 

 



 

学習前は,歴史上または身の回りのリーダーがどのような功績を残したかなどのしたことにのみ関心

を寄せていたけれど,この学習を進めていくにつれてどのような考えのもとに行動して功績を残したの

かという過程や信条について考えることができるようになり,今までとは別の見方でリーダーについて

考えることができるようになった。そして,それによってニュースなどで見る政治家の問題に対して何

も考えずに批判するのではなく一呼吸おいて考えることができるようになった。 

 

この授業を通してリーダーの存在の考え方が変わりました。今までは「立候補してなるもの」「誰かが

選んだ人」という考えしかなかったけど,今ではリーダーになるには「日頃の行い」が関わっていると考

えるようになりました。（みんなのことを視野に入れて考えている,言葉使いが綺麗,印象自体がいいな

ど） 

 

 これらの記述から,「リーダーは一部の特殊な能力を持った人がなるもの」「立候補した人がなるも

の」といったイメージから,強い意志や明確な目的を持って,自分にもできるようなことを日頃からコツ

コツと行っていたのだと知り,リーダーをより身近に感じたり,ニュースに対して多角的な視点から見

つめ直すようになった生徒が多くいたことがわかる。しかし,アンケートでは「リーダーシップを伸ば

すのに自分に何が必要か以前より考え,行動している」と答えた生徒は 16.3％にとどまり,行動に移すこ

との難しさが見て取れる。すなわち,本単元での学びが OECD(2018)でグローバル市民性として定義され

た（４）共同体の幸福と持続可能な開発のために行動する能力を高めることに結びついたとは言えない

が,本時の目標に書いたように,行動するための第一歩としての意識の変容が見られたと言えよう。 

 

課題としては,即興的に話すことが挙げられる。これはプレゼンの後の Q and Aの時間で,英語として

会話が成り立っていたとしても,プレゼンの内容に比べて,Q and Aの内容が深められなかったことが挙

げられる。 “How do you overcome your mistakes?” と言う質問に対して “Never mind.”と答え

たり“If your friend looks sad, what will you tell?”と言う質問に対して “You are OK.”と答

えたりなど,２・３語の短文で答えるグループが見られた。即興的な答えの内容を深めさせるための手

段として,教員が“Is there something else you could say to your friend to help them feel 

better? Staying close to them? Leave them alone for a while?”などの質問を,回答グループに聞

いたり,クラス全員に聞いたりすることが効果的であったと考える。また,質問者が You said … I think 

… といってから質問をすることで,「プレゼンを要約し,自分の意見を述べ,その上で質問をする」ため

により内容を理解しようとする姿勢を養うことができたのではないかと考える。ただ,こういったこと

を即興的に行うには,普段の授業から継続的に取り組む必要があり,教員としてのフィードバックの与

え方に課題が残った。 

 

（２）探究テーマに対する深まり 

最後に探究の問いのうち,議論的な問い “To what extent can diverse points of view and empathetic 

leadership impact democracy?” について生徒の回答を紹介する。 

  

 

 



 

In democracy, citizens are holding the main power and leader has to understand them truly. To 

be a expert listener, diverse points of view is essential and you can lead more people with larger 

confidence. Then you need empathetic leadership to lead people. It isn't enough with just 

listening to people's ideas. You have to show empathy with them and you need to expand you 

idea after that. In democracy, these things are necessary and it gives a great impact to 

democracy. （生徒 A の回答 原文ママ）  

 

It is important for democracy that leaders have diverse points of view and empathetic 

leadership. Historical examples of helpful leaders have various points of view and lead with 

confidence. If readers don't do it, they cannot find people's wish. Also people's lives may be 

able to get worse because harmful leaders act for only them. 

However not only leaders but also citizens need to have diverse points of view because 

citizens choose their leaders. Citizens should choose helpful leaders. 

So I think various points of view and empathetic leadership impact democracy to a considerable 

extent. （生徒 B の回答 原文ママ） 

  

理想的なリーダーとそうでないリーダーを定義し,プレゼンでリーダーシップを伸ばすにはどうすれ

ばいいかを考えることなどを通して,生徒は意見をどのように取り入れ,政治を行なっていくのかにつ

いてや,国民としてどう考えてリーダーを選ぶべきかについて考えを深めていた。 

また,単元学習後のさらなる問いとして, 

 

Why did people try to solve problems with violence? 
Can we vote and still respect everyone's opinions when we make decisions? 
What makes people better communicators? 
How can we tell our opinions without fear? 
Does the helpful leader change depending on the political system? 
It’s important to judge opinions in order not to lose sight of their purpose, but I should not deny 

those opinions. How should I keep this balance? 
 

などを挙げ,授業では,Why did people try to solve problems with violence? などについて意見を交換し

た。この問いについては多くの生徒が Using violence is the easiest and quickest way to solve problems.
というような内容を書いていたが,Violence only attacks the individual and solves nothing. Nonviolence 
attacks the problem itself.という考えや,異なった視点からコメントしている生徒の回答（資料１）を共有するこ

とによって,暴力が本当に簡単で最速の解決方法なのかについて議論をした。 その後の生徒の振り返りが資料

２である。 



 
資料１ Why do some people try to solve problems with violence? に対する生徒の回答 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料２ 授業後の振り返り 

 

このように,探究の問いに答えたのち新たに生まれた問いについて,生徒が議論をし,考えを広げ,深め

ていった。本単元で協働的に学習することを通して,新たな視点を獲得し,相手を意識しながら伝えよう

とする姿勢が養われた。それを即興的に英語で伝えられるよう,わからない表現があったときに英語で

どう伝えるかなど教師からの効果的なフィードバックを与えることが求められる。 
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イケトー―ク！
国語科 実践報告

―ロイロノートを活用した創作活動の実践―

大阪教育大学附属池田中学校 永井 涼子



今回の報告の流れ

①自己紹介

②俳句の創作に至るまでの授業展開

③ロイロノートを活用した俳句の創作活動



②俳句の創作に至るまでの授業

単元名：文学作品の創作を通して、自身の想いを伝える。

探求テーマ：個人の想いや体験は、既存のスタイルを試

し、吟味することによって、他者に伝わる

創造的表現となる。



②俳句の創作に至るまでの今年度の授業

堀本裕樹「俳句の味わい」・俳句十五句

すべて『伝え合う言葉 中学国語３』 教育出版による

教材：谷川俊太郎「春に」

島崎藤村「初恋」

松尾芭蕉「おくのほそ道」（旅立ち、平泉、立石寺）

杜甫「春望」



②俳句の創作に至るまでの今年度の授業
特に指導のポイントとして意識したこと

［１］表現の効果から、作者のものの見方や考え方について考えること

【中学校学習指導要領（平成29年告示）国語科】

第3学年 ２ 内容 〔思考力、判断力、表現力等〕

C 読むこと

（１）イ 文章を批判的に読みながら、文章に表れている

ものの見方や考え方について考えること。

（２）イ 詩歌や小説などを読み、批評したり、考えたこ

となどを伝え合ったりする活動。



②俳句の創作に至るまでの今年度の授業
特に指導のポイントとして意識したこと

［２］アドバイスし合い、推敲を重ねることで、より良い作品を仕

上げること。

【中学校学習指導要領（平成29年告示）国語科】

第3学年 ２ 内容 〔思考力、判断力、表現力等〕

B 書くこと

（１）オ 論理の展開などについて、読み手からの助言な

どを踏まえ、自分の文章のよい点や改善点を見

いだすこと。



②俳句の創作に至るまでの今年度の授業展開
例：島崎藤村「初恋」



②俳句の創作に至るまでの今年度の授業展開
例：松尾芭蕉「おくのほそ道」

（平泉） （立石寺）



②俳句の創作に至るまでの今年度の授業展開

言葉の選択

推敲の大切さ

作者の文脈



③ロイロノートを活用した、俳句の創作活動

【１】魅力的な俳句の要素を考える

【２】俳句を作り、推敲する

【３】クラスメイトの俳句を鑑賞し、アドバイスしあう

【４】アドバイスをもとに、再度推敲し、俳句を完成させる

【５】俳句の鑑賞文を書く

≪今回の創作活動の手順≫
※主にロイロノートを使用



③ロイロノートを活用した、俳句の創作活動

【1】魅力的な俳句の要素を考える

≪手順≫ ※生徒に示したスライド



③ロイロノートを活用した、俳句の創作活動

【1】魅力的な俳句の要素を考える  ※個人で

アイディアだし（思考の拡散） アイディアの整理（思考の収束）



③ロイロノートを活用した、俳句の創作活動

【1】魅力的な俳句の要素を考える  ※個人で



③ロイロノートを活用した、俳句の創作活動

【1】魅力的な俳句の要素を考える ※クラスでの共有

クラス全員の回答をロイロノート上で共有



③ロイロノートを活用した、俳句の創作活動

【1】魅力的な俳句の要素を考える ※クラスでの共有

＊共有時及び再検討時の生徒の様子＊



③ロイロノートを活用した、俳句の創作活動

【1】魅力的な俳句の要素を考える ※クラスでの共有

共有後、自分の解答を再検討



③ロイロノートを活用した、俳句の創作活動

≪手順①≫ ※生徒に示したスライド

【２】俳句の創作



③ロイロノートを活用した、俳句の創作活動

生徒に配布したシート

※くま手チャート…季節を多面的にとらえ、アイディアを出す

【２】俳句の創作



③ロイロノートを活用した、俳句の創作活動
【２】俳句の創作

＊シート記入時の生徒の様子＊



③ロイロノートを活用した、俳句の創作活動

生徒が実際に書いたもの

【２】俳句の創作



③ロイロノートを活用した、俳句の創作活動
【２】俳句の創作

≪手順② 五・七・五の形にいったんまとめ、その後推敲する≫
※生徒に示したスライド



③ロイロノートを活用した、俳句の創作活動
【２】俳句の創作

※生徒に配布したワークシート

★ワークシートにした理由

…考えの過程を残すことで
自分の考えの道筋を認知し
やすくするため。

…推敲の場面では、紙の方
が、生徒が自由な発想で使
いやすいのではないかと考
えたため。



③ロイロノートを活用した、俳句の創作活動
【２】俳句の創作

※生徒のワークシート



③ロイロノートを活用した、俳句の創作活動
【３】俳句の鑑賞

≪手順① 鑑賞の下準備≫

…第二稿として完成した俳句とその解説文を提出箱へ提出

※生徒へ配布したシート



③ロイロノートを活用した、俳句の創作活動
【３】俳句の鑑賞

≪手順② 4人班での俳句の発表会≫

※生徒へ提示したスライド



③ロイロノートを活用した、俳句の創作活動
【３】俳句の鑑賞

≪手順② 4人班での俳句の発表会≫
※生徒に配布した鑑賞＆アドバイスシート



③ロイロノートを活用した、俳句の創作活動
【３】俳句の鑑賞

≪手順② 4人班での俳句の発表会≫
※実際の発表会の様子



③ロイロノートを活用した、俳句の創作活動
【３】俳句の鑑賞

≪手順③ クラス全員の俳句を鑑賞≫
※生徒に提示したスライド



③ロイロノートを活用した、俳句の創作活動
【３】俳句の鑑賞

≪手順③ クラス全員の俳句を鑑賞≫

※無記名 ※名前を提示



③ロイロノートを活用した、俳句の創作活動
【３】俳句の鑑賞

≪手順③ クラス全員の俳句を鑑賞≫
※生徒が実際に送ったカード



③ロイロノートを活用した、俳句の創作活動
【4】総括的課題としてまとめる

１、俳句コンクールへ出品 2、俳句の鑑賞文



③ロイロノートを活用した、俳句の創作活動

★ロイロノートを活用した俳句の創作活動を通してのまとめ★

《よかった点》

・交流の幅が広がる。

・交流の量が増える。

・思考ツール等の利用がしやすい

・配布・回収の手間・時間の短縮



③ロイロノートを活用した、俳句の創作活動

★ロイロノートを活用した俳句の創作活動を通してのまとめ★

《注意点》

…交流の量・幅は増え、広がるが、質は簡易的なものになり、深
いものにはなりにくい。

・使う場面・活動の検討

…自分の思考の過程が大切な場面では、自由度の高い「紙」の方
が有効なのでは？



本⽇は、イケトーークにご参加いただきありがとうございました。 
本⽇使⽤した jamboard やいただいたリフレクションを共有させていただきます。 
ぜひ、ご活⽤ください。 
話し合いで活用した jamboard	

	
	
意見・感想・提案	
・作者の詩の推敲過程の比較は面白かった	
・俳句を創作させるまでに、複数の単元で必要な力を伸ばされていて、自身の今後の授業プランに生かしたと思いました。	
・ワークシートで手元に残すものとロイロノートで良いものとの区別が良かったと思いました。	
・単元の組み方が素晴らしいと思いました。総括的課題へ向かう過程も丁寧で良いと思いました。自分の意見を消しゴムで消

さないという指示は自分の授業でも使わせていただきます。	
・「魅力的」の要素については、いったんそれらの要素が上位・下位の分類として整理されるかもしれないことも含めて学習でき

るとおもしろいですね。具体と抽象の理解を深めることにつながります。	
・デジタルと通常ワークシートの使い分けがとても工夫されていると感じました。「ICTでは、質は簡素になりやすい」という点
が、使い分けのうえでのポイントになるかも？深堀りしたい。	
・今回は、授業の思考の整理と交流において ICTを活用しましたが、これがテストとなると、読解・解釈が対象で、創作そしてオ
ンライン、テストのデジタル化は難しいですよね	
・３年の書くの言語活動例に、文学的文章がないですが、やはり創作させたいですよね。	
・創作のワークシートに「消しゴムは使わず、考えた跡はすべて残しておこう」という指示がポイントだなと感じました。（鑑賞→

創作の繋がりという意味でも、創作の質を高めるという意味でも）	
・人の意見にコメントをするときに、「ここってどうだろう」と「こうしたらどうだろう」と２つあるのは難しいと思いました。	
・素晴らしい授業のご実践だと存じましたが、通常の校務と併行して、授業に係る業務は定時内に収まったのでしょうか?	
	
疑問・質問・お悩み	



・島崎藤村や松尾芭蕉の推敲過程について、子どもたちからはどのような意見が出たのでしょうか？なかなか難しい問いだな

と思いまして。	
・学校貸与のタブレット機器の場合、卒業したらここに残っているシートも消えてしまうと思うが、それで良いのか。	
・文章の盗用をどうやって防ぐか 振り返りをオンラインで出させる場合、過去の自分のコピペ、他者のコピペ	
・授業中にデバイスでいらんことをしているのを中々防げない…	
・アナログのメリット ここは譲りがたい、というところ	
・オンラインデジタルデバイスで授業は完全に置き換えられるか 例えばリモートの授業やペーパーレスにできるか	
・授業の振り返りは ICTか	
・個人的には全授業ペーパーレスでもいいのではと考えることもあるが、そのあたりをみなさんがどのように考えているか伺い

たいです。	
・鑑賞文とはどのようなものかについての学習は何年生の段階でどのようにされていたのか。	
・俳句の表現技法についてはどの段階で学習したのか。芭蕉より、前か後か。	
・大きく、推敲をアナログで、鑑賞をデジタルで行ったのにはどういった理由がありますでしょうか？	
・クラス全員分のシートを共有した際の扱い方について（生徒が自分で見て終わっているのか、特定の生徒の物を取り上げて

いるのかなど）	
・特にロイロノートの強みはどういったところにありましたでしょうか？（今回のご実践に関わらず	
・思考の整理ツールを使うとどの程度効果があるのか。（使わなかった場合と比較して）	
・俳句を捜索する際の言葉集めはどうしているのか。歳時記についてはどれくらい触れているか。	
・鑑賞文の活動までの時数が予想以上にかかったとのことでしたが、特にどの段階が予想以上に時間が必要でしたか？	
・推敲の視点を養うためにどのような段階があったか。	
・ICT 機器の習熟（タイピングや動画の作成スキル）は国語に含まれるのだろうか	
・２年での短歌の創作はどうされていましたか。	
・「ここってどうだろう」の記入が苦手な生徒が多かったとのことですが、内容を共有するからなのか、批判的な読み自体が苦

手なのかが気になりました。普段の授業から、共有することへの抵抗感を生徒は抱くか	
	
参加者の方からいただいたリフレクションアンケートのご意見、ご感想	
下の図は、感想を基に作成したテキストマイニングになります。	

	



	
①本日の学び（学びが深まったこと、新たな疑問など）	
・アナログ、デジタルの使い分けならびに、個々の実践、個々の生徒にまで踏み込んで、個別最適な学びがいかにして創り出

せるかというところにまで深まった時間でした。日頃の実践において悩んでいる点でもありましたので、今後とも考えていくきっ

かけを与えていただいた時間でした。	
・俳句の知識から創作までを俳句の単元で指導するのではなく、それまでの学習と関連付けて学習させる計画性に関心させら

れました。学期を通した指導計画を立てられるよう、今後も努力したいと思います。	
・本校でもロイロノートを導入していますが、ICTに翻弄されていてうまく活用できていませんでした。本日の永井先生の授業実

践を伺い、推敲はアナログで、創作や鑑賞はデジタルでといった形でアナログとデジタルの使い分けについてうかがえたのは

大きな学びとなりました。また、思考ツールについても俳句の学習でこのように使っていくのかと大変勉強になりました。ありが

とうございました。	
・ICT と紙との使い分けの観点や、ICTだからこそ質の深まった／対面のほうが深まった点など、たいへん勉強になりました。

どのように先生・生徒にとっての「個別最適化」の折り合いをつけるか、引き続き模索していきたいと感じました。ありがとうござ

いました。	
・日頃、時間の短縮や評価・記録の利便性にのみ意識がいきがちですが、ICTに特化した視点でご実践を提案いただくこと

で、視野がとても広がりました。個別最適の保障について、ご意見がうかがえてとても勉強になりました。ありがとうございまし

た。	
・紙とデジタルの効果的な使い分けについて理解が深まりました。	
・総括的課題への道筋や、ロイロノートの様々な活用方法など。	
・急な職場関係の訃報連絡が入り。最後迄受講出来ず失礼しました。	



イケトーーク！！
〜ICTの活用による
授業実践報告〜

【今日のめあて】

ICT機器の授業実践交
流を通じて、効果的
なICT機器の活用につ
いて具体的な方法を
検討する。



「本日の流れ」
①実践報告(30分間)

【発表者】

大阪教育大学附属池田中学校社会科

西邑 悠佑（にしむら ゆうすけ）

【司会】

大阪教育大学附属池田中学校社会科

田中 誠也（たなか せいや）

②質疑応答と交流（ 分間）

③指導助言の先生から

（ 分間）

【指導助言の先生】

大阪教育大学 総合教育系 特任教授

陸奥田 維彦(むつだしげひこ)先生





1年・2年
Chrombook

3年
iPad



1-1「現代社会と文化」振り返りシート（形成的評価） 

 
 
 
○ 今回のテーマの学習においてどのような学習者像が大切だと考えましたか？ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ このシートのワークにおける評価規準 

 
 
 
 

○ グローバル化に伴って急速に変化する社会とはどのような社会で、どのような課題を抱えていますか？ 
 
 
 
 
 
 
 
 
◯ 今後の社会はどのように変化し、その変化は人々の生活にどのような影響を与えると考えられますか？ 
 

大切だと思った学習者像（１つもしくは複数を選択する。） 
 
 

選んだ理由（具体的に考察できるようにする。） 
 
 
 
 
 
 

C 学習した内容を理解していない。 
B 概ね学習した内容を理解している。 
A 完全に学習した内容を理解している。 

【探究テーマ】 
グローバル化に伴い，急速に変化する社会の拡大は，地位や権利、権力に役割を与え、変化をもたらす。 

振り返りの自己評価 先生の評価 

 

考える人

情報化、グローバル化が進む社会の特徴やその
社会が抱える課題、それに対しての解決策など
を考える際に学んだ知識や発想を使って考える
ためには「考える人」が適切だと思ったから。

グローバル化に伴って急速に変化する社会は同時に情報化も進み、様々なことが瞬時にわか
る情報社会にもなっている。そしてグローバル化が進むことで一つの国だけで何かしようと
することは難しくなり、各国とのつながりを保つ政策が重要視され、国同士の隔たりがな
くなってきている。またグローバル化、情報化により他国の文化が簡単に入ってくる環境に
なっている。それにより文化の共有ができるようになった面もあるが、他国の文化ばかりに
注目が行ってしまい、自国の文化の影響が薄まることがある。世界の文化が入り混じり同じ
ような文化が形成される文化の画一化により、それぞれの国の文化の多様性を奪ってしまっ
ている課題を抱えている。実際に日本では伝統工芸品が減ってしまっている現状がある。

今後の社会は技術の進歩によって、より情報化が進むと思われる。これによりスマホにより便利の性能がつい
たり、ウェアラブル端末（スマートウォッチなど）がより普及し、人々の生活を快適にすると考えられる。ま
たAIの普及も進み、人が面倒な仕事などを代わってしてくれるようになると考えられる。AIにはまだ創造する
ことができないので機械的な作業を任せることが効率的で人間としてもありがたい存在のように見える。し
かしAIによって仕事を奪われる人も出て来る可能性もあり、良い影響だけではないとも考えられる。また情報
の競争ができ、情報を知っていないといけない社会になり、少し生きにくくなる人も出てくるかもしれない。 
情報化以外にも今後はグローバル化が進むと思われる。一つの国だけでどうにかすることは難しくなり国同
士に協力が必須となってくる。グローバル化は進むと思われるが争いがなくなるということではなく、国同士
の結びつきが強くなったことから新たな争いが生まれるかもしれない。そのため争いが起きた後の対応が大
事になってくる。グローバル化が進むことで様々な国の文化がどんどん世界に広がっていくと予想できる。
人々の生活に新たな文化が入ることで視野が広がることもあれば、注目が減った文化・伝統は忘れられてし
まうかもしれない。もしくは元々あるその国の文化と入ってきた文化が混じり合い、新たな文化が生まれる
かもしれない。

1-2「現代社会を捉える枠組み」振り返りシート（形成的評価） 

 
 
 
○ 今回のテーマの学習においてどのような学習者像が大切だと考えましたか？ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ このシートのワークにおける評価規準 

 
 
 
 

○ 教科書 p.19１の「意見が対立するテーマ」の例の中から 1つのテーマを選んで、効率や公正の観点を持って、

解決に向かう意見を述べなさい。 
「選んだテーマ」 
 
 
「あなたの意見」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大切だと思った学習者像（１つもしくは複数を選択する。） 
 
 

選んだ理由（具体的に考察できるようにする。） 
 
 
 
 
 
 

C 学習した内容を理解していない。 
B 概ね学習した内容を理解している。 
A 完全に学習した内容を理解している。 

【探究テーマ】 
グローバル化に伴い，急速に変化する社会の拡大は，地位や権利、権力に役割を与え、変化をもたらす。 

振り返りの自己評価 先生の評価 

意見が対立するテーマにおいては、どちらの意見にも納得でき
る部分と納得できない部分があるため、効率と公正の観点を踏
まえて、納得できる部分と納得できない部分の優劣を判断しな
ければならないと感じた。そのため、日本の現状などとも結び
つけながら考えることで、より現実的にテーマについて考える
ことができると思った。  

考える人

救急サービスの有料化

私は、救急サービスの有料化に賛成だ。 
まず、公正の観点から、救急サービスの有料化ついて考えていく。 
総務省のデータによると、救急搬送の出動件数は、年々増加傾向にあり、年間約550万人が搬送されているが、そのうち軽症とされる割合は約45％と半数を
占めている現状がある。 
さらに、軽症とされる人の中には、「病院の待ち時間を待ちたくないから」「虫に刺された」「タクシー代わりで使う」という緊急性を必要としない、不
適切な利用がされているケースも多く、本当に緊急性を必要としている人への対応が遅れたり、搬送先の病院では、軽症の患者の診療に手間取り、重症患者
の診療の妨げになったりするということも起こっており、救急サービスを必要としていない人が、必要としている人のサービスを受ける機会を奪っていると
もとれ、必要な人だけに救急サービスが行き渡るようにする必要性があり、救急サービスを有料にすれば、不適切な利用が減り、必要としている人にサー
ビスが行き渡るようになるのではないかと考えた。ただ、有料になることによって、生活に困っている人や高齢者が、お金がかかるという理由で救急車を呼
ぶのをためらい、重症化につながったり手遅れになったりすることがあれば、それは全ての人に救急サービスを受ける機会がある公正な状態だとはいえ
ず、救急サービスというもの自体の価値が下がっていまうと思った。  
次に効率の観点から救急サービスの有料化について考えてみる。 
救急サービスは誰でも無償で利用できるサービスだが、実際は出動一回あたり、輸送費や設備などに約45000円かかっており、それらは全て税金で賄われて
いる。しかし、前述した通り、不適切な利用が多いため、税金を無駄遣いしてしまっているということが挙げられる。無駄な税金をなくすことができた
ら、救急車により良い設備を取り付けて、さらに質の高い救急サービスにすることができたり、救急サービス以外の場でも、少子高齢化で必要となる、年
金や医療保険制度などの社会保障に活用することができたりして、より誰もが暮らしやすい地域社会につなげることができるため、税金をより良い形で使
うという点で有料化は効率的だと考えた。しかし、お金を払うという手間ができてしまって、次の出場が遅くなることも考えられ、その点では、有料化に
よって、一刻を争う救急サービスではあるものの、効率が悪く、機能しなくなる状態になってしまうと思った。  
これらのことから、私は、救急サービスは有料化するが、分割して後に払えるようにする仕組みを整えて、お金がかかるという理由で必要な時に我慢してし
まう人を防いだり、救急車の出場をできるだけ効率よく速やかに行えるようにしたりして、誰もが平等にサービスを受けられるようにすること、また、その
金額を、タクシー代よりも高く設定することで、有料化によってタクシー代わりで使おうとする人を抑制する効果をさらに高めることが必要だと考えた。

振り返りのポイントを
下線で示す。

授業の単元ごとに振り
返りを行い、授業のポ
イントを言語化させる。

総括的な課題（学期の
最後などに行う課題）
に取り組む際に、振り
返りシートのポイント
をみながら課題を進め
る。



1-1「世界の姿」振り返りシート（形成的評価） 

 
 
 
○ 今回のテーマの学習においてどのような学習者像が大切だと考えましたか？ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ このシートのワークにおける評価規準 

 
 
 
 

○ 国と国との境界を設けるうえで、国境線を引いている。国境線を引いて国の領土を明確にすることはどのよ
うなメリットとデメリットを生み出すと思いますか？またそのメリットやデメリットは国にどのような影響
を与えたりしますか？ 

 
 
 
 
 
 
○ 海洋と陸地が７：３の割合で地球上にはあります。下記に世界の略地図を描いてみましょう。ただし教科書
を見ずに描くのが難しい人は p.12を参考にして描いてみましょう。 

 

大切だと思った学習者像（１つもしくは複数を選択する。） 
 
 

選んだ理由（具体的に考察できるようにする。） 
 
 
 
 
 
 

C 学習した内容を理解していない。 
B 概ね学習した内容を理解している。 
A 完全に学習した内容を理解している。 

【探究テーマ】 
国や地域などの場所・空間の規模は、境界を作ることで構成される。 

自己評価 先生の評価 

 

一つの問いに対して自分の意見とは違った他の
人の意見が出たときに、その意見に一方的に批
判をしたり、自分の意見を押し通そうとしたり
せずに、なぜそのような意見を導き出したのか
考えることを毎回の授業で行っていたから。

A

国境線を引くことで生まれるメリットは、その国の人が他国のことを気にせず自由に行動できる領土が
はっきりしているということだと思う。このメリットは、国民が平和に暮らすことができるということ
だから、買い物に行く、遊びに行くなどで、その国の経済が発展するという良い影響を与えると思う。 
デメリットは、もし川や湖、山などが国境線と重なっていたときに、その川、湖、山がどの国のものな
のかで領土問題が起きる恐れがあることだと思う。このデメリットは、国と国とが領土について争う恐
れがあるということだから、それが戦争に発展したときに、国の印象が悪くなるだけでなく、その国
の経済が発展しなくなるという悪い影響を与えると思う。

考える人

シートに書かせることもできる。今回は学習のまとめ
として世界地図の略地図を書かせた。教科書を見ない
で書いている生徒も比較的多かった。

「1年生の総括的な課題」
・日本の領土問題について内閣総理大臣に意見文を出
して解決策を提案しよう！
「3年生の総括的な課題」
・今後必要となる新しい人権とは何か提案しよう！

国境

区分

位置

規模

領土

変化 発展

グローバル化

人権



使用しているアプリ①ロイロノート

「利点」
①生徒とのやりとりが簡単にできる。
②データとして授業内容を残せておける。
③班で作業させる時に便利。





使用しているアプリ②Google earth

「利点」
①立体的にその場所を捉えられる。
②地図には表せないその地点の様子を見ることができる。
③地図帳との併用ができる。





導入に使用したゲーム（GEOGUESSR）
「使い方」

①どこかのストリート
ビューが表示される。
②ヒントを探してそれ
がどこの場所なのかを
推測する。
③途中でカードのヒン
トが出る。（例：食事
や有名な人や建物な
ど）
④最も近い人が勝ち。





ICTを活用した授業の流れ（例：1年生地理）

１- １① 「私たちÿ住む地球を眺めて」「いろいろな国ÿ国名と位置」 

【探究ÿ問い】世界Āどÿように区分することができるÿか。 

【探究テーマ】国や地域などÿ場所・空間ÿ規模Ā、境界を作ることで構成されている。 

ワーク１ こÿ写真からわかることをできるだけたくさん書き出そう！！ 

「自分で」 

 

 

 

 

「他ÿ人ÿ意見」 

 

 

 

 

ワーク２ こÿ国Āどこ？ 

① 国旗に赤いカエデÿ葉が描かれている。非常に寒い国で公用語（国が認めた言語）Ā英語

とフランス語ÿ国  →（        ） 

② 長靴ÿような形をしている国で、中心都市にĀバチカン市国という国がある。コロッセオ

やフォロロマーノが有名 → （        ） 

③ 南北に長い国で、北Ā中国、西Āラオス、南西Āカンボジアと接する国。春巻きやフォー

などÿ食べ物が有名。 →  （        ） 

④ 国旗と国章に希望ÿ象徴としてコグンカンドリが描かれている。日付変更線に近く、世界

で一番早く太陽が昇る国でもある。  →  （          ） 

⑤ 東をインド洋、西を大西洋に面するこÿ国Ā、かつて白人が人種差別・支配するアパルト

ヘイトと呼āれる政策をとっていた国である。 →  （          ） 

ワーク３ 中国Ā人口が多いにも関わらず、人口密度Ā低い。これĀなぜか？資料を参考にし 

て答えなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

意見交流で出た自分と違う意見は、このプリントかノートにメモをする習慣を

つけよう！また友達の意見は色を変えてみるなどの工夫をしてみよう！！ 

【このプリントを使う時のポイント】 

 

本時のテーマを提示
流れを示す 言語活動をおこなう テーマに触れて、知識を

おさえる

色々な区分を示し、どのような
国があるか興味をもたせる。

GEOGUESSRを活用して
色々な国の場所や様子に
触れる。

Google earthを活用して
ワーク２の問いにの国を
覗いてみる。

・PowerPointやWord（プリント）のデータはロイロノートに残しておくこと
で、授業中に見直したりできる。予習や復習にも活用できる。
・Google earthの活用では問題を出し合って地域の言語や建物、服装などに注
目して国のイメージ作りを行うことができた。



本⽇は、イケトーークにご参加いただきありがとうございました。 
本⽇使⽤した jamboard やいただいたリフレクションを共有させていただきます。 
ぜひ、ご活⽤ください。 
 
話し合いで活用した jamboard	

	
	
意見・感想・提案	
・Google	earthの活用について、その地域の建物の様式や気候（暑い・寒い）、看板の文字（言語）など、得られる情報が多く、
魅力的に感じました。	
・グーグルアースにより教科書の写真を確かめる実践が面白く参考になりました。ダイス機能や距離測定も生徒は楽しく使って

います。	
	
疑問・質問・お悩み	
・ICTを使う時と、使わない時の使い分けの基準はありますか？	
・ICT機器の扱いが不慣れな生徒はいますか？もしいる場合はどのようなサポートをしていますか？（使っていく中で慣れてい
くしかないでしょうか・・・。）	
・生活経験や既存の知識だけではなく、Googleearthなどの写真資料が加わることで日本との違いを感じやすい視点はどこに
なりますか。また、日本との共通点（日本の車が走っている。日本語のキャラクタ	
	
	
	
	
	
	
	



参加者の方からいただいたリフレクションアンケートのご意見、ご感想	
下の図は、感想を基に作成したテキストマイニングになります。	

	
	
①本日の学び（学びが深まったこと、新たな疑問など）	
プレゼンターの返事がある部分は、その感想の下に→を書き、赤字で載せる。この部分は最終的には消してください。 

	
・ICT活用について、色々と試しながら生徒や学習内容に合ったものを考えていくことが大切だと感じました。	
→ICTの活用は試してみて適するものやそうでないものを教材に応じて判断することがいいと思います。	
	
・貴重な実践について教えていただきありがとうございました。「まずはやってみる」ことが大切ですね。そのために教師が「どう

やるか」「何をやるか」が今回の勉強会で見えてきました。ありがとうございました。	
→教材に応じて何をするのかどうするのかを考えて、最適なものを探っていくことを楽しめたら、生徒も教師も授業作りが捗る

と思います。	
	
・活用の仕方や目的、何のために活用するのかが変わってきているという話が印象的だった。授業の内容が分かるための活

用ではなく、資質能力を高めるための活用をしていきたい。また、実践もたくさん教えていただき、まずは活用してみようと思っ

た。	
→ICTの活用を目標ととらえるのではなく、それを手段とすることが大事ですね。ときには ICTを活用せずに実物を見せるとい
い時もあると思います。	
	
・ICT機器の活用観，情報活用能力のとらえ方について学びを深めることができ，ありがとうございました。	
→何を活用するのかのツールやアプリをたくさん知っていると活用することもできると思います。色々探してみることもいいと思

います。	



イケトーーク
〜ICTを活用した数学の授業実践〜

大阪教育大学附属池田中学校 
数学科　井場恒介



スタッフ紹介

【発表者】 
　大阪教育大学附属池田中学校 
　井場 恒介（いば こうすけ） 

【ファシリテーター】 
　大阪教育大学附属池田中学校 
　谷 直樹（たに なおき） 

【指導助言の先生】 
　大阪教育大学　総合教育系　教授 
　木原俊行（きはら としゆき）先生



ラーニング・ピラミッド

引用：アメリカ国立訓練研究所

ぜひ，聞いたことを誰かに 
伝えてみてください。



２　ICTを活用して実生活と数学を結びつける

１　自己紹介・ICTを活用した数学の実践

４　協働学習のツールとして『共有ノートで共同編集』

３　統計調査でのICT活用

アジェンダ

５　振り返り（OPPシート）でのICT活用



２　ICTを活用して実生活と数学を結びつける

１　自己紹介・ICTを活用した数学の実践

４　協働学習のツールとして『共有ノートで共同編集』

３　統計調査でのICT活用

アジェンダ

５　振り返り（OPPシート）でのICT活用



大阪教育大学附属池田中学校2022.4〜

2016〜2022 吹田市立古江台中学校

2011〜2016 吹田市立第六中学校

2010〜2011 吹田市立青山台中学校

1986.8.25 吹田市で生まれる

井 場 恒 介 （ 3 6 ）

１　自己紹介・OPPAとの出会い

いかに丁寧に教えるか 
わかりやすく 

楽しく教えるか

活動を中心とした数学 
グループワーク 

振り返り

ファシリテーション 
言語活動の充実 

自然と数学の関連 
STEAM教育 
OPPシート 

パフォーマンス課題 
身の回りの数学 

ICT活用 
YouTube

IB（国際バカロレア）教育 
実生活と数学



１　自己紹介・ICTを活用した数学の実践

「VUCAな時代」

Volatility 
変動性

Uncertainty 
不確実性

Complexity 
複雑性

Ambiguity 
曖昧性



Volatility 
変動性

Uncertainty 
不確実性

Complexity 
複雑性

Ambiguity 
曖昧性

１　自己紹介・ICTを活用した数学の実践

「VUCAな時代」

Well-being

ラーニング・コンパス 
2030

エージェンシー 
責任主体性

共同エージェンシー 
共同主体性



１　自己紹介・ICTを活用した数学の実践

ICT活用の意味は・・・

私自身が数学の授業を通して生徒と作っていきたい学び

協働的に学習していく体験しながら数学を学んでいく

社会と関わりながら学習していく



１　自己紹介・ICTを活用した数学の実践

１，２年生　Chromebook ３年生　iPad



１　自己紹介・ICTを活用した数学の実践

ロイロノート

Google Work space

GeoGebra



身の回りのねじれの位置 
錯角，同位角 

× 
身の回り調査

統計 
× 

論破大会

１　自己紹介・ICTを活用した数学の実践

数学の世界

現実の世界

個人 協働

平面図形 
× 

都市開発

作図 
× 

GeoGebra

同位角 
× 

GeoGebra 
帰納的

円周角の定理 
× 

カメラが 
映る位置

統計 
× 

１０秒の感覚

数の法則 
× 

パスカル色塗り

関数 
× 

薬の半減期

グラフ 
× 

対応関係

２次方程式 
× 

道の面積

因数分解 
× 

自己啓発

平方根 
× 

トリセツ

統計調査 
× 

10秒の感覚

統計 
× 

美しい長方形

確率実験 
× 

サイコロ実験 
１５万回

平面図形 
× 

万華鏡の分析

三平方の定理 
× 

観覧車から 
見える位置

円周角の定理 
× 

関係性

空間認知 
× 

AR体験

因数分解 
× 

フローチャート

関数 
× 

実生活問題集

因数分解 
× 

オリジナル図形

中学１年生

中学２年生

中学３年生

公立実践

附属実践



数学の世界

現実の世界

個人 協働

平面図形 
× 

都市開発

身の回りのねじれの位置 
錯角，同位角 

× 
身の回り調査

作図 
× 

GeoGebra

同位角 
× 

GeoGebra 
帰納的

円周角の定理 
× 

カメラが 
映る位置

統計 
× 

１０秒の感覚

数の法則 
× 

パスカル色塗り

関数 
× 

薬の半減期

グラフ 
× 

対応関係

２次方程式 
× 

道の面積

因数分解 
× 

自己啓発

平方根 
× 

トリセツ

統計調査 
× 

10秒の感覚

統計 
× 

論破大会

統計 
× 

美しい長方形

確率実験 
× 

サイコロ実験 
１５万回

平面図形 
× 

万華鏡の分析

三平方の定理 
× 

観覧車から 
見える位置

円周角の定理 
× 

関係性

空間認知 
× 

AR体験

因数分解 
× 

フローチャート

関数 
× 

実生活問題集

因数分解 
× 

オリジナル図形

１　自己紹介・ICTを活用した数学の実践

中学１年生

中学２年生

中学３年生

公立実践

附属実践



２　ICTを活用して実生活と数学を結びつける

１　自己紹介・ICTを活用した数学の実践

４　協働学習のツールとして『共有ノートで共同編集』

３　統計調査でのICT活用

アジェンダ

５　振り返り（OPPシート）でのICT活用



２　ICTを活用して実生活と数学を結びつける

身の回りの立体の位置関係（ICT）
①「撮影」 
学校中の構造物を 
数学のメガネで見る

②「共有」 
全員に「お気に入り錯角」を提出

させて全員で共有する



２　ICTを活用して実生活と数学を結びつける

身の回りの立体の位置関係（ICT）

③「まとめる」 
PDFのワークシートを配布 
撮影した写真を貼り付ける

①「撮影」 
学校中の構造物を 
数学のメガネで見る

②「共有」 
全員に「お気に入り錯角」を提出

させて全員で共有する



●１年生の平面図形【ねじれの位置】２年生【対頂角，同位角，錯角】 
・Chromebookで身の回りにおける【ねじれの位置，対頂角，同位角， 
　錯角】を撮影し，　ロイロノートで提出 
・身の回りの構造物を数学として見る力。 
・友達と同じものにならないように自分なりの見方で学校中を散策 
・教室のTVに投影し全体交流 
・自分で撮影した写真をワークシートに貼り付ける

２　ICTを活用して実生活と数学を結びつける

身の回りの立体の位置関係（ICT）
③「まとめる」 
PDFのワークシートを配布 
撮影した写真を貼り付ける

①「撮影」 
学校中の構造物を 
数学のメガネで見る

②「共有」 
全員に「お気に入り錯角」を提出

させて全員で共有する

④「振り返り」 
OPPシートによる振り返り



GeoGebraで角度調査

平行なら同位角は等しい

２　ICTを活用して実生活と数学を結びつける

②「授業での問い」 
YouTubeの動画解説を見ながら基

本操作を確認

③「GeoGebraで角度調査」 
各自が調べた角度をスクリーンショットでワー

クシートに貼り付け

平行でない

平行である

①「実生活の図形」 
撮影した写真を分類



●中学２年生【同位角】 
・撮影したものを分類しパターン化 
・平行線と角の関係を考える 
・GeoGebraで数パターン作り出し，帰納的に考える

GeoGebraで角度調査 平行でない平行である

平行なら同位角は等しい

２　ICTを活用して実生活と数学を結びつける

①「実生活の図形」 
撮影した写真を分類

②「数学の世界で探究」 
GeoGebraで２直線と角の関係を 
数値を用いて帰納的に確かめる

③「振り返り」 
OPPシートによる振り返り



GeoGebraのスキルを身につける

２　ICTを活用して実生活と数学を結びつける

数学で遊びながら身につける

YouTubeの活用

「解説動画」 
YouTubeで解説を配信をして何度も

見返すことができるようにする

「日々の学習で練習」 
授業の中で少しずつ使いながら， 

スキルを身につけていく



２　ICTを活用して実生活と数学を結びつける

１　自己紹介・ICTを活用した数学の実践

４　協働学習のツールとして『共有ノートで共同編集』

３　統計調査でのICT活用

アジェンダ

５　振り返り（OPPシート）でのICT活用



2.96

1.95

1.52

３　統計調査でのICT活用

人間の美しいという感覚を数学的に表す

自分，父，母，兄弟などへ 
アンケートを依頼

①「アンケート調査」 
変形できる長方形をGeoGebraで 

作成しGoogle formで集約

②「データ分析」 
スプレッドシートでデータを分析。 

外れ値を処理。



３　統計調査でのICT活用

人間の美しいという感覚を数学的に表す

③「調査」 
傾向に当てはまる長方形を身の回り

から探して，共有ノートにまとめる

④「報告書まとめ」 
１人１枚に一連の流れをまとめる

共有ノート



３　統計調査でのICT活用

●中学１年生【データの活用】 
・GeoGebraで動く長方形を作成させ，家の人にアンケートを依頼 
・Google formで数値化したものを提出 
・スプレッドシートでデータをまとめ傾向を探す 
・見えた傾向に当てはまる長方形を身の回りから探してロイロノートの　 
・共有ノートで集約 
・個人で報告書を作成

人間の美しいという感覚を数学的に表す

2.96
1.95
1.52

自分，父，母，兄弟などへ 
アンケートを依頼

Google formで集約

①「アンケート調査」 
変形できる長方形をGeoGebraで 

作成しGoogle formで集約

②「データ分析」 
スプレッドシートでデータを分析。 

外れ値を処理。
③「調査」 

傾向に当てはまる長方形を身の回り
から探して，共有ノートにまとめる

④「報告書まとめ」 
１人１枚に一連の流れをまとめる



２　ICTを活用して実生活と数学を結びつける

１　自己紹介・ICTを活用した数学の実践

４　協働学習のツールとして『共有ノートで共同編集』

３　統計調査でのICT活用

アジェンダ

５　振り返り（OPPシート）でのICT活用



４　協働学習のツールとして『共有ノートで共同編集』

前時の授業

そこにあるのに表せない数
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４　協働学習のツールとして『共有ノートで共同編集』

生徒の振り返り（OPPシートより）

生徒からの疑問

無理数との出会い 
「選ばれし数」と「そうでない数」と表現



４　協働学習のツールとして『共有ノートで共同編集』

平方根の取扱説明書を作ろう
「協働学習ですべきこと」 

掲示し，スライドを配布しやるべきことを明確にする

「学習を通じて養いたいこと」 
学び方を学ぶことについて



４　協働学習のツールとして『共有ノートで共同編集』

協働学習をする中での机間指導 教師が見ているiPadの画面です。



４　協働学習のツールとして『共有ノートで共同編集』

協働学習をする中での机間指導①

●他の数との関連を考えさせる 
√２のみの説明ではなく，√３，√４など他の数との
関連を考えるように助言を行った。

●語呂合わせから近似値を知る 
√３の覚え方を自分で調べる中で近似値の語呂合
わせを知り，根号がついた数についての概念形成
に繋がった。

教師が見ているiPadの画面



４　協働学習のツールとして『共有ノートで共同編集』

協働学習をする中での机間指導②

●数直線に√２をどう表現するか 
コラムに表現する内容として「好きなものと平方根を
つなげるとどうか」と投げかけると，それに触発され

る生徒の姿があった。

教師が見ているiPadの画面



４　協働学習のツールとして『共有ノートで共同編集』

協働学習をする中での机間指導③

●ルートにマイナスはつくのか？ 
数直線をいつものようにマイナスの部分を書いてい
た。ルートにマイナスがつくとはどういうことなのか？

●√２以外は数直線上にどう表せる？ 
√２のみを表現している生徒に他の数を聞き，数を連続して
考える意味を伝えた。

教師が見ているiPadの画面



●３年生の【平方根】の学習 
・教科書・問題集・解説動画を活用しながら根号がついた数について調べる 
・４人グループで共同編集を行い，「√のトリセツ」（１枚もの）を作成していく 
・教師は机間指導を行いグループに対して助言をしていく 
・新たな数と出会った時に概念を習得する方法を学んでいく 
・それぞれが自分のすべきことを判断し活動を行う 
・教師は机間指導を行う際，共有ノートに入り，リアルタイムで，必要な助言を行う

４　協働学習のツールとして『共有ノートで共同編集』

平方根の取扱説明書を作ろう

①「共有ノートで観察」 
共有ノートを見ながら必要な場面でリアル

タイムで助言に入る。

②「全体への指示」 
黒板に本日の目標とするべきことを明確に

まとめる。活動の方向性を示す。

③「授業を通して学ぶこと」 
新たな数との出会いを通して，「わからない」を「わ

かる」に変えるための学び方を学ぶ。

④「活動の様子」 
教科書，問題集を用いながらiPadで協働

学習を行なっている。



４　協働学習のツールとして『共有ノートで共同編集』

√のトリセツ完成版 「振り返り」 
OPPシートによる振り返り

「生徒の成果物」 
４人で分担してまとめた



２　ICTを活用して実生活と数学を結びつける

１　自己紹介・ICTを活用した数学の実践

４　協働学習のツールとして『共有ノートで共同編集』

３　統計調査でのICT活用

アジェンダ

５　振り返り（OPPシート）でのICT活用



５　振り返り（OPPシート）でのICT活用

One Page Portfolioの略。OPPAの目的を達成するために， 
１枚の用紙を用いて教師が作成するもの。 
OPPA論は，学習者に学習前・中・後の「学習履歴」の最重要点を 
１枚の用紙に記録させ，学習全体を「自己評価」させるとともに，そこ
から得られた情報を基にして学習や授業を改善し，教育効果を高め
るための理論や方法のことである。

「学習前」の 
自分の概念

学習によって自分の何がどのように 
変わったかを考察する（自己評価）

「学習途中」 
の学び

自己評価はあくまでの自分が自分を評価する

「学習後」の 
自分の概念



５　振り返り（OPPシート）でのICT活用

①「授業中に提出」 
授業中の５分で振り返りを書いて提出

②「教師による形成的評価」 
教師はすぐにコメントを書いて返却

③「生徒からの返答」 
教師のコメントに対して返却



まとめ

・公立，附属関係なくICT活用はできる 

・実生活と数学をつなぐために活用ができる 

・ICTを活用した協働学習の中に多様性が見られる

「協働学習」を行う上でICTは必要不可欠で 
距離という障壁をなくしてくれる

「普段の学習の中」で文房具のようにICTを活用していく

数学の学習の中で 
少しずつ「ICT活用能力」を養っていく



本⽇は、イケトーークにご参加いただきありがとうございました。 
本⽇使⽤した jamboard やいただいたリフレクションを共有させていただきます。 
ぜひ、ご活⽤ください。 
 
話し合いで活用した jamboard	

	
＜意見・感想・提案＞	
２．実生活と数学を結びつける	
・教室外での学習は，タブレット端末利用ならではのよいアプローチだと共感しました。	
・体験によって、錯角や同位角を実生活と結びつける工夫が参考になりました。２学期の単元計画に位置づけようと思います。	
・写真を使って、世の中と関連した数学を行う方法は、取り組みのイメージがしやすく、是非参考にさせていただこうと思いまし

た。	
３．統計調査での I	C	T活用	
・長方形を GeoGebraで作成してもらう際に枠を波線にされていたり、細かい工夫を感じました（中に描く長方形は外枠に依存
してしまいそうなので）。	
４．協働学習，共有ノート	
・30分で仕上げたとお聞きして、とても驚きました。	
・中１からの積み重ねが大事なのだなぁと強く感じました。	
・ICTの使い方に慣れてこそよりよいものなると思い、下学年から取り組むことが大切だと気づきました	
５．振り返り（O	P	Pシート）での I	C	T活用	 	
・即時フィードバック，データのバックアップなど，OPPをデジタルにする意味，可能性が感じられました。	
・各グループ毎に、共同編集して作成し振り返りができるのが素晴らしいと思いました。	
・単元を通して、毎時間の振り返りが１枚のシートにまとめることができるため、単元が終わったときの生徒自身や他者との意

見の相違がわかりやすいいです。本校でも取り入れていきたいです。	
その他	
・いずれの実践も，ICT活用と探究的な学びが，単元単位で設計されている点がすばらしいと思いました。	



・GeoGebraを取り入れた授業は生徒も楽しそうだと感じた。また、生徒が使えるように遊びを取り入れた指導は参考になると
感じた。	
	
＜疑問・質問・お悩み＞	
２．実生活と数学を結びつける	
・具体と抽象の往還をどのように意識してユニットを展開されていますか。抽象の内容として概念理解の程度をどのように捉え

るのでしょうか。	
・GeoGebra活用等の情報活用能力のスキル面は，小学校で指導してもらうことがベターではないでしょうか。	
・身の回りの写真の利用は気軽に取り組めそうな良い方法だと感じました。他にどのような単元で利用できそうでしょうか？	
４．協働学習，共有ノート	
・個人探究と協働探究を体系的（各学年ごとの発達段階に応じて，身に付けたスキルに応じて）に仕組んでいるのでしょうか。

仕組んでいるのであれば，どのようなねらいがあるのかご教授ください。	
・共有ノートを使用させている際に、どのように机間指導を行っているのか。もう一度説明が聞きたいです。	
・平方根のトリセツを作成する学習は、１時間目に行っているのか。また、その２時間目以降の学習とトリセツとの繋がりはどの

ようにもたせているのか。	
・役割分担を行っているのか。行っている場合、どのような役割を作っているのか？	
・トリセツ的な取り組みを行う際に、ものすごく苦手な生徒の役割、その生徒への対応。	
・4 人の生徒さんにどういう役割を分担されておられますか？	
５．振り返り（O	P	Pシート）での I	C	T活用	 	
・協働学習で 1つの作品等を制作した場合，個々の生徒の評価（評定につながる）は，いずれも同じもの（基準）になるでしょう

か。	
・OPPで振り返りを書く際，単元を貫く問いに紐づいた本時の問いに対する振り返りを書くと思うのですが，その際に生徒が参

考にするルーブリックなどはどのように示しているのでしょうか。・	
・毎時間ごとの提出箱をつくって実施しているのですか？	
・毎時間振り返りをきちんと書いてくれるかが不安です。教員側の取り組みによる部分も大きいとは思いますが。	
・振り返りを書くことが苦手で oppを記入できず授業を終えてしまう生徒へはどのように対応されているのでしょうか？	
・生徒が振り返りを書く意義を感じて取り組めるために、中 1の 1 番最初にどのように話をしていますか。	
・提出された振り返りをいつ記入、返却されておられますか？	
その他	
・ズームで画面共有をして発表すると、パワポの中にいれた音声も視聴者に届くのか？ミートだと音が届かないことが、過去に

あったので・・・	
・学年によって端末の種類が違っても，指導は難しくないでしょうか。	
・協働的な学びに関する実践はたくさん紹介していただいたのですが，個人探究（総括的評価課題）における ICT 機器の有効

的な活用方法などはありますか。その際に，引用・参考文献をどのようにまとめていますか。	
・協働学習の実践はたくさん紹介していただいたのですが，個人探究（総括的評価課題）での ICT 機器の有効的な活用方法

にはどのようなものがありますか（引用・参考文献のまとめ方なども）。	
・他の実践（薬の半減期等）についての記録があれば見たいです。	
・深い学びつながることはわかったのですが、単元を網羅するにはどうしても時間がかかると思います。3年間でカリキュラム

を終わらせるために工夫していることを知りたいです。	
・知識を伝達するような授業はどの程度行っているのか。	
	
	



参加者の方からいただいたリフレクションアンケートのご意見、ご感想	
下の図は、感想を基に作成したテキストマイニングになります。	

	
①本日の学び（学びが深まったこと、新たな疑問など）	
プレゼンターの返事がある部分は、その感想の下に→を書き、赤字で載せる。この部分は最終的には消してください。 

•参加者が「振り返り」について興味・関心を抱いていらっしゃること 

→数学の授業内容だけではなく，振り返りも注目されていることがよくわかりました。	
・ICT 機器を授業にどうやって活用されているか、大変勉強になりました。とくに身の回りのものなどを取り入れてくことにより関

心を高めることはとても重要なポイントになると思います。	
→身の回りのものを取り入れる中で ICT をどのように使っていくか，どのようなアプリであったり使い方をすると深まるか。試行

錯誤です。 

・ふりかえりを深めるための工夫	
→振り返りは OPP シートを活用しています。友達同士で見せ合うこともします。毎時間書かせている記述の中で，深まりがあ

る記述や他の生徒にも伝えたいものに関しては「数学通信」を発行して紹介しています。これにより，生徒はより深いことを書こ

うと努力する生徒も見られます。	
・錯角の授業、共有ノートの活用等参考になりました。	
→共有ノートは半年前ぐらいから新規機能で出てきました。工夫次第で活用方法は変わってくると思います。	
・ICTを使いこなすまでが大変だなあと思いました。	
→使いこなすまでに遊ばせながら使わせていくことが大事だと感じます。私自身も iPad を購入したのが数年前でした。とにか

くやってみる精神かなと思います。 

・他教科での探究的な学びにおける ICT 機器の活用が学べました。OPPシートのデジタルでの可能性なども考えることができ
ました。	
→デジタルの良さをどう活かすかが今後の課題かなと思います。リアルとデジタルを融合していくことも必要だと感じています。 

・ICTを使うことの関して、授業時間を短くするという視点を自分でも実践したいと思いました。	
→時短方法においても活用する意味かなと思います。電卓が出てきた時と同じく，深く考えずに，ただ，便利だから使うという

単純な考えでもいいのかなと思っています。	



・井場先生の実際の授業の様子や評価の方法を見せていただけたことで、実生活に基づいた意欲を持って取り組めるような

学習活動の案を考えるいい機会となった。また、日々の振り返りについてどのような手法をとるべきか悩んでいたので opp 評

価はとても勉強になった。本日は貴重な機会をありがとうございました。	
→学びがつながることが学習意欲を高める有効な方法だと感じています。いかに繋げていくかを模索します。振り返りに関して

は誰のために振り返りをさせるのか。OPP シートは生徒のためでありながら教師の授業改善にも活用できます。ご興味があれ

ばぜひ。 

・ICT活用方法について、今後のためになりました。ありがとうございました。	
→ありがとうございました。また活用方法など助言いただければ幸いです。 

・井場先生と直接お話したかったです。	
→ぜひお願いします。今はズームがあるので大掛かりではなく，実践報告や授業の相談に乗ってください。	
・深い学びができるような授業は授業時間を圧迫するものと考えていたのですが、その授業の中で複数の単元を網羅すること

で逆に授業時間を短縮することができることに驚きました	
→授業時間数は大きな壁かなと思います。テストで簡単に測ることができるような知識伝達ではなく，概念を理解させることが

大切かなと思っています。そういった複雑なことに取り組ませる中で数学を学びながら生き抜くための資質・能力を育む必要性

を強く感じています。	
・平方根のトリセツにおいて、共同の時間を設けて、逆に単元として時間数が少なくなったとお聞きして驚きました。平方根を可

視化した後に演算に触れると、¥sqrt{2}+¥sqrt{3}=¥sqrt{5}	 といった間違いが少なくなって良いと感じました。

¥sqrt{a}+¥sqrt{b}¥ne	¥sqrt{a+b}	 となるようなことを気付かせたり、説明させる内容も面白そうと感じました。GeoGebra	 を
用いた授業を色々とお聞きできれば嬉しいです。	
→平方根のトリセツの学習の後に，そう言った課題を用意しています。加法が成り立ってしまうパターンを示すことなどを通し

て，考えのズレを生かしながら揺さぶっていこうと思っています。GeoGebra に関しても別課題では複雑なことにも取り組んでい

ます。また共有させてください。 

・【学び・感想】写真を撮ることで世の中から数学を学ぶ方法は取り組むイメージがわきやすく、私も活用させていただこうと思

います。 【疑問】OPPに関して、文章に拒否感を感じる生徒や必要性を感じにくい生徒も、意義を感じて取り組みにむかうよう

にするにはどのように話をしているか。	
→写真は一番簡単なツールでありながら工夫次第で活用事例は山ほどあると思っています。振り返りに関しては書くことが嫌

ではなく，書きたいと思わせるような工夫をしています。人は幼少期から「ねえねえ聞いて。」と大人に言ってきたと思います。

今思えばそこにヒントがあるかなとも思います。数学通信を活用しながら価値づけすることも大切かなと思っています。・	
・ICTの新しい使い方を学べたので，自分でも実践してみたいです。	
→ICT の使い方は自由だと思っています。数学にこだわらずにどんどんチャレンジして使ってみてできることを増やしていくこと

を大切にしています。 

・「実生活と数学を結びつける」では、錯角や同位角を ICTを活用して、身近なところに存在していることを体験を交えて実感さ
せる活動が参考になった。２学期の中学２年の単元でこの活動を位置づけようと思った。また、「指導と評価の一体化」に関し

て、ICTを活用して毎時間の「振り返り」を書かせる活動は私の中学校でも取り入れているが、単元の１時間毎の評価を「振り

返り」で見取るかどうかが疑問として感じているところである。３つの評価の観点があるため、知識・技能などは小テストで見取

ることもある。本研修や他の研修回答を利用して、数学における資質・能力を身に付けさせていきたいと考える。	
→身近なものと関連させ，学びをつなげることを目指しています。振り返りには OPP シートを活用していますが，数値的に評価

するというものとは別次元な力を育んでいくものだと OPPA の開発者の堀先生は言われています。自分自身も成績づけのた

めに取り組むものではなく高次な学力をつけるためのツールだと考えています。３観点についてですが，パフォーマンス課題

（勤務校では総括的評価課題）を通して生徒の力を見とることが必要だと感じます。前任校では知識・技能に関してもパフォー

マンス課題を出しました。計算ができる。暗記すれば答えられる。といった単純な学力ではないものを育成することが大事な課

題かなと思っています。	



・ＩＣＴが使える場面・有効な場面の認識が広がった。	
→ICT が使える場面はどんどん探してやってみることだと思っています。数年経てば今は考えもしないような活用が出てくるか

もしれません。数学における AI の活用も面白いかなと思っています。 

	
	
	
	
	



ICT機器を活用したパフォーマンス課題の実践

2023年8月23日

令和5年度 大阪教育大学附属池田中学校 研修会（理科）



本校生徒が使用している端末

3年生・・・iPad 1,2年生・・・chromebook

学習で主に用いているのは・・・

ロイロノート Google classroom



①診断的評価

②形成的評価

③総括的評価 評定のための評価

指導のための評価

学習活動の終了時だけでなく最中においても行われる，指導
の改善に向かうための評価（すべての子どもに対して行うこと
を前提としない）

単元で育成を期待する資質・能力が顕著に表れる場面で，
すべての子供に対して評価活動が行われる場面において
実施

評価＝評定
ではない！



https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-
cs/1383986.htm#section4

資質・能力は

自然の事物・現象に
ついての理解

科学的に探究する
ために必要な

観察・実験等に
関する基本的な技能

科学的に探究する力

科学的に探究しようとする態度

※小学校では，科学的に
探究!問題解決



理科の見方・考え方

見方において･･･

エネルギー領域では
量的・関係的な視点

粒子領域では
質的・実体的な視点

生命領域では
共通性・多様性の視点

地球領域では
時間的・空間的な視点

考え方において･･･

比較する（小３）

関連付ける（小４）

条件を制御する（小５）

多面的に考える（小６）

＊小学校学習指導要領解説（平成29年度告示） 理科編

資質・能力を育成する過程で子どもが働かせる「見方・考え方」

※これまで理科で育成を
目指してきた問題解決の能力！



「科学的」ってどういうこと？

実証性

客観性

再現性

観察，実験などによって検討可能

どこでも，だれでも，どこでも，何回やっても
同じ結果

実証性と再現性を満たして承認される



資質・能力が身についたかを見取る＝評価する
基準となると・・・

知識・技能 思考・判断・表現
主体的に学習に
取り組む態度



知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に
取り組む態度

〇〇を理解している

観察，実験などの目
的に応じて器具や機
器などを選択して，正
しく扱いながら調べ，
それらの過程や得ら
れた結果を適切に記
録している

※技能を身につけて
いる

予想や仮説を基に，
解決の方法を発想し，
表現するなどして
問題解決している

得られた結果を基に
考察し，表現するなど
して問題解決している

※関係性を見いだし
て表現している

粘り強く，他者と関
わりながら問題解決
しようとしている

※見通しをもったり
振り返ったりするな
ど，科学的に探究
しようとしている

事物・現象に進んで
関わり



技能の評価とICT

器具を正しく扱えているか？

結果を適切に記録できているか？
!客観的な根拠と
して，記録写真や
動画の提出が有効

(思考・判断・)表現の評価とICT

得られた結果に基づき考察しているか？

その結果は「客観的」であるか？



太陽の位置を透明半球上に記録(中3)

技能の評価とICT

方位を合わせているか？

記録の影が中心と一致
しているか？

記録を取った時間を
記しているか？



技能の評価とICT

電流計の値の読み取り(中2)

正面から目盛りを読み取っているか？



植物表皮と断面の細胞(中2)

技能の評価とICT

気孔を見つけられてるか？

細胞の形状がわかる
プレパラートか？

ピントを合わせているか？



花粉管の伸長(中3)

花粉管が伸びた花粉を
見つけられてるか？

花粉管が伸びる経過を
記録できているか？



もちろん「スケッチ」による記録もさせますが・・・
「顕微鏡のピントを合わせ」「対象物を正しくとらえる」
ことができていないと，スケッチはできない。

そして，「タブレット」で顕微鏡写真を撮る技術も必要
です。

iPadでは比較的撮影しやすいのですが，
Chromebookは工夫とコツがより必要です。

Chromebookを使って、顕微鏡写真を上手に撮る方法
TOSS LAND https://land.toss-online.com/lesson/qV4rNeP08A06gSFfGU5L





(思考・判断・)表現の評価とICT

静電気の性質(中2)



(思考・判断・)表現の評価とICT

デンプンとブドウ糖分子の
大きさの違い(中2)



そして欠かせないのが

「何が」できれば
いいのかをはっきり
させること!
ルーブリックの提示



自分ができるか？

「見て」評価できるか？

ルーブリックに沿って
操作すると，期待される
提出物が完成するか？



複数の項目がある場合は，google classroomだとルーブリック
ごとに採点・集計可能なので便利



理科のパフォーマンス
課題でなくとも・・・

学習の過程や取り組みなどの記録を活かして，粘り強い取り組みのようすや
学習の調整のようすを見取ることも可能 ※ただし，生徒の反応はプリント

に書き込んだ方が顕著ではある



量的・関係的 質的・実体的

共通性・多様性 時間的・空間的

比較 関連付け 条件制御 多面的に考える

ICT機器は「理科の見方」をサポートする便利なツールではあるが・・・

どの「自然の事物・現象」のどこに着目すべきか？

その事物・現象から何がわかるのか？

必要な情報かどうかを考え，取捨選択できる能力は
情報過多の時代に飲み込まれないためにも必要！



・田中 耕治編『よくわかる教育評価』ミネルヴァ書房 2010年

参考文献

・国立教育政策研究所教育課程センター『「指導と評価の一体
化」のための学習評価に関する参考資料【中学校 理科】』
（https://www.nier.go.jp/kaihatsu/pdf/hyouka/r020326
_mid_rika.pdf）令和2年3月

・文部科学省『中学校学習指導要領（平成29年告示）解説 理科
編』学校図書 平成30年

・田村 学『学習評価』東洋館出版社 2021年

・文部科学省『小学校学習指導要領（平成29年告示）解説 理科
編』学校図書 平成30年



本日は、イケトーークにご参加いただきありがとうございました。 

本日 jamboard やいただいたリフレクションを共有させていただきます。 

ぜひ、ご活用ください。 

 

話し合いで活用した jamboard 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

意見・感想・提案 

・タブレット撮影のためのアタッチメントを活用してみたい 

・「撮影のための生徒が書いたコツ」、面白い。こちらの生徒にもこれを提供させていただきたい。また、評価とし

ても使えるのででは。 

・実験の結果を、再現性のある写真・動画で提出させることは評価もしやすそうだと感じました。事前の準備が大変

そうですね。 

・ICT の活用で、生徒の取組のプロセスを評価しようとしている点が素晴らしい。 

・顕微鏡をのぞいた時の写真を提出させる方法は、大変便利だと感じました。確かに、授業時間内に生徒一人ひとり

の顕微鏡をのぞくことはかなり大変です・・・ 

・顕微鏡!の写真を撮る時、テープを当てるのも有効です。穴を開ける必要が無いです。 

・ルーブリック作成のために、「自分ができるのか」は、とても大切。 

・学習のどこに支援が必要なのか，動画や写真で確認することで生徒一人一人にあった支援ができると感じました。 

・パフォーマス評価の実践について、幾つもの具体的な実験での事例をもとに発表してくださり、とても分かりやす

かったです。花粉管の観察で、アタッチメントの工夫や、動画を利用するアイディアも面白かったです。 

・ヨウ素デンプン反応の実験は、教師がしても正しく結果が出ない事も有る。正しい結果の写真を見て学ば無いと、

生徒が間違いを覚える事が有る。 

・顕微鏡観察で、写真に撮ってロイロで提出のパターンは、評価に限らず、その場で上手くできない生徒を見つけ

て、アドバイスするのにも役立ちそうと感じました。 



・写真や動画を撮らせる時、スケッチさせる時に、「何が出来ていれば／撮れていれば」良いか、という事を予め説

明するのが肝要なのは同意見です。（アサガオのスケッチで植木鉢を描いている） 

 

 

疑問・質問・お悩み 

・ロイロノートでの評価をもっと楽につけるには？ 

・とくに ICT を活用したパフォーマンス課題に合っているという実験・観察、また逆にこれは難しいという実験・観

察はお気づきでしょうか？ 

・テスト前などの個人の勉強では、生徒はタブレットで行った学習内容と、プリントやノートなどの両方をチェック

するような感じでしょうか。そのあたりの使い勝手はどのようなものですか。 

・いくつか具体例として，パフォーマンス課題とそのルーブリック評価を提示していただけますか？ 

・生成 AI の活用などの取組はございますか 

・実験の事前準備が大変そうだと感じました。ルーブリックの提示なども、生徒の実験の様子を見通して提示する必

要があるかと思いますが、どのようなところを大切にして作成・提示されてますでしょうか？ 

・写真や動画を評価する時間はどのくらい？１つの単元で、どのくらいの場面を想定するとよいか。 

・スケッチ提出と、写真提出の割合はどれくらいでしょうか？ 

・学習活動の中で，生徒にどのタイミングでルーブリックを提示し，共有しているのか，また，なぜそのタイミング

で提示しているのかについてお聞きしたいです。 

・主体の評価の見取りは ICT でどのように行っていますか？ 

・Chromebookを活用し始めてから、ワークシートをなくしドキュメントのみで授業内容をまとめさせているのです

が、学力向上の観点から、やはりワークシートは必要だと思いますか？ 

 

 

参加者の方からいただいたリフレクションアンケートのご意見、ご感想 

下の図は、感想を基に作成したテキストマイニングになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



①本日の学び（学びが深まったこと、新たな疑問など） 

・ロイロノート、Google class room を使った理科教育について良く分かりました。 

・ICT を活用した理科の授業実践についての理解が深まった。その一方で ICT をどこで活用してどこで活用しないの

か、その判断力が求められているとも感じた。何より評価方法とかける時間については、何が最も良いのか自分でも

分からないので、仲矢先生がおっしゃるように一定期間模索をしながら頑張りたいと思った。本日は貴重な実践報

告・意見交換の場を設けてくださりありがとうございました。今後ともよろしくお願い致します。 

→私も未だ模索中です。チャット GTPもようやく自分が使い始めたところですが、まずは自分自身でやってみること

が大切ですね。 

・ICT を活用したパフォーマンス評価について、具体的な実践例を知ることができました。 

・パフォーマンス評価の実践の具体を学ぶことができたことやすぐに取り入れてみたい方法を学ぶことができた。 

・顕微鏡の写真を評価するというのは、生徒の技能を見取る上でとても役に立ちそうだと感じました。記述式の評価

になると、評価のブレが生じる可能性があるのではないかという疑問が生まれ、そのブレをなくす ICT の活用につい

て考えていきたいと思います。 

→評価のブレについては私も悩むところです。まずは一通り目を通して，自分の中で B 基準をしっかり定めたつもり

でも、たくさん見るにつれ自信がなくなってきます。 

・附属池田で行われている ICT の活用や、ICT を活用する現場の先生方の課題について学ぶことができました。 

・実技教科的な特徴をもつ理科に注目したパフォーマンス課題について、ICT を活用する上での大前提などの意識す

べきことが鮮明になりました。 

・この度は貴重な実践報告ありがとうございました。生徒たちと評価基準を共有することで，生徒自身が目的意識を

持って学習活動に取り組めると感じました。写真や動画を生徒に提出する際，何が提出できれば自分の仮説を確かめ

られることになるのかといった結果の予想を一度共有することで，より目的意識を持たせることができるのではない

かと感じました。 

→ありがとうございます。自分の考えに自信が持てないような子でも、一斉に交流できる ICT機器に利用によって意

見交流のハードルも低くなるのではと思いました。 

・ICT を活用した評価の有効性について理解が深まりました。ルーブリックを作成する前には、自分がやってみて、

本当にできるのかを確かめる。そして、それを子どもたちと共有しながら修正していくことで、子どもも腑に落ちる

ルーブリックの作成が可能になることを学びました。本日はありがとうございました。 

・ルーブリック評価で 「何が」できればいいのかをはっきりさせることは，ルーブリックの提示になるということ

に改めて気づき，今後徹底したいと思いました。また，技能の評価と ICT，（思考・判断・）表現の評価と ICT につい

て，家庭科の実験等でも応用できるので，学生指導に活用させていただきたいと思います。ありがとうございまし

た。 

→ICT だからこそ見取りやすい資質・能力がはっきりすれば、逆にまだアナログで見とる方が望ましい能力も見えて

きます。こうやって評価の効率化をより図っていきたいですね。 

・ICT機器をどこまで使い、どこからアナログにするかの取捨選択が求められていると感じた。そして評価の仕方が

時間的観点から難しいと感じた。どのようにすれば効率良く、有効な評価ができるのかについて深めていかなければ

ならない。仲矢先生のおっしゃるように、まずは一定期間手探りではあるが、前向きに実践をしていきたいと考える

ようになった。本日はありがとうございました。 

→ICT の方が見取りやすい能力と、まだアナログの方が見取りやすい能力を整理するだけでも作業の効率化ははかれ

るのかなと、今回の意見交流で新たに気づきました。ありがとうございました。 



2023年度
イケトーク

美術科実践報告

～ロイロノートを用いた鑑賞実践～



発表の流れ

〇自己紹介

〇鑑賞活動において重要と考えていることについて

〇ロイロノートを使った実践報告



美術科の鑑賞活動において大事だと考えること

①観ること

②考えること

③発表・共有すること



美 術 科 の 鑑 賞 活 動 に お い て 大 事 だ と 考 え る こ と

①観ること

学習指導要領より

（1）鑑賞の活動を通して，次のとおり鑑賞に関する資質・能力を育成する。

ア 美術作品などの見方や感じ方を深める活動を通して，鑑賞に関する次の事項を身
に付けることができるよう指導する。

絵や彫刻などの感じ取ったことや考えたことなどを基にした表現や，デザインや工芸な
どの目的や機能を考えた表現の造形的なよさや美しさを感じ取り，作者の心情や表現
の意図と工夫について考え，見方や感じ方を広げたり深めたりする



以前の鑑賞方法

メリット
・近くの生徒と話し合いながら見ること
ができる

・実物に近づいてみることができる

デメリット
・人が多いとじっくり見ることができない

・いろいろと気が散る



ロ イ ロ ノ ー ト を 使 用 し た 方 法



メリット
・全員の作品をじっくり見ることができる

・拡大などが容易にできる

デメリット
・ロイロノートだけだと迫力やものが持
つ魅力がない。

・写真の性能が悪いとその分魅力が下が
る



美 術 科 の 鑑 賞 活 動 に お い て 大 事 だ と 考 え る こ と

②考えること
学習指導要領より

A表現

ア 対象や事象を深く見つめ感じ取ったことや考えたこと，夢，想像や
感情などの心の世界などを基に主題を生み出し，単純化や省略，強
調，材料の組合せなどを考え，創造的な構成を工夫し，心豊かに表
現する構想を練ること



アイデアの段階で共有する





効果的だったこと・ ・ ・考えるポイントを伝える

うまくアイデアを出すことができている人の特徴を伝える

・ひとつのアイデアを展開している

・少し変えてみる

・単純化してみる

・いい作品を分析して取り入れてみる

・とにかく多くのアイデアを出してみる

・文字と絵を組み合わせて考えてみる

単純化や省略，強調，材
料の組合せなどを考え
ることにつながる？
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制作の過程を共有







③ 発 表 共 有 す る こ と

B鑑賞 イ （イ）

諸外国の美術や文化との相違点や共通点に気付き，美術を通した
国際理解や美術文化の継承と創造について考えるなどして，見方や
感じ方を深めること

美 術 科 の 鑑 賞 活 動 に お い て 大 事 だ と 考 え る こ と











今考えている問題点

•ロイロノートを取り入れていないところも多いので代替に
なるソフト・アプリはあるのだろうか？

•クロームブックではカメラ機能が低すぎて画質に難あり

•感想や考えて文章を書くこと全般に対してのAI使用



まとめ

•ロイロノート（ほかのソフトでも）を使用するとできることが増
える

•情報量が増える分、どのような視点で考えるか・鑑賞するかを
整理する必要がありそう

• メリットとデメリットを考えながら取り入れる必要がある



本⽇は、イケトーークにご参加いただきありがとうございました。 
本⽇しようした jamboard やいただいたリフレクションを共有させていただきます。 
ぜひ、ご活⽤ください。 
 
話し合いで活用した jamboard	

	
	
意見・感想・提案	
・ありがとうございました。他教科の実践を聞く機会はなかなかないので、興味深かったです。	
・学校で芸術教科は 1人の場合が多いので、この機会にいろんな意見を交流できたらと思います。長崎先生、今日はありがと	
うございました。	
・私の学校はロイロノートがないので長崎先生のアイデアを活かしたくても活かせない状況です。少しもったいないと思いまし

た。でも、これだけ便利ならいずれ導入されると思いました。	
・おもしろい事を考えてる子は目立たないことが多く、しゃいだったりするという意見に同感です。そういう生徒をみつけたいとい

う先生の姿勢が素敵だと思いました。	
	
疑問・質問・お悩み	
・ロイロノートがない学校でどのような鑑賞を行っているのか知りたいです。	
・一般校での ICTの使い方	
・美術準備室が狭いので生徒作品を一部美術室に置いています。生徒作品が万一なくなったり壊れたりするリスクがあるので

なるべく準備室に保管したいのですが、物理的に不可能なことが悩みです。	
	
	
	
	
	



参加者の方からいただいたリフレクションアンケートのご意見、ご感想	
下の図は、感想を基に作成したテキストマイニングになります。	

	
①本日の学び（学びが深まったこと、新たな疑問など）	
	
・会を重ねるごとに参加者が増えて学びたい先生方のネットワークが広がっているように感じ、すごいと思います。

逆に、私一人の参加者のために美術の実践報告をしてくださりそれもまたすごいと思いました。実現までの準備に

は大変な残業をされたことと思います。普段の業務だけでも多いのに頭が下がります。お体に気をつけて今後もよ

ろしくお願いします。 

	
	



令和5年 イケトーク
ICTを活⽤した授業実践報告

はじめに

⼤坂教育⼤学附属池⽥⼩学校・中学校
授業者 淺野 浩志

指導助⾔
⼤阪教育⼤学教授 永富⼀之

ロイロノートを使⽤した解の再考ワークシートの活⽤



このイケトークでは、皆さんに私の授業実践を⾒ていただこうと
思います。

そのために、⽣徒名などが乗っている⽣のデータを⾒ていただこ
うと思っています。個⼈情報に当たりますのでそのあたりを配慮
いただきますようよろしくお願いします。

※録画等は控えていただきますようよろしくお願いします。

はじめに



普段の授業でのICT機器の活⽤できていますか？

GIGAスクールでICT端末が⽣徒に配られたけれども有効活
⽤できていますか？

なぜ、⽣徒がICT機器を活⽤しなければいけないのでしょ
うか？

ところで皆さん・・・



⽣徒が社会で⼒を発揮する
30年後の世界はどのような社会に
なっているんでしょうか？

ところで皆さん







どのように授業づくりを⾏うのか

このような社会で⽣きていくのにICT機器を当たり前の道具
として使えない状態だとどうなるでしょう。

だからと⾔ってICT機器を使⽤することが⽬的となってし
まっていませんか？

技術の授業で何を学習できるようにすれば良いのでしょう
か？



技術・家庭科の目指す学習者像

生活の中から問題を見出し課題を設定し解決策を考える

しかしながら、いきなり問題を見出せる生徒はほとんどいない

こちら側が、生活から問題を提示し課題を提示
授業内で解決策を考えさせる

問題を見出す力と課題を解決する力が自然と育っていく

自ら問題を見出し、課題を設定し技術・家庭科の見方・
考え方を働かせ問題を解決する

低学年

高学年



学びに向かう力・人間
性

生徒につけたい資質能力と評価について

主体的に学習に取り組む態度＋倫理観

個人内評価（教師
が評価できない）

・粘り強く学習に取り組む態度・自己調整
・生活に活かそうとする（工夫し創造する）態度

・見方・考え方（知識や技能を使用し）を働かせ問題を解決する力
（技術は多面的な方向から物事を思考し、最適解を考える）
構想、評価・改善、表現

知識・技能

思考・判断・表現

知識及び技能⽣きて働く の習得

思考力・判断力・表現力未知の状況にも対応できる の育成

学びを⽣活や社会に⽣かそうとする の涵養



社会からの要求

経済面

環境への負荷

安全性

技術の見方・考え方とは

技術の４側面だけでなく空間・時間的範囲も踏まえた考
えをさせることにより、より技術の見方・考え方が深まっ
たといえる。

人間にとっての利便性 生産者、消費者

個人、家庭、地域社

会、地球規模

生産、使用、廃棄、

万が一のトラブル

人間以外の生物環境
情報システム

現在 未来
（短期的・長

期的）

技術の4側面 空間的範囲

金銭面

安全性

時間的範囲



授業で狙う資質・能力って段階があるのでは

知識･技能
主体的に学習に
取り組む態度 思考・判断・表現

知識及び技能の習得

概念的な知識を形成し

ようとしている[関心・意欲]

知識や技能を見方・考え
方に基づいて人生や社会

に生かそうとしている

身の回りにあるもの
を見方・考え方で分

析することができる

知識及び技能を基に
最適解を導き出す

0段階

1段階

2段階

3段階

4段階



指導する内容をデザインする 単元の⽬標

【教育⽬標】
・学校教育⽬標・学習指導要領
・めざす⼦ども像 など

育成をめざす資質・能⼒
Ⅰ

【学習内容・場⾯・⽅法】
・単元⽬標に即した学習課題との出合い
・基礎的な知識・技能の習得、活⽤
・知識・技能をつなげる
・知識・技能を使って、思考し、まとめる など

学びの過程
（⽬標に向かう道筋）

Ⅲ

⼦どもの現状
（⽬標に向けた実態）

【実態把握】
・既習事項等の到達度
・学習に対する意欲や構え など

Ⅱ

⾒取りの指標
（⽬標への到達度）

【観点別学習状況】
・評価規準、判断基準 など

Ⅳ
各教科等の

⾒⽅・考え⽅
学びの過程において、どのような視
点で物事を捉え、どのような
考え⽅で思考していくかということ

１内容や１学期など、⻑いスパンで⽣徒の成⻑を⾒る



解の再考ワークシート

以前大阪が近畿
大会で提案した思
考の課程を可視
化するワークシー
ト

理論と実践のNO
５６ NO57 NO59
でも取り上げられ
た。



ポートフォリオ

解の再考ワークシート



ICT機器を活用する利点

教師
・乱雑な字を読み取らなくていいため、⽣徒の記述した⽂章が読みやすい
→ 採点スピードが⼤幅に上がる。
・思考ツール等を授業で使⽤する時の授業準備に時間がかからない
・過去の授業で⽤いたもの（⼀度使⽤したもの）を簡単に流⽤できる（教材で使⽤で
きる）

・動画が等で細かい作業も拡⼤して説明ができ指導時間が短縮できる。
・反転学習による時間短縮がはかれる。
・テスト前に慌てて課題を採点する、逆に採点できずに先延ばしにする必要がなくな
る。



⽣徒
・短時間で多くの情報を収集整理ができる。
・対話的な学習でまとめたデータをすぐにコピーして送りあえる。
・プリントが資料箱にあるためプリントの紛失の⼼配がない。
・テスト勉強の時に⽩紙の学習プリントを使⽤し学習できる。
・反転学習で作業時間が⼤幅に増える。
・写真や動画で記録を残せるので後で⾒直したときに復習しやすい

ICT機器を活用する利点



•では実際にどのような形で使われているのか⾒てみましょう。

ICT機器を活用する利点



本⽇は、イケトーークにご参加いただきありがとうございました。 
本⽇使⽤した jamboard やいただいたリフレクションを共有させていただきます。 
ぜひ、ご活⽤ください。 
 
話し合いで活用した jamboard	

	
	
意見・感想・提案	
・解の再考ﾜｰｸｼｰﾄをﾛｲﾛﾉｰﾄで作成記入していくのが、とても斬新でした！紙だと採点もﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸも大変だったので。	
・家庭科でもまつりぬいやミシンの下糸のセットなど、動画で配るようにしています。ICT機器の有効な活用は自分のタイミング
で見たい時に確認出来て個別最適な学びの実現につながりますね。	
・題材や内容のまとまりごとに生徒にどのような役割なのか示すことで、ゴールに到達しやすいと思います。	
・公立中学校の場合、いくつかの小学校の児童が集まり一学年となるので、小学校ごと、どこまで ICT機器に触れているか、
著作権などの点に触れているかが、年度あけて 4月にならないとわからないのが非常に辛いです。	
・ICT関係は各市町村で、導入しているシステムが違い、また学校単位でもネットワークのつながりなどで不備が出ているの
で、毎時間で ICT機器を活用するのは難しいです。が使わないと言う訳ではなく要点を絞って使い、	
・生徒に技能や知識、発表技術などを身につけられるようになればいいと思います。	
・動画や画像を生徒に配り、それを生徒が見やすいようにズームしたりできる点が ICT機器ならではの利点で良いのではない
かと思いました！	
・生活に活かそうとする態度を意識した授業つくりがとても参考になります。	
・タイピングが上手くない、早くない子もきっと多いですよね。授業内でタイピングの練習、技能獲得の時間は取れないと思うの

で、学校全体で ICT機器の使用を進める必要がありますね。	
・解の再考ワークシートのそれぞれの部分での効果的な ICT活用	
疑問・質問・お悩み	
・ノコギリの使い方（予習）はどれぐらいの生徒がしてきましたか？予習率を上げる工夫等があれば、教えていただきたいで

す。	



・子どもによって ICT機器の操作に対する苦手意識があると思うのですが、そういった生徒への対応はどのように行なってい
ますか。	
・技能習得を中心とした学習場面での解の再考ワークシートの「知識・技能」部分のフォーマットは，どのようになりますか？	
・ICT機器を活用したいけれども、モラルが身についていない生徒がいることから使えないという先生方もいらっしゃるのでは。
附属だからできるのか、公立でもできるのか…？？	
・ICT機器，アプリの知識や便利に使いこなす技能は，どこで習得されていますか？組織的な研修がありますか？	
・資料箱にプリントやワークシートをアップしておくとありましたが、生徒たちは自分で取り出して”普通”に書き込んで提出して

いるのですか？（なかなか操作が難しそうに思えて…）	
・解の再考ワークシートをデジタルで配布する場合、一枚のプリントを pdfなどに変換してプリントを配っている形にするべきな
のか、4枚のページのスライドに分けた形にするべきかで迷っています。	
	
	
参加者の方からいただいたリフレクションアンケートのご意見、ご感想	
下の図は、感想を基に作成したテキストマイニングになります。	

	
	
①本日の学び（学びが深まったこと、新たな疑問など）	
・技術分野での ICT機器を活用したワークシートの構造。ICTを活用する方法やタイミング等に工夫が必要だという

こと。また、ICTを教員の補助のために活用することなど、ただ使ってみるから効果的に意図をもって活用する、活

用する方向（生徒に効果？教員に効果？）や意識も大切だと実感。 

・解の再考ワークシートを使った授業実践と近畿大会で発表させていただきましたが、紙のワークシートに加えてＩ

ＣＴを活用（ロイロノート）で更に思考し表現も広がるなと感じた実践報告でした。ＧＩＧＡスクール構想が 3年目

に入りましたが、交流時にも出たように単教科では済まないなと思います。多くの教科で様々な活用をしていくと可

能になると思うと、まだまだ道のりは長いなと感じます。今日の報告を聞いて２学期にロイロノートで解の再考ワー

クシートをやってみようと思います。ありがとうございました。 

→淺野先生（プレゼンターの意見） 



・GIGA端末の使用に関しては、やはり人教科だけで使用しているだけではどうにもならないと思います。ただ学校

全体で取り組みをしていくとなると学校全体としてのカリキュラムマネージメントが必要となってくるので、管理職

との連携が必要不可欠になってくると思われます。そのあたりは学校によるので難しいところですよね。 

・ICT機器がなぜ必要とされるのかを考えた指導、学校単位で情報活用能力や情報モラルに取り組まなければならな

い事など、学びが広がりました。解の再考ワークシートも今自分が取り組んでいる情報以外でもどんどん取り組んで

いこうと思います。本日はありがとうございました。 

・技術分野は、各地区ごとに研究会があり、その地区の「大切にしたいこと」が色濃く出る教科だと思います。岩手

県の教育研究会や、岩大附属中が大切にしていることと、淺野先生の実践を照らし合わせながら、自分自身の授業に

ついて考えることができました。ありがとうございました。 

・ICT活用の小中連携の強化、ロイロノートでの解の再考ワークシートの活用、ICTを文房具のように身近に使える

様にするための方向性を定めること等、勉強になることが多かったです。ありがとうございました。 

 



1

「学び⽀援から考える中学⽣の困り感」
2023.08.29 いけトーク養護・安全

⼤阪教育⼤学附属池⽥中学校
学び（特別）⽀援・メンタルサポートコーディネーター

養護教諭 吉⽥かえで
yoshida-k14@㏄.osaka-kyoiku.ac.jp
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学び⽀援の構造化

1

要⽀援

要観察

多様な学習者⽀援 教職員・職員会議

⾃⼰肯定感
安⼼を感じる学校⽣活
ゆるやかな保護者⽀援

学年会
積極的⾒守り・関わり

⽣徒⽀援部 学び⽀援委員会
専⾨機関との連携

教職員の健康
PTAとの連携

⽇常的な声かけ・挨拶関わり



学習内容とその前提となる⼟台との関係

全国⽣活⽀援機構「図－⾃閉症教育の基本構造」
https://jlsa-net.jp/zhi/zhi-kouzouka/

学びのユニバーサルデザイン

課題カレンダー

安⼼と感じる学校



学び⽀援におけるICT活⽤

（リーフレット）GIGAスクール構想の実現へ 文科省HP

時間・場の制限がなくなる

⼀⻫学習
個別学習
協働学習

⾃宅
別室
教室
滞在先

学習者が選ぶ
タイミング

居場所づくり

https://www.mext.go.jp/content/20200625-mxt_syoto01-000003278_1.pdf


学校開発プラン︓学び⽀援

インクルーシブ教育
の推進

•学びのユニバーサ
ルデザインUDL

•課題カレンダー

•学校⾵⼟の醸成

情報共有

•データ管理の⼀元
化

•組織化・意識化

個別⽀援の充実

•チーム学年

•学び⽀援シート

•⽀援のバリエー
ション



附属池⽥中学校のユニバーサルデザイン

1

１ 刺激量の調整
２ 場の構造化
３ 時間の構造化
４ UDLの視点からの授業づくり
「発問・指⽰」
「板書・資料」
「教材・教具」
「焦点化・視覚化・共有化」
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1

保健室アンケート2023.3 １ 2023.3実施
２ 3年⽣対象 ８０名回答



学び⽀援アンケート

1

１ ２００３年７⽉実施
教室にて学活時

２ 対象 全校⽣徒 432名
３ 回答 387名（89.6％）
４ ２１問
５ １学期のことをふりかえり

回答する



⼼
理
状
況

20

学
習
状
況

35

学び⽀援アンケート2023.7

4

1

12

6

5

2

4

1

2

5

4

2

1

1

5

0 2 4 6 8 10 12 14

学習環境

学習準備

学習⽅法

課題

内容理解

パソコン

⽋席時のフォロー

スケジュール

孤⽴感

⾃⼰肯定感

集中⼒

疲労感

緊張

プレッシャー

やる気

困り感⾃由記述



1

学び⽀援アンケート2023.7
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学び⽀援アンケート2023.7



QUテストと保健室利⽤（2022.3）
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QU︓楽しい学校⽣活を送る
ためのアンケート

新2年



保健室アンケート2023.3 １ 2023.3実施
２ 3年⽣対象 ８０名回答



⼼理⾯からみた⽣徒の様⼦

1

（社会性・発達）
・思春期は誰もが⾃⽴に向けて不安を感じる時期
・友と⼀緒がいい価値観→友と違いを認めながら友との信頼関係をつくる時期

（⽣徒の様⼦）
・授業中、成績にかかわるパフォーマンス課題に対する過度な緊張
・与えられた課題は⼀番いいものを⽬指したい。いろんなことにベストを⽬指し睡眠不⾜、⼼⾝の疲労
・テスト前後の情緒不安定（強い叱責やプレッシャー）
・課題提出に焦りが出ると不安感⾼まり、⼀歩踏み出せない
・完璧主義で努⼒家気質
・成績を物差しとして⾃⼰評価する傾向があり、⼈⼀倍⾃⼰評価が低い
・他者への気遣いもよくできるよい⼦だが、友との関係に⼀歩踏み込めない
・従順な⼦どもの役割を演じているが、親に⾃分の意思を伝えることに躊躇、親は絶対に強い。
・本⼈も親の期待に応えたいという思いを持ちながら、内⼼は⾃分に価値がないと感じ⾃⼰否定→不安を抱え⾃分
で対処できない。踏み出せない
・親の期待に応えられない⾃分を感じながら、⾃分ががまんすればと「⾃分の気持ちとの対峙」「親との対峙」を
あきらめている
・⻑期休業前になると不安定
・過敏性腸症候群、起⽴性調節障害、⾃律神経失調症、喘息発作、過呼吸症候群、繰り返す頭痛・腹痛、⽉経痛
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学び⽀援アンケート2023.7



学び⽀援アンケート2023.7
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116+132
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99+25

学年別
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いつもできている

だいたいできている

たまにできている

ほとんどできていない わからない



このような⽣徒いませんか︖
・興味のあることは徹底的にこだわって調べる

・答えに⼾惑うような変わった質問をよくする

・興味のあることの知識・技能をすばやく理解して覚える
・理科で奇抜な独創的なアイデアを思いつく

・発想が突然⼤きく⾶躍する

・数学で上位学年の問題を簡単に解く
・うまく⾔葉で説明できなくても、直感的に答えを出す

・簡単で繰り返す学習は退屈していやがる

・⽂章の内容は深く理解できるが、⽂字の読み書きに苦労する

何らかの才能→
特異な才能のある
⽣徒

松村暢隆 関⻄⼤学
NITS研修2023 講義資料



特異な才能
・⼀律に特定の基準・数値で定義しない
もしIQ130以上(上位2.3％)と決めたら︖→⽣徒の⼆分化、多彩な才能を⼀部で評価、才能を線引き

気になる⽣徒の才能特性を知ることは必要→認知的特性→発達は個性的に枝分かれ

優れた能⼒

課題への傾倒

集中⼒
創造性

特異な才能→学習上・⽣活上の困難
「超活動性（OE︓overexcitability）
①知的 好奇⼼、知的探求、問題解決
②情動的 強い感受性 共感性
③想像的 豊かな想像⼒
④運動的 ⾼い⾝体的活動性 強迫的活動
⑤感覚的 過敏な五感 強い美的感覚

２E︓twice-exceptional ⼆重に特別 才能と障がい
才能を伸ばす＋障がいによる困難を補う
・場⾯によって⼀貫性がない
・やる気があればできるのに怠け者と思われる
・物や課題を整理できない
・⽂章を書くのが苦⼿
・社会的⾏動が苦⼿ →浮きこぼれ 不登校 ⾏きたくない

考え⽅の発表
⾃⼰肯定感低い→声かけ
役割を与える
成果物が他者への影響

松村暢隆 関⻄⼤学
2NITS研修2023講義資料
福本 2021 有識者会議第４回資料３



⽣徒の困り感
✔ 特異な才能があること
✔ 学習に関する悩みを持つ⽣徒が多い
✔ ⼼理状況に関する悩み
✔ 学習状況に関する悩み
✔ 授業の集中時間 ２４％ ４０分 ９％２０分以下

→興味 ⽣活 疲労 体調 理解
✔ 学習に関する困り感 ２０〜３６％
✔ 学習⽅法の改善をしたい ８３．５％
✔ ⾳や光が気になる
✔ １週間の⾒通しが分からない
✔ 課題のスケジュール管理が分からない ３２％
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⼊⼒のルール
① 各学級のクラスルーム
② 教科固定の⾊を使⽤
③ 各教科係が⼊⼒
④ 課題（パフォーマンステスト含む）のテーマ
期間、提出⽅法
活⽤状況
① 終学活時に学習委員が確認（1回/週or毎⽇）
② 各⾃が必要時に確認④



1



課題カレンダー Ｒ4調査
課題カレンダーについて
⽣徒の多くは便利なものとして認識
実際のクラスでの運⽤について
教科係が⼊⼒し、それをクラスの⽣徒が確認するシステムになっている。
クラスの半数が教科係だから、クラスがカレンダーをどこまで重要視しているのか というクラスの意識は⼤切。
終礼で確認するクラスとそうでないクラスの意識の差は ⼤きく、これは教科係の仕事にも影響している。
教科係が⼊⼒を忘れると、クラス全員の意 識も低下する傾向にある
実際に活⽤したか︖
便利なものだと分かっていても、活⽤している⽣徒は半数以下。
その理由 「教科係の⼊⼒忘れ、⾒にくい、⾃分で把握している」の３つが多かった。
「⼊⼒し忘れ」と「⾒にくい」の２点に関 しては改善の余地がある
⽣徒からの要望
「教科係の⼊⼒の徹底」「⾒やすくしてほしい」の意⾒が多かった。
⽣徒 の求めるカレンダーとは、「利便性」「信頼性」の２つが必須条件であり、１年⽣にとっ て、カレンダー
のアプリを新しく使うのか、もしくはスプレッドシートを改良するのかは次 年度の検討事項になってくる。３
学期以降全クラスで終礼時でのカレンダー確認を 取り組みとして⾏っているため、課題カレンダーの意識と使
⽤率は今後上昇していく

R5︓信頼性→定期的（毎⽇or毎週）な確認の実施（⼊⼒と各⾃）
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課題
⾒える化
プロジェクト

1



本⽇は、イケトーークにご参加いただきありがとうございました。 
本⽇使⽤した jamboard やいただいたリフレクションを共有させていただきます。 
ぜひ、ご活⽤ください。 
話し合いで活用した jamboard	

	
意見・感想・提案	
・困り感は多面的に見ないとずれるかも	
・係がすることも大切ですが自分で入力する方がやらなければいけない内容が把握できる子もいるかも	
・課題カレンダーの活用は情報共有にとても役立つ	
・保健室の利用児童の傾向？	
・限りある資源と人材の中でできる支援を考えたい	
・困り感は見える化→取り組みは成功したことを聞く	
・小学校でも教科担任制が取り組まれつつあります。各教科の課題量などが把握でき、教員にも役立ちますね。習い事もあ

り、放課後も忙しい子どもの学校の負担量を把握できることは、児童理解に繋げられる思いました	
本日はありがとうございました	
・教員が課題の内容と期限については共有すべきなのはわかっている点ですが生徒同様にやらなくなってしまいそうです。	
・教室とカレンダー両方あり自分でやりやすい方を見て動けるのも良い	
・カレンダーの中に 自分のスケジュールや課題をやる日など簡単に入力できると良い	
・カレンダーの色が濃いので少し薄い色を指定できたり 自分で色を選べても良い	
（感想）特別支援ではなく、学び支援。保健室にくる子どもたち、情緒的な支援だけでなく、学び支援をすることで学校生活が楽

になるケースも多々あると思います。そこに踏み込む視点が興味深く学びになりました。	
・個人の能力の勝ち抜き戦ではなく、みんなで、課題を乗り越えていく、そこに面白みや喜びがあれば、腹痛を訴える子も減っ

てくるかも…そういう視点で課題カレンダーの活用も深まればおもしろいと思います。	
	
疑問・質問・お悩み	
・学習方法に関する困り感への対処は？	



・今回実践されていることが「課題カレンダーの活用」ですが、実践計画段階では他の案もあったんでしょうか。また、生徒のコ

ミュニケーションに関わる困り感の支援としてはどのような方法を取られていますか	
・課題カレンダーを元に、自分にあったスケジュールアプリなどを各々で活用するのが望ましいのではないかと思います。	
附属池田中学校では通級という制度はないのですか？	
	
参加者の方からいただいたリフレクションアンケートのご意見、ご感想	
下の図は、感想を基に作成したテキストマイニングになります。	
①本日の学び（学びが深まったこと、新たな疑問など）	

	
・⽣徒の困り感に寄り添う姿勢から、吉⽥先⽣が持つ包み込む優しさをかんじました。	
→ありがとうございます。保健室で健康相談の対応の中で本当に困っている⽣徒の姿に接します。⽣徒が答えや⽅法
をみつけることに寄り添うことが、養護教諭としての役割だと感じています。保健室を利⽤しない⽣徒に対しては、
学び⽀援の⽴場から全体に対してできることを実践できればいいなと思います。（プレゼンターの意見）	
	
・課題カレンダーをより活⽤するためにはどうすればいいのかを考えなければならないと思った。	
課題カレンダーがうまく活⽤できればメリットは⼤きいと思います。改善しながらすすんでいければと思います。 

→課題カレンダーがうまく活⽤できればメリットは⼤きいと思います。改善しながらすすんでいければと思います。
（プレゼンターの意見）	
 

・アンケートから⼦どもたちの実態を読み解き、限られた資源の中でやれることとしての課題カレンダーの活⽤、と
ても興味深かったです。これからどんな形の⽀援が展開されるのか、またきいてみたいとおもいました。そして、ど
んな⽅法であれ、いいんじゃないかなと思ったことを⼀歩踏み込んで取り組んでみる、そんな姿勢が何より今⽇の学
びでした。ありがとうございました。 

→ありがとうございます。学び⽀援の⽅法は全員に合うやり⽅が難しいことだとは思いますが、⽣徒⼀⼈ひとりが⾃
分をふりかえり、⾃分のやりやすい⽅法を⾒つけ、学びの⾯⽩さを深めることができればいいと思います。共通した
課題を考えながら、模索していきたいと思います。（プレゼンターの意見）	



 

・感想です。本⽇は実践発表、ありがとうございました。附属中学校における特別⽀援教育の実践を新たに知ること
ができ、とても貴重な時間となりました。公⽴学校の先⽣⽅も参加されていたので、様々なお話を聞くことができ、
とても参考になりました。参加させていただき、ありがとうございました。	
→ありがとうございます。それぞれの学校によって、課題や⽣徒の様⼦は違いがあるように思います。附属の課題も
ありますし、学校教育の課題もあります。それぞれ課題を明確に意識しながら、学び⽀援を進めていければと思いま
す。1⼈の知恵は⼩さくともこのように交流しながら⼯夫できればと思います。ありがとうございました。（プレゼン

ターの意見）	
	
・⼦どもの困り感への対応について	
→⽣徒⾃⾝、何に困っているのかわからなかったり、表現できなかったりすることも多いように思います。困ってい
ることを聞いても答えが出てこないこともあります。そのような様⼦からアンケートをはじめの⼀歩としました。⽣
徒の困り感に向き合う時に、本⼈が主体的に考えることが⼤事なので、話を聞きますが、時間がかかることも多いで
す。⾃分の取り組むことが出来そうなことを ICTによって、選択できるような環境になるともう少し安⼼して学校⽣
活を過ごせるかもしれません。私もこれからも考え続けたいと思います。ありがとうござました。（プレゼンターの意

見）	
	
・課題カレンダーの取り組みの実践はもちろんですが、授業者や担任が感じていた⽣徒の課題を丁寧なアンケートを
とることでより詳しく実態を共有することができていて素敵だなと感じました。寺坂先⽣がおっしゃっておられた、
⽣徒に対してのフィードバックについてはぜひ実現させてあげてほしいと思いました。課題カレンダーの実践の今後
の経過や⽣徒の変容などを聞かせていただく機会があれば、ぜひお願いいたします。とても楽しみです。本⽇はあり
がとうございました。	
→ありがとうございました。取り組みと⾏動変容について焦点を絞って考えることができると⾯⽩いと思います。フ
ィードバックが次の⼀歩だと思います。ありがとうございます。（プレゼンターの意見）	
	
・「中学⽣の困り感」という点に注⽬していました。Googleフォームでのアンケートは実施する側の負担を減らして
くれる⼀⽅、⽣徒も答えやすいように感じています。また、困り感をもつ⽣徒の相談⽅法として、対⾯で話をじっく
り聴くことが効果的な場合があります。⼀⽅で相談者が匿名であるほうが本⾳で話しやすい場⾯もあるかと思いま
す。そういった場合は、学校という安全な範囲のなかで、ICTを活⽤して匿名相談に応じることができないものかと
思いました。⽅法は変化していきますが、児童⽣徒に寄り添うとういうことは変わらずに必要なことなのだとも感じ
ました。今⽇はありがとうございました。 

→ありがとうございました。相談の⽅法はバリエーションがあるといいですね。私は養護教諭で、学習についての実
際はわかっていない部分も多いと思います。例えば、うまくいった⽅法を⽣徒同⼠で共有できる場も⾯⽩いかもしれ
ません。私が⾒つけることよりも実は当事者である⽣徒の⽅がいいアイデアを持っていると思います。その場の提供
などが学び⽀援担当としてできればいいなと思います。（プレゼンターの意見）	


